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工事施工管理基準 

 

１ 目的 

 この工事施工管理基準（以下「管理基準」という。）は、愛知県農林基盤局（農地関係）が

発注する工事について、その施工にあたって工事の工程管理、出来形管理及び品質管理の適正

化を図るため、請負者が実施する施工管理の基準を定めたものである。  

２ 適用 

 この管理基準は、愛知県農林基盤局（農地関係）が実施する工事を請負により施工する場合

に適用するもので、この管理基準と設計図書が一致しない条項は設計図書が優先する。 

３ 施工管理の基本構成 

 施工管理の基本構成は次のとおりとする。 

 

 （１）工程管理 

 契約工期を考慮し、工事の施工達成に必要な作業手順及び日程を定めて、工程内容に応じ

た方式（ネットワーク方式、バーチャート方式等）により工程管理を行い、工事実施途中（旬

ごと）で計画と実績を比較検討の上、必要な処置を講じるものとする。 

（２）直接測定による出来形管理 

 工事の出来形を把握するため、工作物の寸法、基準高等の測定項目を施工順序に従い直接

測定（以下「出来形測定」という。）し、その都度、結果を管理方法に定められた方式によ

り記録を行い、常に適正な管理を行うものとする。 

（３）撮影記録による出来形管理 

 出来形測定、品質管理を実施した場合、又は施工段階（区切り）及び施工の進行過程が 

確認できるよう、撮影基準等に基づいて撮影記録を行い、常に適正な管理を行うものとす

る。 

（４）品質管理 

 資材等の品質を把握するため、物理的、化学的試験を実施（以下「試験等」という。）し、

その都度、結果を管理方法に定められた方式により記録を行い、常に適正な管理を行うもの

とする。 

４ 施工管理の実施 

（１）施工管理責任者 

 請負者は、愛知県公共工事請負契約約款第 11 条に規定する技術者等と同等以上の資格を

有する者を、施工管理責任者に定めなければならない。施工管理責任者は、当該工事の施工

管理を掌握し、この基準に従い適正に管理を実施しなければならない。 

品 質 管 理

施 工 管 理
撮影記録による出来形管理

直接測定による出来形管理

（進度管理）

出 来 形 管 理

工 程 管 理
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（２）施工管理項目 

 施工管理（工程管理を除く）は、別表第１「直接測定による出来形管理」、別表第２「撮

影記録による出来形管理」及び別表第３「品質管理」により行うものとする。なお、この管

理基準又は特別仕様書に明示されていない事項及び不明な事項については、監督員と協議

するものとする。 

（３）施工管理の実施と提出内容 

 施工管理は、契約工期、工事目的物の出来形及び品質規格の確保が図られるよう、工事の

進行に平行して、速やかに実施し、その結果を監督員に報告し、確認を受けるものとする。

提出様式は別表第４「施工管理記録様式」を参考に適正な方式を選定するものとする。なお、

「出来形管理測定結果一覧表」については、測定箇所ごとに設計値、管理基準値などを記載

の上、該当工種の着工前までに提出するものとする。 

（４）施工管理上の留意点 

ア 完成後に明視できない部分又は完成後に測定困難な部分については、完成後に確認で 

きるよう、測定・撮影箇所を増加する等、出来形測定、撮影記録に特に留意するものと 

する。 

イ 完成後に測定できないコンクリート構造物の出来形管理の測定は、監督員の承諾を得 

て、型枠建込時の測定値によることができるものとする。 

ウ 管理方式が構造図に朱記、併記するものにあっては、管理基準値を合わせて記載する 

ものとする。 

エ 施工管理の初期段階においては、必要に応じて測定基準にかかわらず測定頻度などを 

増加するものとする。 

オ 出来形測定及び試験等の測定値が著しく偏向したり、バラツキが大きい場合は、その 

原因を是正し、常に所要の品質規格が得られるように努めるものとする。 

（５）検査（完成・既済部分）時の提出内容 

 請負者は、完了検査、出来形検査、既済検査時に、この管理基準に定められた施工管理の

結果を提出するものとする。 

（６）その他 

ア 規格値の上下限を超えた場合は「手直し」を行うものとする。ただし、上限を超えて も

構造及び機能上、支障ない場合はこの限りでない。 

イ 施工管理に要する費用は、請負者の負担とする。 

ウ 工事施工管理基準の摘要において、一般土木工事以外は原則として下記の基準を準用 

するものとし、その適用に当たっては監督員の指示によるものとする。 

①  施設機械工事等施工管理基準(農林水産省農村振興局整備部設計課監修 R4.3) 

②  農業集落排水施設 検査･施工管理指標(案) 

            (農業集落排水事業諸基準等作成全国検討委員会 H12.4)  

５ 用語の定義 

管理基準値････････管理基準値は、「規格値」の範囲内に収まるよう、請負者が実施する施

工管理の「目標値」として示したものである。 

規 格 値････････規格値は設計値と出来形測定値、試験値との差の限界値があり、測定・           

試験値は全て規格値の範囲内にならなければならない。 
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②
中

心
線

の
  

 ズ
レ

（ｅ
）

①
基

準
高

(V
)

６
．

　
オ

ー
プ

ン
　

ケ
ー

ソ
ン

ﾌ
ﾟﾚ

ｷ
ｬ
ｽ
ﾄｺ

ﾝ
ｸ
ﾘｰ

ﾄ杭

Ｖ

ｅ

ｅ
＝

　
ｘ

２
＋

ｙ２

ｘ

ｙ

Ｖ - 5



別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の

(様
式

2－
1
)

(様
式

2
－

2)

7． 栗
石

基
礎

―

砕
石

基
礎

砂
基

礎

50
ｍ

未
満

- 
10

0

8．

部
材

厚
3
0c

m
未

満
部

材
厚

30
cm

未
満

部
材

厚
3
0c

m
以

上
部

材
厚

30
cm

以
上

２
m

未
満

±
 2

0

２
m

以
上

±
 3

0

2
m

未
満

- 
30

10
ｍ

未
満

- 
50

50
ｍ

未
満

- 
10

0

20
0ｍ

未
満

- 
20

0

－
 3

0
 （

－
1
3
）

±
 3

0

±
 2

0

＋
 1

5　
－

 1
3

＋
 2

0　
－

 1
5

－
1
30

 （
－

65
）

鋼
矢

板
護

岸
水

路

の
笠

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
も

適
用

す
る

。

左
記

の
も

の
で

箇
所

単
位

の
も

の

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
摘

　
要

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

線
的

な
構

造
物

に
つ

い
て

は
施

工

延
長

お
お

む
ね

20
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

箇
所

単
位

の
も

の
に

つ
い

て
は

適
宜

構
造

図
の

寸
法

標
示

箇
所

を
測

定

す
る

。

線
的

な
も

の
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

お
お

む
ね

50
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

箇
所

単
位

の
も

の
に

つ
い

て
は

適
宜

構
造

図
の

寸
法

標
示

箇
所

を
測

定

す
る

。

た
だ

し
延

長

±
 4

5

－
 3

0

－
2
00

 （
－

10
0
）

－
 5

0
 （

－
 2

0）

－
 0

.2
％

、

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
高

さ
で

20
点

未
満

の
も

の
又

は
構

造
図

に
朱

記
、

併
記

す
る

こ
と

が
困

難
な

も
の

及
び

施
工

延
長

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
高

さ
で

20
点

以
上

の
も

の

箇
所

単
位

の
構

造
物

に
つ

い
て

、
基

準
高

、
幅

、
厚

さ
、

高
さ

①
幅

(B
)

②
厚

さ
(T

)

③
施

工
延

長

⑤
施

工
延

長
(又

は
長

さ
)

重
要

構
造

物
の

基
礎

の
み

及
び

施
工

延
長

－
 2

0

－
 2

5

－
 3

0

－
 4

5

－
 0

.1
％

、

た
だ

し
延

長

幅
(Ｂ

)の
(　

)は
砂

基
礎

及
び

均
し

コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場

合
。

厚
さ

(T
)の

（　
）

は
、

均
し

コ
ン

ク

リ
ー

ト
の

場
合

で
あ

り
、

管
水

路
の

基
礎

は
「7

 管
水

路
工

事

1
.管

体
基

礎
工

(砂

基
礎

等
）
」に

よ
る

。

項
　

目
測

定
基

準

管
　

理
　

方
　

式

管
理

基
準

値
（m

m
）

［参
考

］
規

格
値

（m
m

）
工

　
　

種

そ
の

他
上

記
に

準
ず

る
も

の

①
基

準
高

(V
)

②
幅

(B
)

③
厚

さ
(T

)

④
高

さ
(H

)

１ 共 通 工 事

横
断

構
造

物

均
し

コ
ン

ク
リ

ー
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト
付

帯
構

造
物

コ
ン

ク
リ

ー
ト
擁

壁

コ
ン

ク
リ

ー
ト

管
渠

コ
ン

ク
リ

ー
ト

基
礎

コ
ン

ク
リ

ー
ト

側
溝

B
2

H
2

H
1

B
3

H
3

B
1

V

T
1

H
2

H
1

B
2

B
3

T
2

B
1

T
3

T
5

T
4
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別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の

(様
式

2－
1
)

(様
式

2
－

2)

9．
―

10
．

―

20
0ｍ

未
満

-2
0
0

11
．

指
定

し
た

と
き

土
水

路
上

記
と

同
一

。
―

指
定

し
た

と
き

20
0ｍ

未
満

- 
40

0

±
 6

5

+ 
10

0　
－

 5
0

+ 
10

0　
－

 5
0

［参
考

］
規

格
値

（m
m

）

±
 5

0

－
0
.1

％
、

た
だ

し
延

長

施
工

延
長

お
お

む
ね

50
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

で
2
0

点
未

満
の

も
の

及
び

施
工

延
長

基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

で
20

点
以

上
の

も
の

±
 1

0
0

±
 2

5

±
 3

0

１ 共 通 工 事

ベ
ン

チ
フ

リ
ュ

ー
ム

②
幅

(B
) 

±
 1

3

±
 7

水
利

上
支

障
が

あ

る
と

判
断

さ
れ

る
断

面
で

は
、

内
側

の

マ
イ

ナ
ス

、
底

面
の

プ
ラ

ス
は

認
め

な

い
。

①
基

準
高

(V
) 

基
準

高
、

幅
、

高
さ

で
2
0点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

左
記

の
も

の
で

20
点

以
上

の
も

の

た
だ

し
延

長 －
 7

5

－
 7

5

－
0
.2

％
、

①
基

礎
高

(V
)

②
中

心
線

の
ズ

レ
(ｅ

)

③
施

工
延

長

②
幅

(B
) 

③
高

さ
(H

)

④
施

工
延

長

±
 4

0

④
高

さ
(H

)

③
厚

さ
(T

) 

⑤
長

さ
(L

)

構
造

図
の

寸
法

標
示

箇
所

を
測

定
す

る
。

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
こ

と
が

困
難

な
も

の

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
高

さ
、

長
さ

±
 7

±
 2

0

±
 1

0

±
 2

0

±
 1

0

±
 1

0

±
 1

5

±
 7

工
　

　
種

項
　

目
測

定
基

準

管
　

理
　

方
　

式
管

理
基

準
値

（m
m

）
測

　
定

　
箇

　
所

　
標

　
準

　
図

摘
　

要
構

造
図

に
朱

記
、

併
記

す
る

も
の

精
度

を
要

す
る

も
の 分

水
工

計
量

部

Ｕ
字

溝

Ｕ
字

フ
リ

ュ
ー

ム

ゲ
ー

ト
戸

当
部

橋
台

沓
部

①
基

礎
高

(V
)

Ｖ - 7



別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の

(様
式

2－
1
)

(様
式

2
－

2)

12
.

落
石

防
護

網
―

―
延

長
、

法
長

50
ｍ

未
満

- 
50

0

②
法

　
長 　

5～
20

ｍ

20
ｍ

以
上

13
.

落
石

防
止

柵

④
支

柱
高

さ

(H
1
)

10
ｍ

未
満

－
 5

0

50
ｍ

未
満

- 
10

0

20
0ｍ

未
満

-2
0
0

管
理

基
準

値
（m

m
）

±
 6

5

±
 1

30

±
 5

0

延
長

は
測

点
ご

と
又

は
変

化
点

ご
と

に
測

定
す

る
。

法
長

は
各

網
列

の
中

央
部

最
上

段
階

ロ
ー

プ
と

最
下

段
横

ロ
ー

プ
間

を
測

定
す

る
。

施
工

延
長

お
お

む
ね

50
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

延
長

5
0ｍ

以
下

の
も

の
は

１
施

工
に

つ
き

２
箇

所
測

定
す

る
。

基
準

高
、

幅
、

高
さ

、
厚

さ
で

20
点

未
満

の
も

の
、

又
は

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
困

難
な

も
の

及
び

施
工

延
長

左
記

の
も

の
で

20
点

以
上

の
も

の

箇
所

単
位

の
構

造
物

に
つ

い
て

基
準

高
、

厚
さ

、
幅

、
高

さ

 +
 1

5
 　

－
 1

3

±
 3

5

摘
　

要
構

造
図

に
朱

記
、

併
記

す
る

も
の

①
延

　
長

①
基

準
高

(V
)

②
高

さ
(H

2
)

項
　

目
測

　
定

　
箇

　
所

　
標

　
準

　
図

測
定

基
準

管
　

理
　

方
　

式

⑤
施

工
延

長

±
 5

0

－
 0

.1
％

、

た
だ

し
延

長

+ 
30

±
 2

0

［参
考

］
規

格
値

（m
m

）

－
 １

％
、

た
だ

し
延

長 －
 1

0
0

－
 2

0
0

±
 4

5

－
 3

0

１ 共 通 工 事

③
厚

さ
(T

)

工
　

　
種

T
2

H
2

H
1

VT
1
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別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の

(様
式

6)
(様

式
2－

2
)

14
.

①
か

ぶ
り

測
定

箇
所

標
準

図
に

よ
る

。

　
鉄

筋
組

立
（
ｔ）

〇
―

―

②
中

心
間

隔

（ｂ
）

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
摘

　
要

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

［参
考

］
規

格
値

（m
m

）

±
φ

か
つ

最
小

か
ぶ

り
以

上

φ
：
鉄

筋
径

±
φ

φ
：
鉄

筋
径

１
面

当
た

り
４

箇
所

程
度

測
定

す
る

。

同
一

鉄
筋

上
で

の

測
定

は
行

わ
な

い
。

１
面

当
た

り
鉄

筋
1
0

本
程

度
の

間
隔

を

測
定

す
る

。

測
定

箇
所

は
、

ス

パ
ン

毎
に

同
じ

位

置
と

な
ら

な
い

よ
う

に
測

定
す

る
。

１
ス

パ
ン

（
１

打
設

ブ
ロ

ッ
ク

）
ご

と
に

測
定

す
る

。

１ 共 通 工 事

工
　

　
種

項
　

目
管

理
基

準
値

（
m

m
）

測
定

基
準

管
　

理
　

方
　

式

Ｖ - 9



別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の

(様
式

2－
1
)

(様
式

2
－

2)

１
．

―

 表
土

扱
い

２
．

基
盤

造
成

―

表
土

整
地

３
．

荒
仕

上
げ

４
．

畦
畔

復
旧

―

５
．

  
道

路
工

―

（砂
利

道
）

た
だ

し
延

長

2
00

ｍ
未

満
－

 4
00

管
理

基
準

値
（m

m
）

［参
考

］
規

格
値

（m
m

）

 ＋
 2

0
%
  

　
－

 1
5
%

－
 2

0%

±
 1

0
0

±
1
5
0

±
 3

5
±

 5
0

±
 2

00
±

 2
0
0

厚
さ

で
2
0点

未
満

の
も

の

施
工

延
長

お
お

む
ね

20
0ｍ

に
つ

き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

施
工

延
長

を
示

さ
な

い
場

合
は

１
耕

区
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

幹
線

道
路

は
、

施
工

延
長

5
0ｍ

に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

支
線

道
路

は
、

施
工

延
長

お
お

む

ね
2
00

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で

測
定

す
る

。

舗
装

を
行

う
と

き

は
、

「４
農

道
工

事
」

を
適

用
す

る
。

幅
、

厚
さ

で
2
0点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

幅
、

高
さ

で
2
0点

未
満

の
も

の
左

記
の

も
の

で
2
0

点
以

上
の

も
の

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

１
．

基
準

高
は

基
盤

面
の

高
さ

と
す

る
。

２
．

均
平

度
は

表
土

埋
戻

後
に

測
定

す

る
。

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
摘

　
要

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

２ ほ 場 整 備 工 事

工
　

　
種

項
　

目
測

定
基

準

管
　

理
　

方
　

式

10
ａ
当

た
り

3点
以

上
。

（標
高

差
測

定
又

は
つ

ぼ
掘

り
に

よ
る

）

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

10
ａ
当

た
り

3点
以

上
。

（標
高

測
定

す
る

）

基
準

高
、

均
平

度
で

20
点

未
満

の
も

の

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

①
幅

(Ｂ
)

②
均

平
度

(◇
)

①
基

盤
切

盛

①
厚

さ
(Ｔ

)

①
基

準
高

(Ｖ
)

指
定

し
た

と
き

②
厚

さ
(Ｔ

)

③
施

工
延

長

②
高

さ
(Ｈ

)

①
幅

(Ｂ
)

 ＋
 1

0
0
 　

－
 3

5
－

 5
0

 ＋
 1

0
0
　

 －
 3

5
－

 5
0

 ＋
 1

50
 　

－
 1

00
－

 1
50

－
 4

5
 ±

 3
0

－
0
.2

％
、

田
面 基
盤
面

V
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表
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る
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の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の

(様
式

2－
1
)

(様
式

2
－

2)

６
．

①
埋

設
深

（Ｈ
）

―

た
だ

し
延

長

5
00

ｍ
未

満
- 

1,
00

0

7.
①

基
準

高

  
排

水
路

（
Ｖ

）
―

（組
立

水
路

）
直

線
部

±
 3

5
直

線
部

±
 5

0

曲
線

部
±

 6
5

曲
線

部
±

 1
00

③
施

工
延

長

（
Ｌ

）
た

だ
し

延
長

1
50

ｍ
未

満
－

 3
00

1.
①

耕
起

深
果

樹
－

 5
0

果
樹

－
7
5

　
耕

起
深

耕
（
T

）
野

樹
－

 1
0

野
樹

－
1
5

―

2.
指

定
し

た
と

き

　
テ

ラ
ス

―

（階
段

畑
）

②
耕

起
幅

指
定

し
た

と
き

（
B

2
）

③
側

溝
幅

（
B

3
）

④
側

溝
高

さ
指

定
し

た
と

き

（Ｈ
）

⑤
法

勾
配

指
定

し
た

と
き

（S
）

管
理

基
準

値
（m

m
）

［参
考

］
規

格
値

（m
m

）

 ＋
 1

00
　

－
 5

0
－

 7
5

－
0
.2

％
、

±
 3

0
±

 5
0

－
0
.2

％
、

施
工

延
長

お
お

む
ね

50
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

に
つ

い
て

は
施

工
延

長
お

お
む

ね
5
0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

で
20

点
未

満
の

も
の

及
び

施
工

延
長

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

基
準

高
は

指
定

し
た

と
き

畑
地

か
ん

が
い

を
含

む
。

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

管
　

理
　

方
　

式

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
摘

　
要

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

幅
、

耕
起

幅
、

側
溝

幅
、

側
溝

高
さ

、
法

勾
配

で
20

点
未

満
の

も
の

テ
ラ

ス
延

長
お

お
む

ね
1
00

ｍ
当

た
り

１
箇

所
測

定
す

る
。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

２ ほ 場 整 備 工 事 ３ 農 用 地 造 成 工 事

お
お

む
ね

ha
当

た
り

1
0箇

所
測

定

す
る

ほ
か

、
つ

ぼ
掘

り
２

箇
所

/h
a。

耕
起

深
で

20
点

未
満

の
も

の

②
中

心
線

の
ズ

レ
 (

ｅ
)

用
水

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

埋
設

深
で

20
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

＋
 3

0
0　

－
 1

00
－

 1
5
0

±
 1

00
－

 1
5
0

＋
 1

0
0　

 －
 5

0
－

 7
5

＋
 1

0
0　

 －
 5

0
－

 7
5

＋
 ２

分
　

 －
 １

分

工
　

　
種

項
　

目
測

定
基

準

②
施

工
延

長

①
幅

(Ｂ
1
)

ｅ

Ｖ
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に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の

(様
式

2－
1
)

(様
式

2
－

2)

3.   
 道

路
工

―

（耕
作

道
）

③
側

溝
幅

（ｂ
）

④
側

溝
高

さ
指

定
し

た
と

き

（Ｈ
）

4.
指

定
し

た
と

き
―

　
土

壌
改

良

5.
①

基
準

高
指

定
し

た
と

き
―

　
改

良
山

成
（
Ｖ

）

②
法

勾
配

指
定

し
た

と
き

（
Ｓ

）
±

 １
分

－
 4

5

＋
 1

0
0 

 　
－

 5
0

－
 7

5

－
 7

5
＋

 1
0
0 

　
 －

 5
0

±
 0

.3
5

±
 0

.5

±
 2

00
±

 3
0
0

切
土

部
の

み
対

象
と

す
る

。

pH
測

定
で

20
点

未
満

の
も

の
左

記
の

も
の

で
2
0

点
以

上
の

も
の

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
摘

　
要

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

基
準

高
、

法
勾

配
で

20
点

未
満

の
も

の

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

幅
、

厚
さ

、
側

溝
幅

、
側

溝
高

さ
で

20
点

未
満

の
も

の

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

地
表

か
ら

1
5
㎝

の
土

壌
を

柱
状

に
採

取
し

、
良

く
混

合
す

る
。

工
　

　
種

項
　

目

３ 農 用 地 造 成 工 事

測
定

基
準

管
　

理
　

方
　

式

①
幅

(Ｂ
)

②
厚

さ
(Ｔ

)

①
p
H

測
定

施
工

延
長

お
お

む
ね

10
0ｍ

当
た

り

１
箇

所
測

定
す

る
。

お
お

む
ね

50
ａ
当

た
り

１
箇

所
（
深

さ

15
㎝

）改
良

材
散

布
後

２
週

間
以

上

経
過

し
て

測
定

す
る

。
（
試

験
方

法

…
ガ

ラ
ス

電
極

法
…

46
農

地
C

第

31
1
号

参
照

）

基
準

高
に

つ
い

て
は

切
土

部
を

4
0

ｍ
メ

ッ
シ

ュ
地

点
で

測
定

す
る

。

法
勾

配
に

つ
い

て
は

40
ｍ

メ
ッ

シ
ュ

線
と

切
土

法
尻

と
の

交
点

で
測

定
す

る
。

(測
定

間
隔

は
お

お
む

ね
4
0ｍ

)

管
理

基
準

値
（m

m
）

［参
考

］
規

格
値

（m
m

）

＋
 1

5
0 

　
 －

 1
00

－
 1

50

±
 3

0

 現
地

盤
線

V
V

1:
S

1

1:
S

2

1:
S

3
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果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の

(様
式

2
－

1)
(様

式
2
－

2)

1 路
盤

工
―

±
 3

0
下

層
-
 5

0

±
 2

0
上

層
-
 3

0

た
だ

し
延

長

1
50

ｍ
未

満
－

 1
0
0

2．

―

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装 －

1
0

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
舗

装

各
層

各
層

－
1
0

全
層

全
層

－
1
5

た
だ

し
延

長

1
50

ｍ
未

満
－

 1
5
0

⑤
平

坦
性

（
Ｆ

）

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

　
標

準
偏

差

　
　

　
　

T
　

と
 （

T
）
 は

ち
ど

り
に

コ
ア

採
取

、

　
　

　
　
 

は
コ

ア
採

取
位

置

　
б

＝
2.

0㎜
以

内

　
３

ｍ
プ

ロ
フ

ィ
ル

メ
ー

タ
　

標
準

偏
差

　
б

＝
2.

4㎜
以

内

　
直

読
式

標
準

偏
差

　
б

＝
1.

75
㎜

以
内

－
0.

2％
、

＋
 3

0
 　

－
 2

0
－

 3
0

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
舗

装

＋
 1

0　
－

 6
.5

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
舗

装

＋
 1

0　
－

 6
.5

＋
 1

5　
－

 1
0
 

±
 3

5
±

 5
0

－
0.

1％
、

管
理

基
準

値
（m

m
）

［参
考

］
規

格
値

（m
m

）

±
 5

0
±

 3
0

下
層

路
盤

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

幅
、

中
心

線
の

ズ
レ

に
つ

い
て

は
施

工
延

長
お

お
む

ね
50

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

厚
さ

は
お

お
む

ね
5
00

m
2に

１
個

の

割
合

で
コ

ア
を

取
り

コ
ア

又
は

コ
ア

ホ
ー

ル
に

よ
り

測
定

す
る

。

平
坦

性
は

１
車

線
に

つ
き

１
測

線
全

延
長

中
心

線
に

平
行

に
測

定
す

る
。

平
坦

性
は

舗
装

調
査

・試
験

法
便

覧
に

よ
る

。

幅
、

厚
さ

、
中

心
線

の
ズ

レ
で

20
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
摘

　
要

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

４ 農 道 工 事

工
　

　
種

項
　

目
測

定
基

準

管
　

理
　

方
　

式

施
工

延
長

お
お

む
ね

5
0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
中

心
線

の
ズ

レ
で

2
0点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

④
中

心
線

の
　

ズ
レ

 (
ｅ
)

コ
ン

ク
リ

ー
ト
舗

装
工 ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
工

②
幅

（Ｂ
）

①
基

準
高

(V
)

＋
 5

0
  

 －
 3

5
－

 5
0

③
中

心
線

の
  

  
ズ

レ
（
ｅ
）

①
幅

（Ｂ
）

③
厚

さ
 (

Ｔ
)

⑤
施

工
延

長

②
厚

さ
 (

Ｔ
)

④
施

工
延

長

下
層

路
盤

上
層

路
盤 ±
 6

5
±

 1
0
0

B
2

T
4

V
2

T
5

T
6

T
1

T
2

T
3

B
1

V
1

V
3

 

ｅ

Ｂ

T
(T

)
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図
表

に
よ
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も

の

(様
式

2
－

1)
(様

式
2
－

2)

3．  安
定

処
理

―

（路
床

）

4． 砂
利

舗
装

工
―

た
だ

し
延

長

50
ｍ

未
満

-
 1

00

5．
①

塗
膜

幅
―

　
区

画
線

②
塗

膜
厚

③
破

線
間

隔

④
側

線
間

隔

⑤
施

工
延

長

－
 0

±
 6

5

±
 3

0

±
 1

0

－
 0

±
 1

0
0

±
 5

0

 ＋
 1

0
0　

－
 6

5

±
 3

0
－

 4
5

－
 0

.2
％

、

±
 6

.5

管
理

基
準

値
（m

m
）

±
 2

0

±
 3

0

－
 3

0

－
 5

0

－
 0

［参
考

］
規

格
値

（m
m

）

幅
は

延
長

5
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
合

と
し

、
厚

さ
は

5
00

㎡
に

１
箇

所
の

割

合
で

測
定

す
る

。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

施
工

延
長

お
お

む
ね

5
0
ｍ

に
つ

き
、

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

幅
、

厚
さ

で
2
0点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

４ 農 道 工 事

幅
、

厚
さ

で
2
0点

未
満

の
も

の

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
摘

　
要

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

工
　

　
種

項
　

目
測

定
基

準

管
　

理
　

方
　

式

塗
膜

厚
は

試
験

板
に

よ
り

行
う

。

③
施

工
延

長

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

－
 1

0
0

区
画

線
施

工
延

長
20

0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

た
だ

し
１

工
事

少
な

く
と

も
２

箇
所

以

上
測

定
す

る
。

塗
膜

厚
は

１
工

事
に

つ
き

１
回

測
定

す
る

。

塗
膜

幅
、

厚
さ

、
破

線
間

隔
、

側
線

間
隔

で
2
0点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

①
幅

（Ｂ
）

②
厚

さ
（Ｔ

）

①
厚

さ
（Ｔ

）

②
幅

（Ｂ
）
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接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の

(様
式

2－
1
)

(様
式

2－
2)

①
基

準
高

(Ｖ
)

―

②
幅

（Ｂ
）

③
厚

さ
（Ｔ

）

④
高

さ
（Ｈ

）

直
線

部
±

 3
5

直
線

部
±

 5
0

曲
線

部
±

 6
5

曲
線

部
±

10
0

⑥
ス

パ
ン

長
直

線
部

±
 1

3
直

線
部

±
 2

0

（Ｌ
）

曲
線

部
±

 2
0

曲
線

部
±

 3
0

⑦
施

工
延

長

た
だ

し
延

長

15
0ｍ

未
満

-
 1

50

①
基

準
高

(V
)

上
記

と
同

一
上

記
と

同
一

上
記

と
同

一
―

②
幅

（Ｂ
）

③
厚

さ
（T

)

④
高

さ
（H

)

直
線

部
±

 3
5

直
線

部
±

 5
0

曲
線

部
±

 6
5

曲
線

部
±

10
0

⑥
ス

パ
ン

長
直

線
部

±
 1

3
直

線
部

±
 2

0

（Ｌ
）

曲
線

部
±

 2
0

曲
線

部
±

 3
0

た
だ

し
延

長

15
0ｍ

未
満

-
 1

50

＋
 2

0　
－

 1
3

－
 2

0

±
 1

5
－

 2
5

－
0
.1

％
、

管
理

基
準

値
（m

m
）

［参
考

］
規

格
値

（m
m

）

±
 2

0
±

 3
0

＋
 2

5　
－

 1
5

－
 2

5

－
 0

.1
％

、

±
 3

0

＋
 2

0　
－

 1
3

＋
 2

0　
－

 1
3

±
 1

3

±
 5

0

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
高

さ
に

つ
い

て

は
施

工
延

長
１

ス
パ

ン
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

中
心

線
の

ズ
レ

（
直

線
部

）に
つ

い

て
は

施
工

延
長

お
お

む
ね

5
0ｍ

に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

な
お

、
中

心
線

の
ズ

レ
（
曲

線
部

）に

つ
い

て
は

１
ス

パ
ン

に
つ

き
１

箇
所

の

割
合

で
測

定
す

る
。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
摘

　
要

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

５ 水 路 工 事

工
　

　
種

項
　

目
測

定
基

準

管
　

理
　

方
　

式

⑤
中

心
線

の
　

ズ
レ

 (
ｅ
)

⑤
中

心
線

の
　

ズ
レ

 (
ｅ
)

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
高

さ
、

中
心

線
の

ズ
レ

で
20

点
未

満
の

も
の

及
び

施
工

延
長

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

ス
パ

ン
長

の
標

準
を

９
ｍ

と
し

た
場

合

ス
パ

ン
長

の
標

準
を

９
ｍ

と
し

た
場

合

⑦
施

工
延

長

１
．

　
現

場
打

　
開

水
路

２
．

　
現

場
打

　
サ

イ
ホ

ン

－
 2

0

－
 2

0

－
 2

0

Ｖ - 15



別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の

(様
式

2－
1
)

(様
式

2－
2)

①
基

準
高

(V
)

―

②
幅

（Ｂ
）

③
厚

さ
（T

)

④
高

さ
（H

)

直
線

部
±

 3
5

直
線

部
±

 5
0

曲
線

部
±

 6
5

曲
線

部
±

 1
0
0

⑥
ス

パ
ン

長
直

線
部

±
 1

3
直

線
部

±
 2

0

（Ｌ
）

曲
線

部
±

 2
0

曲
線

部
±

 3
0

⑦
施

工
延

長

た
だ

し
延

長

15
0ｍ

未
満

-
 1

50

4．
①

基
準

高
(V

)
―

②
幅

（B
)

③
厚

さ
（T

)

直
線

部
±

 3
5

直
線

部
±

 5
0

曲
線

部
±

 6
5

曲
線

部
±

 1
0
0

た
だ

し
延

長

15
0ｍ

未
満

-
 1

50

－
 0

.1
％

、

管
理

基
準

値
（m

m
）

［参
考

］
規

格
値

（m
m

）

±
 2

0

＋
 2

0
　

 －
 1

3

±
 3

0

－
2
0

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
高

さ
に

つ
い

て

は
施

工
延

長
１

ス
パ

ン
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

中
心

線
の

ズ
レ

（
直

線
部

）に
つ

い

て
は

施
工

延
長

お
お

む
ね

5
0ｍ

に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

な
お

、
中

心
線

の
ズ

レ
（
曲

線
部

）に

つ
い

て
は

１
ス

パ
ン

に
つ

き
１

箇
所

の

割
合

で
測

定
す

る
。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

（直
線

部
）

に
つ

い
て

は
施

工
延

長
お

お
む

ね

50
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

中
心

線
の

ズ
レ

（
曲

線
部

）に
つ

い

て
は

、
お

お
む

ね
10

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

幅
、

厚
さ

に
つ

い
て

は
、

施
工

延
長

50
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
上

記
未

満
は

２
箇

所
測

定
す

る
。

測
定

基
準

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
高

さ
、

中
心

線
の

ズ
レ

で
20

点
未

満
の

も
の

及
び

施
工

延
長

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

ス
パ

ン
長

の
標

準
を

９
ｍ

と
し

た
場

合

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
中

心
線

の
ズ

レ
で

2
0点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

幅
、

厚
さ

は
Ｌ

形
水

路
の

み
測

定
す

る
。

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
摘

　
要

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

管
　

理
　

方
　

式

＋
 2

0
　

 －
 1

3

±
 1

3

－
2
0

－
2
0

－
 0

.1
％

、

±
 2

0
±

 3
0

＋
 2

5　
－

 1
5

－
 2

5

＋
 2

0　
－

 1
5

－
 2

0

5 水 路 工 事

工
　

　
種

項
　

目

⑤
中

心
線

の
　

ズ
レ

(ｅ
)

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
大

型
フ

リ
ュ

ー
ム

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
Ｌ

形
水

路
④

中
心

線
の

ズ
レ

(ｅ
)

⑤
施

工
延

長

3．   
現

場
打

暗
渠
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別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の

(様
式

2－
1
)

(様
式

2－
2)

―

直
線

部
±

 3
5

直
線

部
±

 5
0

曲
線

部
±

 6
5

曲
線

部
±

 1
0
0

た
だ

し
延

長

15
0ｍ

未
満

-
 1

50

た
だ

し
延

長

20
0ｍ

未
満

-
 2

00

－
 0

.1
％

、

か
つ

　
矢

板
所

定
枚

数
以

上

－
0
.1

％
、

基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

（直
線

部
）

に
つ

い
て

は
施

工
延

長
お

お
む

ね

50
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

中
心

線
の

ズ
レ

（
曲

線
部

）に
つ

い

て
は

、
お

お
む

ね
10

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

±
 6

5

±
 6

5
±

 1
00

±
 1

0
0

管
理

基
準

値
（m

m
）

［参
考

］
規

格
値

（m
m

）

±
 2

0
±

 3
0

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図

基
準

高
、

幅
で

2
0

点
未

満
の

も
の

及
び

施
工

延
長

施
工

延
長

お
お

む
ね

50
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

上
記

未
満

は
最

低
３

箇
所

測
定

す

る
。

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

摘
　

要
構

造
図

に
朱

記
、

併
記

す
る

も
の

測
定

基
準

管
　

理
　

方
　

式

笠
コ

ン
に

つ
い

て
は

、
「１

共
通

工
事

8.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
付

帯
構

造
物

」に
よ

る
。

基
準

高
（
Ｖ

）
に

つ
い

て
は

、
底

張
を

し
な

い
護

岸
水

路
に

適
用

す
る

。

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

左
記

の
も

の
で

箇
所

単
位

の
も

の

基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

で
20

点
未

満
の

も
の

及
び

施
工

延
長

②
中

心
線

の
ズ

レ
 (

ｅ
)

①
基

準
高

(V
)

５ 水 路 工 事

工
　

　
種

項
　

目

③
施

工
延

長

②
幅

（Ｂ
）

5. ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
水

路

６
．

　
鋼

矢
板

　
護

岸
水

路
①

基
準

高
(V

)

③
施

工
延

長

B

V

H

Ｖ - 17



別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の

(様
式

2－
1
)

(様
式

2
－

2)

１
．

―

厚
さ

10
㎝

未
満

±
 1

5

厚
さ

10
㎝

以
上

±
 2

0

法
長

２
ｍ

未
満

±
 3

0

法
長

２
ｍ

以
上

±
 6

5

た
だ

し
延

長

15
0
ｍ

未
満

- 
15

0

2.
―

直
線

部
±

 3
5

直
線

部
±

 5
0

曲
線

部
±

 6
5

曲
線

部
±

 1
0
0

た
だ

し
延

長

15
0
ｍ

未
満

- 
15

0

－
 0

.1
％

、

［参
考

］
規

格
値

（
m

m
）

±
 3

0
±

 4
5

－
 2

0

－
 3

0

管
理

基
準

値
（
m

m
）

工
　

　
種

項
　

目

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
柵

渠

①
基

準
高

(V
)

①
基

準
高

(V
)

コ
ン

ク
リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
積

水
路

③
法

長
(L

)

④
施

工
延

長

施
工

延
長

お
お

む
ね

50
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

（直
線

部
）

に
つ

い
て

は
施

工
延

長
お

お
む

ね

50
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

中
心

線
の

ズ
レ

（
曲

線
部

）
に

つ
い

て
は

、
お

お
む

ね
10

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

幅
、

高
さ

に
つ

い
て

は
、

施
工

延
長

50
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

②
厚

さ
(T

)

－
 5

0

－
 1

0
0

－
 0

.1
％

、

±
 3

0
±

 5
0

±
 2

5
－

 4
0

±
 2

5
－

 4
0

④
中

心
線

の
　

ズ
レ

(ｅ
)

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
摘

　
要

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

測
定

基
準

管
　

理
　

方
　

式

基
準

高
、

厚
さ

、
法

長
で

2
0点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

左
記

の
も

の
で

20
点

以
上

の
も

の

基
準

高
、

幅
、

高
さ

、
中

心
線

の
ズ

レ
で

20
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

左
記

の
も

の
で

20
点

以
上

の
も

の

幅
、

高
さ

は
柵

渠

に
は

適
用

し
な

い
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト
ブ

ロ
ッ

ク
横

の
厚

さ
、

法
長

は
、

「１
共

通
工

事

3.
石

積
」に

よ
る

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト
法

覆
工 ア

ス
フ

ァ
ル

ト
法

覆
工

６ 河 川 及 び 排 水 路 工 事

⑤
施

工
延

長

②
幅

（B
）

③
高

さ
(H

)

ｅ

Ｖ
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別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の

(様
式

2－
1
)

(様
式

2
－

2)

3．

―

連
節

ブ
ロ

ッ
ク

法
長

２
ｍ

未
満

±
 3

0

法
長

２
ｍ

以
上

±
 6

5

た
だ

し
延

長

15
0
ｍ

未
満

- 
15

0

管
理

基
準

値
（
m

m
）

［参
考

］
規

格
値

（
m

m
）

±
 5

0
±

 7
5

施
工

延
長

お
お

む
ね

50
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト
マ

ッ
ト

項
　

目
測

　
定

　
箇

　
所

　
標

　
準

　
図

摘
　

要
構

造
図

に
朱

記
、

併
記

す
る

も
の

６ 河 川 及 び 排 水 路 工 事

ラ
イ

ニ
ン

グ
水

路工
　

　
種

③
法

長
（
L
)

④
施

工
延

長

布
設

時
の

値
で

あ
る

。

測
定

基
準

①
基

準
高

(V
)

管
　

理
　

方
　

式

左
記

の
も

の
で

20
点

以
上

の
も

の

基
準

高
、

幅
、

法
長

で
2
0点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

②
幅

（B
)

±
 5

0
－

 7
5

－
 5

0

－
 1

0
0

－
 0

.1
％

、

Ｂ
2

Ｂ
1

Ｌ
2

Ｖ
1

Ｖ
2

 

Ｌ
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別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の

(様
式

2
－

1)
(様

式
2
－

2)

１
．

―

 管
体

基
礎

工

（
砂

基
礎

等
）

2
.

±
30

―

 管
水

路

 Ｒ
Ｃ

管

－
0
.1

％
、

た
だ

し
延

長

20
0
ｍ

未
満

　
－

20
0

Ｖ
の

測
定

は
管

底

（Ｖ
1）

を
原

則
と

し
、

測
定

時
期

は
埋

戻

完
了

と
す

る
。

た
だ

し
、

φ
1,

35
0
㎜

以

下
又

は
管

底
で

の

測
定

作
業

が
困

難

な
場

合
は

、
管

頂

ま
で

埋
戻

後
の

管

頂
（Ｖ

2）
で

も
よ

い
。

ｅ
の

測
定

は
管

頂
ま

で
埋

戻
時

の

管
頂

を
原

則
と

す

る
。

な
お

、
「埋

戻

完
了

」と
は

、
特

に

指
示

が
な

い
場

合

は
舗

装
（表

層
、

上

層
路

盤
、

下
層

路

盤
）を

除
い

た
埋

戻

完
了

時
点

と
す

る
。

幅
、

高
さ

で
2
0点

未
満

の
も

の

基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

、
ジ

ョ
イ

ン
ト
間

隔
で

20
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

摘
　

要
構

造
図

に
朱

記
、

併
記

す
る

も
の

７ 管 水 路 工 事

①
幅

（B
)

－
1
00

工
　

　
種

項
　

目
［
参

考
］

規
格

値
（m

m
）

測
定

基
準

管
　

理
　

方
　

式

(遠
心

力
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
管

)

②
中

心
線

の
　

ズ
レ

(ｅ
)

±
1
00

②
高

さ
(H

)
±

 3
0

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

　
基

準
高

（Ｖ
）
は

、
Ｖ

１
、

Ｖ
２
の

い
ず

れ
か

一
方

を
　

測
定

し
管

理
す

る
。

③
ジ

ョ
イ

ン
ト
間

隔
(ｚ

)
別

表
イ

参
照

基
礎

材
が

異
な

る

場
合

は
種

類
毎

に

測
定

す
る

。

高
さ

（Ｈ
）の

管
理

は
、

Ｖ
２

－
Ｖ

１
で

算
出

す
る

も
の

と
す

る
。

基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

（
直

線

部
）
に

つ
い

て
は

、
施

工
延

長
お

お

む
ね

5
0ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

中
心

線
の

ズ
レ

（
曲

線
部

）に
つ

い

て
は

お
お

む
ね

1
0ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

ジ
ョ
イ

ン
ト
間

隔
に

つ
い

て
は

１
本

ご

と
に

測
定

す
る

。

施
工

延
長

お
お

む
ね

50
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

管
理

基
準

値
（m

m
）

－
65

±
 2

0

±
20

±
65

別
表

イ
参

照

た
だ

し
、

被
圧

地
下

水
の

あ
る

場
合

±
3
0

①
基

準
高

(V
)

④
施

工
延

長

±
50

Ｖ
1

Ｖ
2

ジ
ョ

イ
ン

ト
間

隔
測

定
位

置
(ｚ

)

 

ｅ

Ｈ

Ｈ
＝

 Ｖ
2
-
Ｖ

1
Ｂ

2

Ｂ
1

Ｖ
2

Ｖ
1
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別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の

(様
式

2
－

1)
(様

式
2
－

2)

3
.

±
 3

0
―

管
水

路

　
Ｋ

形

　
Ｔ

形

　
Ｕ

形

－
0
.1

％
、

た
だ

し
延

長

　
Ｂ

形
20

0ｍ
未

満
　

－
2
00

　
Ｃ

形

　
Ｔ

形

4
.

―

　
管

水
路

－
0
.1

％
、

た
だ

し
延

長

20
0
ｍ

未
満

　
－

20
0

基
準

高
（
Ｖ

）は
、

Ｖ
１

、
Ｖ

２
の

い
ず

れ
か

一
方

を
測

定
し

管
理

す
る

。

管
　

理
　

方
　

式

工
　

　
種

項
　

目
［
参

考
］

規
格

値
（m

m
）

測
定

基
準

摘
　

要
構

造
図

に
朱

記
、

併
記

す
る

も
の

(硬
質

塩
化

ビ
ニ

ル
管

）

①
基

準
高

(Ｖ
)

②
埋

設
深

(Ｈ
)

±
 5

0

－
50

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

 (
ダ

ク
タ

イ
ル

  
 鋳

鉄
管

）

 (
強

化
プ

ラ
ス

 チ
ッ

ク
複

合
管

)

②
中

心
線

の
　

ズ
レ

(ｅ
)

±
1
00

③
ジ

ョ
イ

ン
ト

　
間

隔
 (

Ｚ
)

別
表

ウ
及

び
別

表
エ

参
照

+
 6

5　
－

35

７ 管 水 路 工 事

④
施

工
延

長

④
施

工
延

長

設
計

図
書

に
示

さ
れ

た
基

準
高

、
あ

る
い

は
埋

設
深

、
中

心
線

の
ズ

レ

（
直

線
部

）に
つ

い
て

は
施

工
延

長

お
お

む
ね

50
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

中
心

線
の

ズ
レ

（
曲

線
部

）に
つ

い

て
は

お
お

む
ね

1
0ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

基
準

高
、

埋
設

深
、

中
心

部
の

ズ
レ

で
2
0点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

基
準

高
、

中
心

部
の

ズ
レ

（
直

線

部
）
に

つ
い

て
は

、
施

工
延

長
お

お

む
ね

5
0ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

中
心

線
の

ズ
レ

（
曲

線
部

）に
つ

い

て
は

お
お

む
ね

1
0ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

ジ
ョ
イ

ン
ト
間

隔
に

つ
い

て
は

、
１

本

ご
と

に
測

定
す

る
。

Ｖ
の

測
定

は
管

底

（Ｖ
1）

を
原

則
と

し
、

測
定

時
期

は
埋

戻

完
了

と
す

る
。

た
だ

し
、

φ
1,

35
0
㎜

以

下
又

は
管

底
で

の

測
定

作
業

が
困

難

な
場

合
は

、
管

頂

ま
で

埋
戻

後
の

管

頂
（Ｖ

2）
で

も
よ

い
。

ｅ
の

測
定

は
管

頂
ま

で
埋

戻
時

の

管
頂

を
原

則
と

す

る
。

な
お

、
「埋

戻

完
了

」と
は

、
特

に

指
示

が
な

い
場

合

は
舗

装
（表

層
、

上

層
路

盤
、

下
層

路

盤
）を

除
い

た
埋

戻

完
了

時
点

と
す

る
。

基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

、
ジ

ョ
イ

ン
ト
間

隔
で

20
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

管
理

基
準

値
（m

m
）

±
 2

0

±
 8

0

±
 6

5

別
表

ウ
及

び
別

表
エ

参
照

±
 3

0

た
だ

し
、

被
圧

地
下

水
の

あ
る

場
合

±
3
0

①
基

準
高

(Ｖ
)

±
 5

0

③
中

心
線

の
ズ

レ
（ｅ

）
±

1
20

Ｖ
1

Ｖ
2

ジ
ョ

イ
ン

ト
間

隔
測

定
位

置
(ｚ

)

 

ｅ
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別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の

(様
式

2
－

1)
(様

式
2
－

2)

５
．

管
種

等
の

適
用

範
囲

は
原

則
と

し
て

下
記

に
よ

る
。

　
管

水
路

管
　

　
　

種
JI

S
　

G
　

34
43

－
1（

水
輸

送
用

塗
覆

装
鋼

管
-
第

１
部

：直
管

）

 （
鋼

管
）

W
SP

　
A

－
1
01

－
20

0
9
（農

業
用

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

被
覆

鋼
管

）

寸
　

　
　

法
8
0A

～
3
50

0
A

塗
覆

装
方

法

接
　

合
　

法
突

き
合

わ
せ

溶
接

継
手

と
す

る
。

工
　

　
　

法
通

常
の

開
削

に
よ

る
布

設
工

法
と

す
る

。

6
．

±
30

―

　
管

布
設

－
0
.1

％
、

た
だ

し
延

長

20
0
ｍ

未
満

　
－

20
0

摘
　

要
構

造
図

に
朱

記
、

併
記

す
る

も
の

７ 管 水 路 工 事

導
水

管
、

送
水

管
及

び
配

水
管

と
し

、
配

水
池

、
ポ

ン
プ

な
ど

の
端

部
施

設
と

の
接

続
部

ま
で

と
す

る
。

②
中

心
線

の
　

ズ
レ

(ｅ
)

±
45

±
50

③
施

工
延

長

①
基

準
高

(Ｖ
)

管
　

理
　

方
　

式

Ｖ
の

測
定

は
管

底

（Ｖ
1）

を
原

則
と

し
、

測
定

時
期

は
埋

戻

完
了

と
す

る
。

た
だ

し
、

φ
1
,3

50

㎜
以

下
又

は
管

底

で
の

測
定

作
業

が

困
難

な
場

合
は

、

管
頂

ま
で

埋
戻

後

の
管

頂
（Ｖ

2）
で

も

よ
い

。

ｅ
の

測
定

は
管

頂
ま

で
埋

戻
時

の
管

頂

を
原

則
と

す
る

。
な

お
、

「埋
戻

完
了

」

と
は

、
特

に
指

示
が

な
い

場
合

は
舗

装

（表
層

、
上

層
路

盤
、

下
層

路
盤

）を

除
い

た
埋

戻
完

了

時
点

と
す

る
。

通
常

の
開

削
に

よ

る
布

設
工

法
と

は
、

矢
板

土
留

・建
込

簡
易

土
留

を
含

む

も
の

と
す

る
。

工
　

　
種

項
　

目
［
参

考
］

規
格

値
（m

m
）

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

管
路

の
範

囲

基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

で
20

点
未

満
の

も
の

及
び

施
工

延
長

基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

（
直

線

部
）
に

つ
い

て
は

、
施

工
延

長
お

お

む
ね

5
0ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

中
心

線
の

ズ
レ

（
曲

線
部

）に
つ

い

て
は

お
お

む
ね

1
0ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

測
定

基
準

管
理

基
準

値
（m

m
）

±
20

±
30

管
外

面
　

長
寿

命
形

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

被
覆

と
す

る
。

管
内

面
　

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

塗
装

と
す

る
。

な
お

、
塗

覆
装

方
法

の
詳

細
は

、
別

表
カ

の
と

お
り

と
す

る
。

た
だ

し
、

被
圧

地
下

水
の

あ
る

場
合

±
3
0
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別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の
点

検
表

に
よ

る
も

の

(様
式

４
－

1
)

(様
式

2
－

2)
(様

式
４

－
2)

7
.

  
Ｖ

型
開

先

（
両

面
溶

接
）

8
.

（
両

面
溶

接
）

Ｙ
､Ｙ

’
：

30
～

35
°

Ｘ
’
 ：

3
5～

1
5°

Ｘ
  

 ：
30

～
50

°

摘
　

要
工

　
　

種
項

　
目

［
参

考
］

規
格

値
（m

m
）

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

管
　

理
　

方
　

式

ル
ー

ト
ギ

ャ
ッ

プ
で

20
点

未
満

の
も

の
及

び
ベ

ベ
ル

角
度

、
ル

ー
ト
フ

ェ
イ

ス

―

現
場

切
り

合
わ

せ
の

場
合

の
み

全

溶
接

箇
所

を
測

定
す

る
。

溶
接

箇
所

10
箇

所
に

つ
き

１
箇

所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

7 管 水 路 工 事

①
ル

ー
ト
ギ

ャ
ッ

プ
(S

)

②
ベ

ベ
ル

角
度

（θ
）

③
ル

ー
ト
フ

ェ
イ

ス
（ａ

）

Ｖ
型

開
先

テ
ー

パ
付

き
直

管

①
ル

ー
ト
ギ

ャ
ッ

プ
(Ｓ

)

②
ベ

ベ
ル

角
度

(θ
)

③
ル

ー
ト
フ

ェ
イ

ス
(ａ

)

０
～

３

≦
2
.4

０
～

３

30
～

35
°

≦
2
.4

左
記

に
よ

ら
な

い
場

合
は

特
別

仕
様

書

に
よ

る
も

の
と

す
る

。

ル
ー

ト
ギ

ャ
ッ

プ
で

20
点

未
満

の
も

の
及

び
ベ

ベ
ル

角
度

、
ル

ー
ト
フ

ェ
イ

ス

左
記

に
よ

ら
な

い
場

合
は

特
別

仕
様

書

に
よ

る
も

の
と

す
る

。

―
テ

ー
パ

付
き

直
管

同
士

の
溶

接
箇

所
全

数
を

測
定

す
る

。

測
定

基
準

管
理

基
準

値
（m

m
）
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別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の
点

検
表

に
よ

る
も

の

(様
式

４
－

1
)

(様
式

2
－

2)
(様

式
４

－
2)

9
.

  
Ｖ

型
開

先

（
片

面
溶

接
）

1
0.

 Ｖ
型

開
先

７ 管 水 路 工 事

①
ル

ー
ト
ギ

ャ
ッ

プ
(Ｓ

)

②
ベ

ベ
ル

角
度

(θ
)

③
ル

ー
ト
フ

ェ
イ

ス
(ａ

)

溶
接

箇
所

10
箇

所
に

つ
き

１
箇

所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

現
場

切
り

合
わ

せ
の

場
合

の
み

全

溶
接

箇
所

を
測

定
す

る
。

（片
面

裏
当

溶
接

）

①
ル

ー
ト
ギ

ャ
ッ

プ
(Ｓ

)

②
ベ

ベ
ル

角
度

(θ
)

③
ル

ー
ト
フ

ェ
イ

ス
(ａ

)

現
場

切
り

合
わ

せ
の

場
合

の
み

全

溶
接

箇
所

を
測

定
す

る
。

22
.5

～
27

.5
°

≦
2
.4

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

摘
　

要

管
　

理
　

方
　

式

ル
ー

ト
ギ

ャ
ッ

プ
で

20
点

未
満

の
も

の
及

び
ベ

ベ
ル

角
度

、
ル

ー
ト
フ

ェ
イ

ス

―

工
　

　
種

項
　

目
［
参

考
］

規
格

値
（m

m
）

測
定

基
準

管
理

基
準

値
（m

m
）

ル
ー

ト
ギ

ャ
ッ

プ
で

20
点

未
満

の
も

の
及

び
ベ

ベ
ル

角
度

、
ル

ー
ト
フ

ェ
イ

ス

―
左

記
に

よ
ら

な
い

場

合
は

特
別

仕
様

書

に
よ

る
も

の
と

す
る

。

溶
接

箇
所

10
箇

所
に

つ
き

１
箇

所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

１
～

４

30
～

35
°

≦
2
.4

４
以

上

Ｖ - 24



別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の
点

検
表

に
よ

る
も

の

(様
式

４
－

1
)

(様
式

2
－

2)
(様

式
４

－
2)

1
1.

  
Ｘ

型
開

先

（
両

面
溶

接
）

②
ベ

ベ
ル

角
度

　
　

（θ
1
）

　
　

（θ
2
）

1
2.

（
両

面
溶

接
）

②
ベ

ベ
ル

角
度

（θ
1
）

Ｙ
、

Ｙ
’
：

30
～

35
°

（θ
1
）

Ｘ
’
：

35
～

15
°

（θ
1
）

Ｘ
　

：
3
0～

50
°

（θ
2
）

Ｙ
、

Ｙ
’
：

40
～

45
°

（θ
2
）

Ｘ
’
：

40
～

60
°

（θ
2
）

Ｘ
　

：
4
5～

25
°

Ｘ
型

開
先

テ
ー

パ
付

き
直

管

①
ル

ー
ト
ギ

ャ
ッ

プ
(Ｓ

)

③
ル

ー
ト
フ

ェ
イ

ス
(ａ

）

テ
ー

パ
付

き
直

管
同

士
の

溶
接

箇

所
全

数
を

測
定

す
る

。

左
記

に
よ

ら
な

い
場

合
は

特
別

仕
様

書
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

0～
3

２
以

下

摘
　

要

７ 管 水 路 工 事

①
ル

ー
ト
ギ

ャ
ッ

プ
(Ｓ

)

③
ル

ー
ト
フ

ェ
イ

ス
(ａ

）

溶
接

箇
所

10
箇

所
に

つ
き

１
箇

所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

現
場

切
り

合
わ

せ
の

場
合

の
み

全

溶
接

箇
所

を
測

定
す

る
。

工
　

　
種

項
　

目
［
参

考
］

規
格

値
（m

m
）

測
定

基
準

ル
ー

ト
ギ

ャ
ッ

プ
で

20
点

未
満

の
も

の
及

び
ベ

ベ
ル

角
度

、
ル

ー
ト
フ

ェ
イ

ス

―

ル
ー

ト
ギ

ャ
ッ

プ
で

20
点

未
満

の
も

の
及

び
ベ

ベ
ル

角
度

、
ル

ー
ト
フ

ェ
イ

ス

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

―

左
記

に
よ

ら
な

い
場

合
は

特
別

仕
様

書

に
よ

る
も

の
と

す
る

。

管
理

基
準

値
（m

m
）

０
～

３

30
～

35
°

40
～

45
°

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

管
　

理
　

方
　

式

２
以

下
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別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の
点

検
表

に
よ

る
も

の

(様
式

４
－

1
)

(様
式

2
－

2)
(様

式
４

－
2)

1
3.

①
目

違
い

(ｅ
)

ｔ：
板

厚

 周
継

手
溶

接
　

  
  

ｔ≦
 6

 
　

ｅ
≦

1
.5

  
 

  
6
＜

ｔ≦
2
0

　
ｅ
≦

0.
2
5ｔ

20
＜

ｔ≦
3
8

　
ｅ
≦

5
.0

  
 

  
  

  
 ｔ

≦
 6

 
　

ｅ
≦

1.
5 

  

  
6
＜

ｔ≦
1
6

　
ｅ
≦

0.
2
5ｔ

16
＜

ｔ≦
3
8

　
ｅ
≦

4
.0

  
  

②
余

盛
高

ｔ：
板

厚

（ｈ
）

ｔ≦
12

.7
 ｈ

≦
3
.2

ｔ＞
12

.7
 ｈ

≦
4
.8

―
―

○

⑤
そ

の
他

溶
接

部
及

び
そ

の
付

近
に

は
、

割
れ

、
ア

ー
ク

ス
ト
ラ

イ
ク

の
跡

、
有

害
と

認
め

ら
れ

る
程

度
の

オ
ー

バ
ー

ラ
ッ

プ
、

ピ
ッ

ト
、

ジ
グ

跡
な

ど
の

欠
陥

が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。

③
ア

ン
ダ

カ
ッ

ト
(ｈ

)

④
ビ

ー
ド

外
観

溶
接

箇
所

10
箇

所
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

７ 管 水 路 工 事

溶
接

箇
所

10
箇

所
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

両
面

溶
接

片
面

溶
接

１
箇

所
ご

と
に

全
円

周
を

目
視

に
よ

り
点

検
す

る
。

ｈ
≧

0.
5は

不
合

格
。

0.
3＜

ｈ

≦
0
.5

は
、

１
個

の
長

さ
3
0㎜

（内
面

に
あ

っ
て

は
5
0
㎜

）
を

越
え

る
も

の
、

又
は

合
計

長
さ

が
管

の
円

周
長

さ
の

1
5％

を

越
え

る
も

の
は

不
合

格
。

ｈ
≦

0.
3は

合
格

。

１
箇

所
ご

と
に

全
円

周
を

目
視

に
よ

り
点

検
し

、
懸

念
の

あ
る

部
分

は

ゲ
ー

ジ
に

よ
り

点
検

す
る

。

ビ
ー

ド
表

面
に

極
端

な
不

揃
い

部
分

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

摘
　

要
工

　
　

種
項

　
目

［
参

考
］

規
格

値
（m

m
）

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
測

定
基

準

管
　

理
　

方
　

式

管
理

基
準

値
（m

m
）

―
目

違
い

、
余

盛
高

で
20

点
未

満
の

も
の

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

Ｖ - 26



別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の
点

検
表

に
よ

る
も

の

(様
式

４
－

1
)

(様
式

2
－

2)
(様

式
４

－
2)

1
4.

ｔ：
板

厚
―

  
  

  
 ｔ

≦
 6

 
　

ｅ
≦

1.
5 

  

両
面

溶
接

  
6＜

ｔ≦
20

　
ｅ
≦

0.
25

ｔ

20
＜

ｔ≦
3
8

　
ｅ
≦

5
.0

  
 

ｔ：
板

厚

　
ｔ≦

12
.7

　
ｈ

≦
3.

2

　
ｔ＞

12
.7

　
ｈ

≦
4.

8

1
5.

―
―

○

 す
み

肉
溶

接

②
余

盛
高

(ｈ
)

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

管
理

基
準

値
（m

m
）

指
定

の
ど

厚
を

下
回

っ
て

は
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

１
溶

接
線

の

長
さ

の
５

％
以

下
で

、

－
0
.5

m
m

ま
で

は
認

め
る

。

た
だ

し
ｈ

＝
(ｈ

1
＋

ｈ
2
)/

2

指
定

脚
長

を
下

回
っ

て
は

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
１

溶
接

線
の

長
さ

の
５

％
以

下
で

－
1
.0

m
m

ま
で

は
認

め
る

。

７ 管 水 路 工 事

①
脚

長
(Ｔ

)

②
の

ど
厚

(Ｌ
)

管
　

理
　

方
　

式

摘
　

要

周
継

手
溶

接
テ

ー
パ

付
き

直
管

工
　

　
種

項
　

目
［
参

考
］

規
格

値
（m

m
）

測
定

基
準

①
目

違
い

(ｅ
)

テ
ー

パ
付

き
直

管
同

士
の

溶
接

箇
所

全
数

を
測

定
す

る
。

目
違

い
、

余
盛

高
で

20
点

未
満

の
も

の

溶
接

線
全

長
に

わ
た

っ
て

目
視

に
よ

り
点

検
し

、
懸

念
の

あ
る

部
分

は
ゲ

ー
ジ

に
よ

り
点

検
す

る
。
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別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の
点

検
表

に
よ

る
も

の

(様
式

４
－

1
)

(様
式

2
－

2)
(様

式
４

－
2)

1
5.

―
―

○

 す
み

肉
溶

接

1
6.

1
7.

　
素

地
調

整

1
8.

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

塗
装

―
―

①
外

観
現

場
塗

装
全

面
を

点
検

す
る

。

７ 管 水 路 工 事

　
放

射
線

透
　

過
試

験

0.
5＜

ｈ
＜

1.
0
の

時
ア

ン
ダ

カ
ッ

ト
の

長
さ

が
板

厚
よ

り
も

大

き
い

も
の

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

ｈ
≧

1.
0の

ア
ン

ダ
カ

ッ
ト
は

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。

溶
接

線
全

長
に

わ
た

っ
て

目
視

に

よ
り

点
検

し
、

懸
念

の
あ

る
部

分
は

ゲ
ー

ジ
に

よ
り

点
検

す
る

。

ピ
ッ

ト
の

直
径

が
１

m
m

以
下

で

は
溶

接
長

さ
１

ｍ
に

つ
き

３
個

ま
で

を
許

容
す

る
。

し
か

し
直

径
が

１
m

m
を

超
え

る
も

の
は

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。

溶
接

部
及

び
そ

の
付

近
に

は
、

割
れ

、
ア

ー
ク

ス
ト
ラ

イ
ク

の
跡

、
有

害
と

認
め

ら
れ

る
程

度
の

オ
ー

バ
ラ

ッ
プ

、
ジ

グ
跡

な
ど

の
欠

陥
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。

塗
装

表
面

に
異

物
の

混
入

、

塗
り

む
ら

、
塗

り
も

れ
な

ど
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。

外
観

現
場

塗
装

全
面

を
点

検
す

る
。

別
表

オ
参

照

管
　

理
　

方
　

式

摘
　

要

⑤
ビ

ー
ド

外
観

溶
接

線
全

長
に

わ
た

っ
て

目
視

に
よ

り
点

検
す

る
。

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図

④
ピ

ッ
ト

③
ア

ン
ダ

カ
　

ッ
ト
（ｈ

）

⑥
そ

の
他

○

―

周
継

手
溶

接
の

場
合

、
全

溶
接

線
長

の
５

％
を

撮
影

す
る

も
の

と
す

る
。

す
み

肉
溶

接
の

場
合

は
特

別
仕

様
書

に
よ

る
。

管
理

基
準

値
（m

m
）

ビ
ー

ド
表

面
に

極
端

な
不

揃
い

部
分

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

別
表

オ
の

判
定

基
準

参
照

水
分

、
錆

、
油

等
が

あ
っ

て
な

ら
な

い
。

工
　

　
種

項
　

目
［
参

考
］

規
格

値
（m

m
）

―
○

―
―

○

測
定

基
準

全
溶

接
線

長
と

は
、

溶
接

箇
所

全
て

の
溶

接
線

長
の

総
計

を
い

う
。
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別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の
点

検
表

に
よ

る
も

の

(様
式

４
－

1
)

(様
式

2
－

2)
(様

式
４

－
2)

1
8.

1
9．

―
膜

厚
で

2
0
点

未
満

の
も

の

○
ホ

リ
デ

ー
デ

ィ
テ

ク
タ

ー
を

用
い

て
ピ

ン
ホ

ー
ル

検
査

を
行

う
。

試
験

電
圧

は
10

,0
0
0
～

1
2
,0

00
Ｖ

を
標

準
と

す
る

。

ジ
ョ
イ

ン
ト
コ

ー
ト
全

数
全

面
を

点
検

す
る

。

―

片
側

50
m

m
以

上

火
花

の
発

生
す

る
よ

う
な

欠
陥

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

別
表

カ
の

と
お

り
　

　
1.

5m
m

以
上

た
だ

し
、

加
熱

収
縮

後
の

厚
さ

と
す

る
。

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

ホ
リ

デ
ー

デ
ィ

テ
ク

タ
ー

を
用

い
て

ピ
ン

ホ
ー

ル
検

査
を

行
う

。
現

場
塗

装
全

面
を

点
検

す
る

。
―

―

ジ
ョ
イ

ン
ト
コ

ー
ト
施

工
箇

所
1
0箇

所
に

つ
き

１
箇

所
測

定
す

る
も

の
と

し
、

１
箇

所
に

つ
き

４
点

測
定

す
る

。

―

現
場

塗
装

箇
所

10
箇

所
に

つ
き

１
箇

所
測

定
す

る
も

の
と

し
、

１
箇

所
に

つ
き

12
点

測
定

す
る

。
(天

地
左

右
、

縦
断

方
向

に
各

３
点

)

火
花

の
発

生
す

る
よ

う
な

欠
陥

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

付
着

不
良

の
欠

陥
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。

有
害

な
欠

陥
と

な
る

大
き

な
め

く
れ

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

ジ
ョ

イ
ン

ト
コ

ー
ト
の

両
端

か
ら

50
m

m
以

内
に

ふ
く

れ
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。

④
付

着
性

③
ピ

ン
ホ

ー
ル

②
膜

厚
７ 管 水 路 工 事

ジ
ョ

イ
ン

ト
コ

ー
ト

①
焼

損

④
工

場
被

覆
部

と
の

重
ね

代
　

　
　

　
(ａ

)

⑥
膜

厚

⑤
ピ

ン
ホ

ー
ル

②
両

端
の

め
く

れ

③
ふ

く
れ

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

塗
装

工
　

　
種

項
　

目

―
最

低
膜

厚
は

特
別

仕
様

書
に

規
定

す
る

膜
厚

を
下

回
っ

て
は

な
ら

な
い

。

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

摘
　

要
［
参

考
］

規
格

値
（m

m
）

測
定

基
準

管
　

理
　

方
　

式
管

理
基

準
値

（m
m

）
測

　
定

　
箇

　
所

　
標

　
準

　
図

ジ
ョ
イ

ン
ト
コ

ー
ト
全

数
を

点
検

す
る

。
―

―
○

膜
厚

で
2
0
点

未
満

の
も

の

―
○

―

○

塗
装

の
厚

さ
(㎜

)
試

験
電

圧
(Ｄ

Ｃ
  

Ｖ
)

0
.5

以
上

2
,0

0
0
～

2
,5

0
0

標
準

試
験

電
圧

電
磁

微
厚

計
な

ど
で

測
定

す
る

。
測

定
箇

所

X

Y Y
'

縦
断

方
向

X
'

測
定

箇
所

Y
縦

断
方

向

X
X

'

Y
'
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別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の

(様
式

5－
2
)

(様
式

5
－

2)

20
.

 管
水

路
管

種
等

の
適

用
範

囲
は

原
則

と
し

て
下

記
に

よ
る

。

(埋
設

と
う

性
管

)
管

　
　

種 　
JI

S　
G

5
52

6（
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
）

　
JD

P
A

　
G

10
27

（農
業

用
水

用
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
）

　
JI

S　
G

3
44

3－
1
（水

輸
送

用
塗

覆
装

鋼
管

―
第

１
部

：直
管

）

　
W

S
P
　

A
－

1
01

（農
業

用
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
被

覆
鋼

管
）

　
JI

S　
A

5
3
50

（
強

化
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
複

合
管

）

　
F
R

P
M

　
K

1
11

－
20

16
（強

化
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
複

合
管

内
圧

管
　

ﾌ
ｨﾗ

ﾒ
ﾝ

ﾄﾜ
ｲ
ﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾝ
ｸ
ﾞ成

形
法

）

―

　
　

た
わ

み
率

の
計

算

　
　

Δ
X

／
２

R
×

10
0
(%

)

　
　

Δ
X

＝
｛2

R
-
 (

D
h+

t)
 ｝

 又
は

｛
2
R

- 
(D

v+
ｔ）

｝

管
厚

中
心

直
径

管
厚 締

固
め

の
程

度

締
固

め
な

し

締
固

め
Ⅰ

締
固

め
Ⅱ

±
 ４

％
±

 ５
％

管
径

90
0㎜

以
上

に

適
用

す
る

。
矢

板
施

工
の

場
合

は
管

据
付

時
、

矢
板

引
抜

き
時

及
び

埋
戻

完
了

時
に

測
定

す
る

。

締
固

め
程

度
は

次
の

と
お

り
で

あ
る

。

仕
上

り
程

度

締
ま

っ
た

状
態

を
指

し
、

い
わ

ゆ
る

膨
軟

状
態

で
は

な
い

締
固

め
度

の
８

５
％

以
上

ｔ：

2R
：

施
工

延
長

お
お

む
ね

5
0
ｍ

に
つ

き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

測
定

は
定

尺
管

の
中

央
部

と
す

る
。

測
定

時
期

は
管

据
付

時
（
接

合
完

了
後

）、
管

頂
埋

戻
時

及
び

埋
戻

完

了
時

と
す

る
。

な
お

、
「
埋

戻
完

了
」
と

は
、

特
に

指

示
が

な
い

場
合

は
舗

装
（
表

層
、

上

層
路

盤
、

下
層

路
盤

）
を

除
い

た
埋

戻
完

了
時

点
と

す
る

。

各
測

定
時

期
で

20
点

未
満

の
も

の

 強
化

プ
ラ

ス
 チ

ッ
ク

管

 ダ
ク

タ
イ

ル
 鋳

鉄
管

７ 管 水 路 工 事

 鋼
管

な
し

締
固

め
度

の
９

０
％

以
上

項
　

目

管
据

付
時

の
測

定
の

際
、

以
下

の
手

順
で

天
・地

・
左

・右
の

各
測

定
基

準
点

を
固

定
し

、
以

後
同

一
点

で
た

わ
み

量
を

測
定

す
る

。
①

測
定

し
よ

う
と

す
る

管
の

管
中

央
位

置
を

管
底

及
び

左
右

管
側

に
ペ

イ
ン

ト
で

マ
ー

キ
ン

グ
す

る
。

②
そ

の
位

置
に

水
準

器
を

下
図

の
よ

う
に

水
平

に
置

く
。

そ
の

後
、

水
準

器
の

中
央

点
を

管
に

マ
ー

キ
ン

グ
す

る
。

③
②

で
マ

ー
キ

ン
グ

し
た

点
に

測
定

棒
を

立
て

、
測

定
棒

に
水

準
器

を
添

わ
せ

て
測

定
棒

を
垂

直
に

し
、

そ
の

状
態

で
測

定
棒

を
ス

ラ
イ

ド
さ

せ
測

定
棒

と
管

の
接

点
を

マ
ー

キ
ン

グ
す

る
（
管

天
測

点
と

な
る

）。
④

①
で

マ
ー

キ
ン

グ
し

た
位

置
（
左

右
管

側
）に

下
図

の
よ

う
に

水
準

器
を

使
っ

て
水

平
点

を
マ

ー
キ

ン
グ

す
る

。

工
　

　
種

測
定

基
準

管
　

理
　

方
　

式
管

理
基

準
値

（m
m

）

［
参

考
］

規
格

値
（m

m
）

摘
　

要
測

　
定

　
箇

　
所

　
標

　
準

　
図

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

た
わ

み
率

締 固 め 程 度

ⅡⅠ
礫

質
土

Ⅰ

±
 ５

％

±
 ３

％
±

 ５
％

±
 ３

％
±

 ５
％

±
 ４

％
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別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の

(様
式

2－
1
)

(様
式

2
－

2)

21
.

―

シ
ー

ル
ド

工
事

(一
次

覆
工

)
直

線
部

±
 6

5
直

線
部

±
 1

0
0

曲
線

部
±

 1
00

曲
線

部
±

 1
50

た
だ

し
延

長

　
　

基
準

高
（V

)は
、

V
１

を
測

定
し

管
理

す
る

。

　
　

　
た

わ
み

率
の

計
算

　
　

　
Δ

X
／

２
R

×
1
00

(%
)

　
　

　
Δ

X
＝

｛2
R

-
(D

h+
t)

 ｝
又

は
｛
2R

-(
D

v+
ｔ）

｝

2R
：

管
厚

中
心

直
径

ｔ：
管

厚

22
．

―

シ
ー

ル
ド

工
事

(二
次

覆
工

)

　
　

基
準

高
（V

)は
、

V
１

を
測

定
し

管
理

す
る

。

た
だ

し
延

長
　

　
　

た
わ

み
率

の
計

算

20
0ｍ

未
満

-
 2

00
　

　
　

Δ
X

／
２

R
×

1
0
0(

%)

　
　

　
Δ

X
＝

｛2
R

-
(D

h+
t)

 ｝
又

は
｛
2R

-(
D

v+
ｔ）

｝

2R
：

管
厚

中
心

直
径

ｔ：
管

厚
±

 3
%

±
 5

%

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

±
 2

0
±

 3
0

（
±

 3
0）

±
 6

5
±

 1
00

別
表

イ
、

ウ
及

び
別

表
エ

参
照

別
表

イ
、

ウ
及

び
別

表
エ

参
照

－
 0

.1
％

、

施
工

延
長

お
お

む
ね

5
0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
上

記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

測
定

時
期

は
、

管
据

付
時

、
注

入

完
了

時
と

す
る

基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

（直
線

部
）、

た
わ

み
率

に
つ

い
て

は
、

施

工
延

長
お

お
む

ね
50

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

中
心

線
の

ズ
レ

（
曲

線
部

）
に

つ
い

て
は

お
お

む
ね

10
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

、
た

わ
み

率
で

20
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

Ｖ
の

測
定

は
管

底
（
Ｖ

1）
を

原
則

と
し

、
測

定
時

期
は

完
了

時
と

す
る

。

管
　

理
　

方
　

式

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
摘

　
要

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

鋼
製

セ
グ

メ
ン

ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト
セ

グ
メ

ン
ト

工
　

　
種

項
　

目

７ 管 水 路 工 事

  
既

製
管

覆
工

  
推

進
工

事

①
基

準
高

(Ｖ
)

①
基

準
高

(Ｖ
)

②
中

心
線

の
　

ズ
レ

(ｅ
)

③
施

工
延

長

④
た

わ
み

率

②
中

心
線

の
　

ズ
レ

(ｅ
)

⑤
た

わ
み

率

④
施

工
延

長

③
ジ

ョ
イ

ン
ト

　
間

隔
(ｚ

)

Ｖ
の

測
定

は
管

底
（
Ｖ

1）
を

原
則

と
し

、
測

定
時

期
は

完
了

時
と

す
る

。
「
①

基
準

高
(V

)」
の

（　
）
は

推
進

工
事

の
場

合
。

基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

、
た

わ
み

率
で

20
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

±
 3

0
±

 5
0

左
記

の
も

の
で

2
0

点
以

上
の

も
の

－
 0

.1
％

、

15
0
ｍ

未
満

　
－

15
0

±
 3

%
±

 5
%

（
±

 5
0）

測
定

基
準

基
準

高
、

中
心

線
の

ズ
レ

(直
線

部
)

に
つ

い
て

は
、

施
工

延
長

お
お

む

ね
50

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

中
心

線
の

ズ
レ

(曲
線

部
)

に
つ

い
て

は
お

お
む

ね
1
0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

ジ
ョ
イ

ン
ト
間

隔
に

つ
い

て
は

１
本

ご

と
に

測
定

す
る

。

管
理

基
準

値
（m

m
）

［
参

考
］

規
格

値
（m

m
）
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別
表

第
１

　
直

接
測

定
に

よ
る

出
来

形
管

理

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

管
理

図
表

に
よ

る
も

の

(様
式

2
－

1)
(様

式
2
－

2)

1.
上

幅
(B

１
) 

＋
７

 －
３

 ＋
10

　
－

5

下
幅

(B
２
,B

３
) 

  
±

 ３
 ±

 5

(桁
長

10
.5

m
未

満
)

1.
5Ｌ

－
6

(桁
長

10
.5

m
以

上
)

10

2. 3.
１

径
間

当
た

り
両

端
と

中
央

部
の

両
側

を
測

定
す

る
。

幅
、

高
さ

に
つ

い
て

は
桁

の
両

端
部

、
中

央
部

の
３

箇
所

を
全

桁
数

測
定

す
る

。
桁

長
は

各
桁

で
、

横
方

向
の

最
大

曲
が

り
に

つ
い

て
は

プ
レ

ス
ト
レ

ッ
シ

ン
グ

後
に

、
全

桁
数

測
定

す
る

。

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
こ

と
が

困
難

な
も

の

―
幅

、
高

さ
、

桁
長

、
横

方
向

の
最

大
曲

が
り

基
準

高
は

１
径

間
当

た
り

２
箇

所
（支

点
付

近
）
で

測
定

す
る

。
幅

は
１

径
間

当
た

り
３

箇
所

測
定

す
る

。
厚

さ
は

お
お

む
ね

10
㎡

に
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
上

記
未

満
は

２
箇

所
測

定
す

る
。

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
こ

と
が

困
難

な
も

の

―
基

準
高

、
幅

、
厚

さ

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
こ

と
が

困
難

な
も

の

高
欄

幅
、

高
欄

高
さ

、
地

覆
幅

、
地

覆
高

さ

―

±
 2

0
－

 3
0

②
高

欄
高

さ
（Ｈ

）

±
 1

3

③
地

覆
幅

（Ｂ
）

④
地

覆
高

さ
（Ｈ

）

±
 1

3
－

 2
0

－
 2

0

±
 2

0
±

 3
0

＋
13

　
－

7
＋

 2
0
　

－
 1

0

－
 2

0

+ 
 7

　
－

 3
＋

 1
0　

－
 5

±
 1

0
±

 1
5

±
 1

5
±

 2
0

④
横

方
向

の
最

大
　

曲
が

り
(δ

)

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

床
版

工

①
基

準
高

（Ｖ
）

②
幅

（Ｂ
）

コ
ン

ク
リ

ー
ト

桁

ポ
ス

ト
テ

ン
シ

ョ
ン

桁

①
幅

(Ｂ
)

②
高

さ
(Ｈ

)

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
摘

　
要

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
に

適
用

す
る

。

８ 橋 梁 工 事

③
桁

長
(Ｌ

）

工
　

　
種

項
　

目
管

理
基

準
値

（m
m

）

③
厚

さ
（Ｔ

）

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

高
欄

 及
び

地
覆

工

①
高

欄
幅

（Ｂ
）

±
 1

3

［参
考

］
規

格
値

（m
m

）
測

定
基

準

管
　

理
　

方
　

式
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式
2
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2)

１
．

　
橋

台
工

－
 5

0

±
 3

0
±

 5
0

±
 3

0

⑧
橋

台
沓

部
同

　
　

左

－
 5

0

⑤
天

端
長

(Ｌ
1
)

⑥
敷

長
(Ｌ

2
)

橋
軸

方
向

の
断

面
寸

法
は

中
央

及
び

両
端

部
で

測
定

し
、

そ
の

他
は

構
造

図
の

寸
法

標
示

箇
所

を
測

定
す

る
。

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
こ

と
が

困
難

な
も

の

―
敷

幅
、

控
壁

の
厚

さ
、

高
さ

、
中

心
線

の
ズ

レ
、

天
端

長
、

敷
長

、
胸

壁
間

距
離

「１
共

通
工

事
　

9
.精

度
を

要
す

る
も

の
」の

項
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る

同
　

　
左

同
　

左
同

　
左

同
　

左

摘
　

要
構

造
図

に
朱

記
、

併
記

す
る

も
の

９ 橋 梁 下 部 工 事

①
敷

幅
（
Ｂ

）

②
控

壁
の

厚
さ

(Ｔ
)

工
　

　
種

項
　

目
管

理
基

準
値

（m
m

）

［参
考

］
規

格
値

（m
m

）
測

定
基

準

管
　

理
　

方
　

式

同
　

　
　

　
　

左

④
中

心
線

の
ズ

レ
  

  
  

  
  

  
  

 (
ｅ
)

⑦
胸

壁
間

距
離

　
  

  
  

  
  

(L
３
)

±
 2

0
±

 3
0

－
 5

0

±
 3

0
－

 5
0

 ＋
 2

0
　

－
 1

3
－

 2
0

③
高

さ
（Ｈ

）
±

 3
0

±
 3

0

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
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式
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2)

2.
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出

式

重
力

式

半
重

力
式

3.

(ラ
ー

メ
ン

式
)

　
橋

脚
工

　
橋

脚
工

⑤
基

礎
幅

(B
2
,b

）

９ 橋 梁 下 部 工 事

－
 5

0

⑧
橋

脚
中

心
間

  
  

距
離

（
Ｌ

）
±

 2
0

±
 3

0

±
 3

0
±

 5
0

⑨
中

心
線

の
ズ

レ
  

  
  

  
  

  
  

  
  

(ｅ
)

±
 3

0

±
 3

0
⑥

高
さ

（Ｈ
）

－
 5

0

⑦
厚

さ
(Ｔ

)
＋

 2
0
 　

－
 1

3
－

 2
0

③
天

端
幅

(Ｂ
1
)

－
 2

0
＋

 2
0
　

－
 1

3

④
天

端
幅

(Ｂ
１
)

＋
 2

0　
－

 1
3

－
 2

0

④
中

間
幅

(ｄ
)

±
 1

5
－

 2
0

⑤
敷

幅
(Ｂ

2
)

±
 3

0
－

 5
0

⑥
高

さ
(Ｈ

)
±

 3
0

－
 5

0

±
 1

5
±

 2
0

±
 1

5
－

 2
0

①
基

準
高

(Ｖ
)

②
天

端
長

( 
)

⑦
橋

脚
中

心
間

　
距

離
　

 (
L
)

±
 2

0
±

 3
0

⑧
中

心
線

の
ズ

レ
  

  
  

  
  

  
  

　
(ｅ

)
±

 3
0

±
 5

0

①
基

準
高

（Ｖ
）

±
 1

5
±

 2
0

±
 3

0
②

天
端

長
( 

1
)

－
 5

0

±
 3

0
－

 5
0

③
敷

長
( 

2
)

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
摘

　
要

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

工
　

　
種

項
　

目
管

理
基

準
値

（m
m

）

［参
考

］
規

格
値

（m
m

）
測

定
基

準

管
　

理
　

方
　

式

橋
軸

方
向

の
断

面
寸

法
は

中
央

及
び

両
端

部
で

測
定

し
、

そ
の

他
は

構
造

図
の

寸
法

標
示

箇
所

を
測

定
す

る
。

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
こ

と
が

困
難

な
も

の

―
基

準
高

、
天

端
長

、
敷

長
、

天
端

幅
、

敷
幅

、
高

さ
、

橋
脚

中
心

間
距

離
、

中
心

線
の

ズ
レ

橋
軸

方
向

の
断

面
寸

法
は

中
央

及
び

両
端

部
で

測
定

し
、

そ
の

他
は

構
造

図
の

寸
法

標
示

箇
所

を
測

定
す

る
。

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
こ

と
が

困
難

な
も

の

―
基

準
高

、
天

端
長

、
天

端
幅

、
中

間
幅

、
基

礎
幅

、
高

さ
、

厚
さ

、
橋

脚
中

心
間

距
離

、
中

心
線

の
ズ

レ
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－

1)
(様

式
2
－

2)

10
1.  ラ

ス
張

 植
生

マ
ッ

ト

 植
生

シ
ー

ト

 繊
維

ネ
ッ

ト

 張
芝

 人
工

張
芝

ラ
ス

張
（
参

考
）

φ
9
(D

1
0)

×
L
＝

20
0m

m

  
  

  
  

  
  

  
 1

.5
本

／
m

2以
上

φ
1
6(

D
16

)×
L
＝

4
00

m
m

  
  

  
  

  
  

  
 0

.3
本

／
m

2以
上

植
生

マ
ッ

ト
、

繊
維

ネ
ッ

ト

 肥
料

袋
付

 6
本

／
m

2
以

上

 肥
料

袋
無

 3
本

／
m

2
以

上

2.  種
子

散
布

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
摘

　
要

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

①
面

積
（
Ａ

）
施

工
面

積
≧

設
計

面
積

展
開

図
及

び
測

線
長

 n
：側

線
を

い
う

。

測
定

値
を

記
入

規
格

値
に

示
す

値
は

標
準

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

工
法

に
よ

り
標

準
本

数
が

異
な

る
場

合
は

、
別

途
監

督
員

と
協

議
す

る
。

―
― ―

全
施

工
面

積
に

つ
い

て
展

開
図

又
は

そ
の

他
の

方
法

に
よ

り
測

定
（
求

積
）

す
る

。

ラ
ス

張
は

20
0ｍ

2に
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
上

記
未

満
は

２
箇

所
測

定
す

る
。

植
生

マ
ッ

ト
及

び
繊

維
ネ

ッ
ト
は

50
0ｍ

2
に

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

工
　

　
種

項
　

目
管

理
基

準
値

（m
m

）

［
参

考
］

規
格

値
（m

m
）

測
定

基
準

管
　

理
　

方
　

式

―

 n
：側

線
を

い
う

。

法 面 保 護 工

展
開

図
及

び
測

線
長

―
―

施
工

面
積

≧
設

計
面

積
①

面
積

（
Ａ

）

全
施

工
面

積
に

つ
い

て
展

開
図

又
は

そ
の

他
の

方
法

に
よ

り
測

定
（
求

積
）

す
る

。

　
ア

ン
カ

ー
ピ

ン
　

及
び

止
め

釘

②
ア

ン
カ

ー
ピ

ン
数
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図
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(様
式

2
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1)
(様

式
2
－

2)

10
3.  客

土
吹

付

4.

測
定

値
は

設
計

厚
５

㎝
未

満
　

－
10

％

設
計

厚
５

㎝
以

上
　

－
20

％

①
厚

さ
（Ｔ

）
平

均
厚

さ
≧

設
計

厚
さ

施
工

面
積

≧
設

計
面

積

施
工

面
積

50
0ｍ

2に
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
上

記
未

満
は

２
箇

所
と

す
る

。

厚
さ

で
2
0
点

未
満

の
も

の
左

記
の

も
の

で
20

点
以

上
の

も
の

―

全
施

工
面

積
に

つ
い

て
展

開
図

又
は

そ
の

他
の

方
法

に
よ

り
測

定
（
求

積
）

す
る

。

―
―

展
開

図
及

び
測

線
長

 植
生

基
材

 吹
付

た
だ

し
、

吹
付

面
に

凹
凸

が
あ

る
場

合
の

最
小

吹
付

厚
は

設
計

厚
の

50
％

以
上

と
す

る
。

厚
さ

で
2
0
点

未
満

の
も

の
左

記
の

も
の

で
20

点
以

上
の

も
の

①
厚

さ
（Ｔ

）
平

均
厚

さ
≧

設
計

厚
さ

②
面

積
（
Ａ

）
施

工
面

積
≧

設
計

面
積

②
面

積
（
Ａ

）

法 面 保 護 工

管
　

理
　

方
　

式

１
．

吹
付

直
後

の
厚

さ
と

す
る

。
２

．
岩

等
の

突
出

部
の

特
殊

な
場

合
は

適
用

し
な

い
。

３
．

設
計

吹
付

厚
さ

５
㎝

以
上

に
は

適
用

し
な

い
。

 n
：側

線
を

い
う

。

た
だ

し
、

吹
付

面
に

凹
凸

が
あ

る
場

合
の

最
小

吹
付

厚
は

設
計

厚
の

50
％

以
上

と
す

る
。

摘
　

要
構

造
図

に
朱

記
、

併
記

す
る

も
の

工
　

　
種

項
　

目
管

理
基

準
値

（m
m

）

［
参

考
］

規
格

値
（m

m
）

測
定

基
準

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図

施
工

面
積

20
0ｍ

2に
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
上

記
未

満
は

２
箇

所
と

す
る

。

―
１

．
吹

付
直

後
の

厚
さ

と
す

る
。

２
．

岩
等

の
突

出
部

の
特

殊
な

場
合

は
適

用
し

な
い

。

―
―

展
開

図
及

び
測

線
長

 n
：側

線
を

い
う

。
全

施
工

面
積

に
つ

い
て

展
開

図
又

は
そ

の
他

の
方

法
に

よ
り

測
定

（
求

積
）

す
る

。
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(様
式

2
－

1)
(様

式
2
－

2)

10
5.  吹

付
枠

③
梁

断
面

（Ｈ
）
（Ｂ

）

11
1.  吸

水
渠

－
0
.2

％
、

た
だ

し
延

長

50
0
ｍ

以
下

　
－

1,
00

0

2.

集
水

渠
(支

線
)

導
水

渠
(幹

線
)

－
0.

2％
、

た
だ

し
延

長

50
0
ｍ

以
下

　
－

1,
00

0

―――

 －
20

管
理

基
準

値
（m

m
）

［
参

考
］

規
格

値
（m

m
）

左
記

の
も

の
で

20
点

以
上

の
も

の 左
記

の
も

の
で

20
点

未
満

の
も

の 左
記

の
も

の
で

20
点

以
上

の
も

の 左
記

の
も

の
で

20
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

１
路

線
２

箇
所

測
定

す
る

。
－

45

展
開

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
①

梁
延

長
施

工
延

長
≧

設
計

延
長

―
―

工
　

　
種

項
　

目

法 面 保 護 工

全
施

工
延

長
に

つ
い

て
展

開
図

に
よ

り
測

定
す

る
。

ー
布

設
深

、
間

隔
で

20
点

未
満

の
も

の
及

び
施

工
延

長

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
摘

　
要

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

測
定

基
準

管
　

理
　

方
　

式

断
面

で
2
0
点

以
上

の
も

の

②
間

隔
（
Ｂ

）

①
布

設
深

（Ｈ
）

 ＋
1
00

　
－

5
0

 －
75

 ±
5
00

②
梁

間
隔

（Ｌ
）

±
Ｌ

／
1
0

暗 渠 排 水 工 事

間
隔

で
20

点
未

満
の

も
の

上
、

下
流

端
の

２
箇

所
を

測
定

す
る

。
た

だ
し

、
１

本
の

布
設

長
が

お
お

む
ね

1
00

ｍ
以

上
の

と
き

は
、

中
間

点
を

加
え

た
３

箇
所

を
測

定
す

る
。

布
設

深
で

20
点

以
上

の
も

の
施

工
延

長
お

お
む

ね
50

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

施
工

面
積

20
0ｍ

2に
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

施
工

面
積

20
0ｍ

2に
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。

③
施

工
延

長
（Ｌ

）

②
施

工
延

長
（Ｌ

）

 ＋
10

0　
－

5
0

 －
7
5

±
7
50

④
被

覆
材

厚
(モ

ミ
ガ

ラ
)(

T
)

－
30

①
布

設
深

（Ｈ
）
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12
1. 　

本
体

天
端

幅
等

　
　

±
 2

0
－

 3
0

エ
プ

ロ
ン

部
　

±
 4

0
－

 6
0

 +
 3

0　
 －

 2
0

－
 3

0

導
流

壁
、

エ
プ

ロ
ン

部
等

 ＋
 3

0 
　

－
 2

0
－

 3
0

導
流

壁
等

 ＋
 1

0
0
 　

－
 6

5
－

 1
00

導
流

壁
、

エ
プ

ロ
ン

部

2.
―

護
床

ブ
ロ

ッ
ク

(異
形

ブ
ロ

ッ
ク

)

13
1.

±
 2

0
0

－
 3

0
0

捨
石

工

消
波

ブ
ロ

ッ
ク

±
 2

0
0

－
 3

00

海 岸 河 川 工 事

①
基

準
高

（Ｖ
）

②
面

積
（
Ａ

）

③
厚

さ
（Ｔ

）

①
基

準
高

（Ｖ
）

②
幅

（Ｂ
）

工
　

　
種

項
　

目
管

理
基

準
値

（m
m

）

［参
考

］
規

格
値

（m
m

）

④
高

さ
（Ｈ

）

頭 首 工 工 事
②

幅
（Ｂ

）

⑤
長

さ
（Ｌ

）

捨
石

工
は

特
別

仕
様

書
に

よ
る

捨
石

工
は

特
別

仕
様

書
に

よ
る

捨
石

工
は

特
別

仕
様

書
に

よ
る

捨
石

工
は

特
別

仕
様

書
に

よ
る

±
 1

0
0

±
 1

50

－
 0

.2
%

摘
　

要
構

造
図

に
朱

記
、

併
記

す
る

も
の

①
基

準
高

（Ｖ
）

±
 2

0
±

 3
0

管
　

理
　

方
　

式

―
構

造
図

の
寸

法
表

示
箇

所
を

測
定

す
る

。
構

造
図

に
朱

記
、

併
記

す
る

こ
と

が
困

難
な

も
の

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
高

さ
、

長
さ

基
準

高
、

幅
で

2
0点

未
満

の
も

の

左
記

の
も

の
で

20
点

以
上

の
も

の

基
準

高
に

つ
い

て
は

、
施

工
面

積
1
00

㎡
に

つ
き

1箇
所

に
割

合
で

測
定

す
る

。
上

記
未

満
は

2箇
所

測
定

す
る

。

測
定

基
準

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図

左
記

の
も

の
で

箇
所

単
位

の
も

の

左
記

の
も

の
で

20
点

以
上

の
も

の

基
準

高
で

20
点

未
満

の
も

の

基
準

高
、

幅
に

つ
い

て
は

、
施

工
延

長
お

お
む

ね
50

ｍ
に

つ
き

1箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
上

記
未

満
は

2箇
所

測
定

す
る

。
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1．  段

切
り

③
幅

　
　

　
（Ｗ

）

　
　

　
（Ｗ

2
）

2.  堤
体

工

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
摘

　
要

①
基

準
高

（V
）

工
　

　
種

項
　

目
測

定
基

準

管
　

理
　

方
　

式

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

管
理

基
準

値
（m

m
）

［
参

考
］

規
格

値
（m

m
）

±
 6

5
±

 1
00

た め 池 改 修 工 事

②
堤

幅
（
Ｗ

）

線
的

な
も

の
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

お
お

む
ね

20
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
上

記
未

満
は

２
箇

所
測

定
す

る
。

④
施

工
延

長

③
法

長
（
Ｌ

）

－
 2

00

②
高

さ
（Ｈ

）
±

 6
5

±
 1

00
施

工
延

長
お

お
む

ね
2
0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

測
定

す
る

。
上

記
未

満
は

２
箇

所
測

定
す

る
。

基
準

高
、

高
さ

、
幅

で
2
0点

未
満

の
も

の

左
記

の
も

の
で

20
点

以
上

の
も

の

―

１
．

刃
金

土
の

幅
は

盛
土

高
１

ｍ
毎

に
管

理
す

る
。

２
．

測
定

は
原

則
と

し
て

、
水

平
距

離
と

す
る

が
、

法
長

の
場

合
は

斜
距

離
と

す
る

。
３

．
出

来
形

測
定

と
写

真
は

同
一

箇
所

で
行

う
。

４
．

出
来

形
図

は
横

断
図

面
を

利
用

し
て

作
成

す
る

。

①
基

準
高

（Ｖ
）

基
準

高
、

堤
幅

、
法

長
で

2
0

点
未

満
の

も
の

左
記

の
も

の
で

20
点

以
上

の
も

の

左
記

の
も

の
で

箇
所

単
位

の
も

の

 ＋
 3

00
  

 －
 1

0
0

 ＋
 1

0
0 

  
 －

 5
0

－
 1

50

－
 7

5

±
 6

5
±

 1
00

－
 1

00

－
 6

5
－

 1
00

-6
5

天
端

幅
、

小
段

幅
等

刃
金

土

+ 
 3

00
　

　
- 

 0

W
W

W

W
2

H

H

H
▽

Ｖ

▽
Ｖ
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3.  洪

水
吐

工

直
線

部
±

 3
5

直
線

部
±

 5
0

曲
線

部
±

 6
5

曲
線

部
±

 1
00

直
線

部
±

 1
3

直
線

部
±

 2
0

曲
線

部
±

 2
0

曲
線

部
±

 3
0

⑦
施

工
延

長

　
(又

は
長

さ
)

4. 樋
管

工

直
線

部
±

 3
5

直
線

部
±

 5
0

曲
線

部
±

 6
5

曲
線

部
±

 1
00

工
　

　
種

項
　

目
測

定
基

準

管
　

理
　

方
　

式

⑤
中

心
線

の
ズ

レ
  

  
  

  
  

  
  

  
 （

ｅ
）

⑥
ス

パ
ン

長
（Ｌ

）

①
基

準
高

（Ｖ
）

②
幅

（Ｂ
）

③
厚

さ
（Ｔ

）

④
高

さ
（Ｈ

）

た め 池 改 修 工 事

同
上

付
帯

構
造

物
(土

砂
吐

ゲ
ー

ト
等

)

⑤
中

心
線

の
ズ

レ
  

  
  

  
  

  
  

 （
ｅ
）

⑥
施

工
延

長

①
基

準
高

（Ｖ
）

 ＋
 2

0
　

 －
 1

3

管
理

基
準

値
（m

m
）

［
参

考
］

規
格

値
（m

m
）

②
幅

（Ｂ
）

1．
基

準
高

（
Ｖ

）
は

管
底

を
原

則
と

す
る

。
2．

プ
レ

キ
ャ

ス
ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

品
使

用
の

場
合

で
あ

る
。

３
．

斜
樋

等
付

帯
構

造
物

は
「１

共
通

工
事

 8
.コ

ン
ク

リ
ー

ト
付

帯
構

造
物

」に
準

ず
る

。
た

だ
し

、
基

準
高

(Ｖ
)は

、
取

水
孔

（ゲ
ー

ト
中

心
）
の

標
高

と
し

、
高

さ
(Ｈ

)は
斜

面
直

角
方

向
と

す
る

。

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
摘

　
要

④
高

さ
（Ｈ

）

±
 3

0

③
厚

さ
（Ｔ

）

±
 2

0
±

 3
0

±
 2

0
±

 3
0

±
 1

3
±

 2
0

±
 3

0
±

 2
0

－
1
50

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
高

さ
、

中
心

線
の

ズ
レ

で
20

点
未

満
の

も
の

及
び

施
工

延
長

左
記

の
も

の
で

20
点

以
上

の
も

の

箇
所

単
位

の
構

造
物

に
つ

い
て

、
基

準
高

、
幅

、
厚

さ
、

高
さ

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
高

さ
、

中
心

線

の
ズ

レ
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

10
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

ジ
ョ
イ

ン
ト
間

隔
に

つ
い

て
は

、
1
本

毎

に
測

定
す

る
。

箇
所

単
位

の
も

の
に

つ
い

て
は

適
宜

構
造

物
の

寸
法

表
示

箇
所

を
測

定
す

る
。

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
高

さ
、

中
心

線
の

ズ
レ

、
ジ

ョ
イ

ン
ト
間

隔
で

20
点

未
満

の
も

の

左
記

の
も

の
で

20
点

以
上

の
も

の

箇
所

単
位

の
構

造
物

に
つ

い
て

、
基

準
高

、
幅

、
厚

さ
、

高
さ

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
高

さ
、

中
心

線

の
ズ

レ
に

つ
い

て
は

施
工

延
長

１
ス

パ

ン
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

箇
所

単
位

の
も

の
に

つ
い

て
は

適
宜

構
造

図
の

寸
法

表
示

箇
所

を
測

定
す

る
。

－
 2

0
 ±

 1
3

－
 1

50

－
 2

0

 ±
 2

0

 ＋
 2

0
　

 －
 1

3
－

 2
0
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1.

①
樹

高

 植
栽

工
②

目
通

周

③
葉

張
り

④
数

量

⑤
客

土
及

び
肥

料

16
1.  路

盤
工

2. 表
層

ブ
ロ

ッ
ク

 5
0ｍ

未
満

-
 1

00

工
　

　
種

項
　

目
測

定
基

準

管
　

理
　

方
　

式

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

イ ン タ ー ロ ッ キ ン グ （ 歩 道 舗 装 ）植 栽 工 事

②
平

坦
（
◇

）

③
延

長
（
Ｌ

）

②
幅

（Ｂ
）

③
厚

さ
（Ｔ

）

①
幅

（Ｂ
）

設
計

値
以

上

設
計

値
以

上

 ＋
 2

0
　

　
－

 1
3

 ＋
 2

0
　

　
－

 1
3

 ＋
 1

5
　

－
 1

0

 ＋
 2

0
　

－
 1

3

 ±
 3

－
 0

.2
％

、

 た
だ

し
延

長

①
基

準
高

（Ｖ
）

 ±
 2

0

 －
 2

0

 －
 1

5

 －
 2

0

延
長

50
ｍ

に
つ

き
1箇

所
の

割
で

測
定

す
る

。
表

層
工

の
厚

さ
は

ブ
ロ

ッ
ク

の
厚

さ
と

し
、

平
坦

性
は

隣
接

す
る

ブ
ロ

ッ
ク

と
の

段
差

と
す

る
。

基
準

高
、

幅
で

20
点

未
満

の
も

の

左
記

の
も

の
で

20
点

以
上

の
も

の

左
記

の
も

の
で

箇
所

単
位

の
も

の

測
　

定
　

箇
　

所
　

標
　

準
　

図
摘

　
要

管
理

基
準

値
（m

m
）

［
参

考
］

規
格

値
（m

m
）

設
計

値
以

上
樹

高
、

葉
張

り
　

高
、

中
木

は
2
0本

に
つ

き
　

1本
、

低
木

は
50

株
に

つ
き

　
1株

の
割

で
実

測
す

る
。

数
量

　
樹

種
ご

と
に

高
、

中
木

は
全

　
数

を
、

低
木

は
抽

出
に

よ
り

　
数

量
の

確
認

を
行

う
。

設
計

値
以

上

設
計

値
以

上
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1
50
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5
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8
0
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5
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10
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1
0
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5
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00
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5
0

2
50
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6
2

3
00

50
7
5

3
50

58
8
7

4
00

66
1
0
0

6
6

1
00

4
50

66
1
0
0

6
6

1
00

5
00

66
1
0
0

6
6

1
00

5
50

―
―

6
6

1
00

6
00

66
1
0
0

6
6

1
00

7
00

66
1
0
0

6
6

1
00

8
00

66
1
0
0

6
6

1
00

6
6

10
0

9
00

6
6

1
00

―
―

1
,0

0
0

6
6

10
0

66
1
0
0

1
,2

0
0

66
1
0
0

1
,5

0
0

66
1
0
0

1
,8

0
0

66
1
0
0

2
,0

0
0

66
1
0
0

2
,5

0
0

66
1
0
0

3
,0

0
0

66
1
0
0

杭
　

　
径

管
理

基
準

値
管

理
基

準
値

管
理

基
準

値
規

　
格

　
値

（
参

考
）

規
　

格
　

値

（
単

位
：m

m
）

（
参

考
）

（参
考

）

規
　

格
　

値

（
参

考
）

規
　

格
　

値
管

理
基

準
値

木
　

　
　

　
　

杭
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

鋼
　

　
管

　
　

杭
場

　
所

　
打

　
杭
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鉄
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ト
間

隔
管
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値

1
5
0

+
1
3

0
+
2
0
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+
1
1
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1
5
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+
2
3
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1
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0
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＋
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＋
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＋
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+
2
7

＋
5

+
3
8

＋
5

6
0
0

+
1
5

0
+
2
3

0
+
1
3

0
+
1
9

0
+
2
9

0
2
,8

0
0

5
+
2
7

＋
5

+
3
8

＋
5

7
0
0

+
1
4

0
+
2
1

0
+
1
2

0
+
1
9

0
+
2
9

0
3
,0

0
0

5
+
2
7

＋
5

+
3
8

＋
5

8
0
0

+
1
6

0
+
2
4

0
+
1
3

0
+
1
9

0
+
2
9

0

9
0
0

+
1
7

0
+
2
6

0
+
1
5

0
+
1
9

0
+
2
9

0

1
,0

0
0

+
2
1

0
+
3
2

0
+
1
8

0

1
,1

0
0

+
2
2

0
+
3
3

0
+
1
9

0

1
,2

0
0

+
2
3

0
+
3
5

0
+
2
1

0

1
,3

5
0

+
2
4

0
+
3
7

0
+
2
2

0

注
）

１
．

管
理

基
準

値
は

接
合

時
の

値
で

あ
り

、
４

箇
所

の
平

均
値

と
す

る
。

２
．

（
参

考
）
規

格
値

は
埋

戻
後

の
値

で
あ

り
、

原
則

と
し

て
４

箇
所

の
う

ち
１

箇
所

で
も

こ
の

値
を

超
え

て
は

な
ら

な
い

。

３
．

接
合

時
の

測
定

は
、

原
則

と
し

て
管

の
内

か
ら

測
定

す
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

呼
び

径
7
0
0
 ㎜

以

下
の

場
合

は
、

管
の

外
か

ら
確

認
し

て
も

よ
い

。
ま

た
、

埋
戻

後
の

測
定

は
、

原
則

と
し

て
呼

び
径

7
0
0

㎜
以

下
の

測
定

は
必

要
な

い
。

　
な

お
、

「
埋

戻
後

」
と

は
、

特
に

指
示

の
な

い
限

り
、

舗
装

（
表

層
、

上
層

路
盤

、
下

層
路

盤
）
を

除
い

た
埋

戻
完

了
時

点
と

す
る

。

４
．

標
準

値
は

目
地

処
理

の
た

め
施

工
上

必
要

な
、

本
来

開
く

べ
き

ジ
ョ
イ

ン
ト
間

隔
値

を
示

し
て

い
る

。

規
格

値
及

び
管

理
基

準
値

は
下

図
に

示
す

位
置

を
測

定
す

る
も

の
と

す
る

。

５
．

管
の

外
面

か
ら

測
定

す
る

場
合

の
測

定
位

置
は

、
管

水
路

ジ
ョ
イ

ン
ト
間

隔
測

定
結

果
一

覧
表

(様
式

5

－
1
）
に

示
す

ab
cd

と
す

る
。

－ －

呼
び

径
(㎜

)
７

管
水

路
工

事

（
参

考
）
規

格
値

良
質

地
盤

７
管

水
路

工
事

軟
弱

地
盤

管
理

基
準

値

JI
S
　

Ａ
　

5
3
7
2
　

Ｒ
Ｃ

管
（
Ｂ

形
管

）

(単
位

:㎜
)　

(単
位

:㎜
)　

－

－ － － －

JI
S
　

A
　

5
3
7
2
　

R
C

管
（
N

C
形

管
）

呼
び

径
(㎜

)
（
参

考
)規

格
値

標
準

値
管

理
基

準
値

JI
S
　

A
　

5
3
7
2
　

R
C

管
（
N

B
形

管
）

管
理

基
準

値
（
参

考
)規

格
値

－

Ｖ - 43



別
表

ウ
　

管
水

路
（
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
）
ジ

ョ
イ

ン
ト

間
隔

管
理

基
準

値

標
準

値

75
＋

14
0

＋
1
9

0
＋

11
0

＋
16

0
＋

1
1

0
＋

1
6

0
―

―
―

―
―

10
0

＋
14

0
＋

19
0

＋
1
1

0
＋

1
6

0
＋

1
1

0
＋

17
0

―
―

―
―

―

15
0

＋
14

0
＋

19
0

＋
1
1

0
＋

1
6

0
＋

1
1

0
＋

18
0

―
―

―
―

―

20
0

＋
14

0
＋

19
0

＋
1
0

0
＋

1
4

0
＋

1
0

0
＋

16
0

―
―

―
―

―

25
0

＋
14

0
＋

19
0

＋
1
0

0
＋

1
4

0
＋

1
0

0
＋

14
0

―
―

―
―

―

30
0

＋
14

0
＋

19
0

＋
1
6

0
＋

2
4

0
―

―
―

―
―

―
―

―
―

35
0

＋
22

0
＋

31
0

＋
1
6

0
＋

2
4

0
―

―
―

―
―

―
―

―
―

40
0

＋
22

0
＋

31
0

＋
1
6

0
＋

2
4

0
―

―
―

―
―

―
―

―
―

45
0

＋
22

0
＋

31
0

＋
1
6

0
＋

2
4

0
―

―
―

―
―

―
―

―
―

50
0

＋
22

0
＋

31
0

＋
2
0

0
＋

3
0

0
―

―
―

―
―

―
―

―
―

60
0

＋
22

0
＋

31
0

＋
2
0

0
＋

3
0

0
―

―
―

―
―

―
―

―
―

70
0

＋
22

0
＋

31
0

＋
2
0

0
＋

3
0

0
―

―
―

―
10

5
＋

23
-5

＋
32

-5

80
0

＋
22

0
＋

31
0

＋
2
0

0
＋

3
0

0
―

―
―

―
10

5
＋

23
-5

＋
32

-5

90
0

＋
22

0
＋

31
0

＋
2
5

0
＋

4
0

0
―

―
―

―
10

5
＋

23
-5

＋
32

-5

1,
00

0
＋

2
5

0
＋

36
0

＋
25

0
＋

4
0

0
―

―
―

―
10

5
＋

23
-5

＋
33

-5

1,
10

0
＋

2
5

0
＋

36
0

＋
25

0
＋

4
0

0
―

―
―

―
10

5
＋

23
-5

＋
33

-5

1,
20

0
＋

2
5

0
＋

36
0

＋
25

0
＋

5
0

0
―

―
―

―
10

5
＋

23
-5

＋
33

-5

1,
35

0
＋

2
5

0
＋

36
0

＋
25

0
＋

5
0

0
―

―
―

―
10

5
＋

23
-5

＋
35

-5

1,
50

0
＋

2
5

0
＋

36
0

＋
25

0
＋

6
0

0
―

―
―

―
10

5
＋

23
-5

＋
35

-5

1,
60

0
＋

2
5

0
＋

40
0

＋
25

0
＋

7
0

0
―

―
―

―
11

5
＋

24
-5

＋
33

-5

1,
65

0
＋

2
5

0
＋

45
0

＋
25

0
＋

7
0

0
―

―
―

―
11

5
＋

24
-5

＋
33

-5

1,
80

0
＋

2
5

0
＋

45
0

＋
25

0
＋

8
0

0
―

―
―

―
11

5
＋

24
-5

＋
33

-5

2,
00

0
＋

2
5

0
＋

50
0

＋
25

0
＋

9
0

0
―

―
―

―
11

5
＋

24
-5

＋
36

-5

2,
10

0
＋

2
5

0
＋

55
0

―
―

―
―

―
―

―
―

11
5

＋
24

-5
＋

36
-5

2,
20

0
＋

2
5

0
＋

55
0

―
―

―
―

―
―

―
―

11
5

＋
24

-5
＋

36
-5

2,
40

0
＋

2
5

0
＋

60
0

―
―

―
―

―
―

―
―

11
5

＋
24

-5
＋

36
-5

2,
60

0
＋

2
5

0
＋

70
0

―
―

―
―

―
―

―
―

13
0

＋
24

-5
＋

36
-5

注
）

１
．

管
理

基
準

値
は

接
合

時
の

値
で

あ
り

、
４

箇
所

の
平

均
値

と
す

る
。

２
．

（参
考

）
規

格
値

は
埋

戻
後

の
値

で
あ

り
、

原
則

と
し

て
４

箇
所

の
う

ち
１

箇
所

で
も

こ
の

値
を

超
え

て
は

な
ら

な
い

。
Ｋ

型
管

３
．

接
合

時
の

測
定

は
、

原
則

と
し

て
管

の
内

か
ら

測
定

す
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

呼
び

径
70

0㎜
以

下
の

場
合

は
管

の
外

か
ら

確
認

し
て

も
よ

い
。

　
　

ま
た

、
埋

戻
後

の
測

定
は

、
原

則
と

し
て

呼
び

径
8
00

㎜
以

上
に

適
用

す
る

。
　

　
　

な
お

、
「埋

戻
後

」
と

は
、

特
に

指
示

が
な

い
限

り
、

舗
装

（表
層

、
上

層
路

盤
、

下
層

路
盤

）
を

除
い

た
埋

戻
完

了
時

点
と

す
る

。
4．

管
の

外
面

か
ら

測
定

す
る

場
合

の
測

定
位

置
は

、
管

水
路

ジ
ョ
イ

ン
ト
間

隔
測

定
結

果
一

覧
表

（
様

式
5－

1
）に

示
す

ab
cd

と
す

る
。

５
．

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

の
う

ち
、

K
形

管
・
T

形
管

の
ジ

ョ
イ

ン
ト
間

隔
測

定
位

置
及

び
U

形
管

の
標

準
値

は
右

図
ｙ
寸

法
で

あ
る

。
　

　
Ｙ

の
測

定
位

置
は

、
鋳

鉄
層

と
モ

ル
タ

ル
ラ

イ
ニ

ン
グ

層
の

境
界

部
を

目
安

と
す

る
。

Ｔ
型

管
６

．
JD

P
A

 G
 1

0
27

（農
業

用
水

用
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
）
の

呼
び

径
は

以
下

の
と

お
り

。
　

　
　

・T
形

及
び

T
形

用
継

ぎ
輪

：3
00

～
2,

00
0、

K
形

：3
00

～
2
,6

0
0

　
　

JD
P
A

 G
 1

02
9
（推

進
工

法
用

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

）の
呼

び
径

は
以

下
の

と
お

り
。

　
　

　
・T

形
：2

50
～

70
0、

U
形

：8
0
0
～

2
,6

00
　

　
JD

P
A

 G
 1

02
7
（農

業
用

水
用

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

）の
T

形
用

継
ぎ

輪
の

ジ
ョ
イ

ン
ト
間

隔
は

、
JI

S
 G

 5
5
2
7（

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
異

形
管

）の
Ｋ

形
に

　
　

準
じ

る
。

Ｕ
形

管

７
．

JI
S
 G

 5
52

7（
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

異
形

管
）の

K
形

、
U

形
の

ジ
ョ
イ

ン
ト
間

隔
は

、
JI

SG
 5

5
26

（
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
）の

K
形

、
U

形
に

準
じ

る
。

８
．

標
準

値
は

継
手

構
造

上
、

本
来

開
く

べ
き

ジ
ョ
イ

ン
ト
間

隔
値

を
示

し
て

お
り

、
規

格
値

及
び

管
理

基
準

値
は

標
準

値
に

対
す

る
値

を
示

し
て

い
る

。

７
管

水
路

工
事

　
K

形
７

管
水

路
工

事
　

T
形

（直
管

）
７

管
水

路
工

事
 T

形
（
異

形
管

）

JI
S
 G

 5
52

6・
55

27
 及

び
JD

P
A

 G
 1

02
7

JI
S 

G
 5

5
26

・
5
52

7
 及

び
JD

P
A

 G
 1

02
7・

10
29

JI
S 

G
 5

5
26

・
5
52

7
 及

び
JD

P
A

 G
 1

02
7
・1

02
9

(単
位

:㎜
)　

呼
び

径
(㎜

)

規
格

管
理

基
準

値

JI
S 

G
 5

5
26

・
55

27
 及

び
JD

P
A

 G
 1

02
9

７
管

水
路

工
事

　
U

形

(参
考

)規
格

値
管

理
基

準
値

(参
考

)規
格

値
管

理
基

準
値

(参
考

)規
格

値
(参

考
)規

格
値

管
理

基
準

値 ｙ

ｙ
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別
表

エ
　

管
水

路
（
強

化
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
複

合
管

）
ジ

ョ
イ

ン
ト

間
隔

管
理

基
準

値

2
0
0

0
＋

1
0

0
＋

3
3

0
＋

2
2

0

2
5
0

0
＋

1
0

0
＋

3
3

0
＋

2
2

0

3
0
0

0
＋

1
0

0
＋

3
8

0
＋

2
5

0

3
5
0

0
＋

1
0

0
＋

3
8

0
＋

2
5

0

4
0
0

0
＋

1
0

0
＋

4
3

0
＋

2
8

0

4
5
0

0
＋

1
0

0
＋

4
3

0
＋

2
8

0

5
0
0

0
＋

1
5

0
＋

5
3

0
＋

3
5

0

6
0
0

0
＋

1
5

0
＋

5
3

0
＋

3
5

0

7
0
0

0
＋

1
5

0
＋

5
3

0
＋

3
5

0

8
0
0

0
＋

1
5

0
＋

5
3

0
＋

3
5

0

9
0
0

0
＋

1
5

0
＋

5
3

0
＋

3
5

0

1
,0

0
0

0
＋

2
0

0
＋

5
3

0
＋

3
5

0

1
,1

0
0

0
＋

2
0

0
＋

5
3

0
＋

3
5

0

1
,2

0
0

0
＋

2
0

0
＋

5
3

0
＋

3
5

0

1
,3

5
0

0
＋

2
0

0
＋

5
3

0
＋

3
5

0

1
,5

0
0

0
＋

2
0

0
＋

5
3

0
＋

3
5

0

1
,6

5
0

0
＋

2
5

0
＋

8
0

0
＋

5
3

0

1
,8

0
0

0
＋

2
5

0
＋

8
0

0
＋

5
3

0

2
,0

0
0

0
＋

2
5

0
＋

9
5

0
＋

6
3

0

2
,2

0
0

0
＋

2
5

0
＋

9
5

0
＋

6
3

0

2
,4

0
0

0
＋

2
5

0
＋

1
1
3

0
＋

7
5

0

2
,6

0
0

0
＋

2
5

0
＋

1
1
3

0
＋

7
5

0

2
,8

0
0

0
＋

2
5

0
＋

1
2
8

0
＋

8
5

0

3
,0

0
0

0
＋

2
5

0
＋

1
2
8

0
＋

8
5

0

注
）

１
．

管
理

基
準

値
は

接
合

時
の

値
で

あ
り

、
４

箇
所

の
平

均
値

と
す

る
。

２
．

（
参

考
）
規

格
値

は
埋

戻
後

の
値

で
あ

り
、

原
則

と
し

て
４

箇
所

の
う

ち
１

箇
所

で
も

こ
の

値
を

超
え

て
は

な
ら

な
い

。

３
．

測
定

は
、

原
則

と
し

て
管

の
内

か
ら

測
定

す
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

呼
び

径
7
0
0
㎜

以
下

の
場

合
は

、
管

の
外

か
ら

確
認

し
て

も
よ

い
。

　
　

ま
た

、
埋

戻
後

の
測

定
は

、
原

則
と

し
て

呼
び

径
８

０
０

ｍ
ｍ

以
上

に
適

用
す

る
。

　
　

な
お

、
「
埋

戻
後

」
と

は
、

特
に

指
示

が
な

い
限

り
、

舗
装

（
表

層
、

上
層

路
盤

、
下

層
路

盤
）
を

除
い

た
埋

戻
完

了
時

点
と

す
る

。

４
．

管
の

外
面

か
ら

測
定

す
る

場
合

の
測

定
位

置
は

、
管

水
路

ジ
ョ

イ
ン

ト
間

隔
測

定
結

果
一

覧
表

（
様

式
５

－
１

）
に

示
す

ａ
ｂ
ｃ
ｄ
と

す
る

。

5
．

継
手

部
の

標
準

断
面

は
右

図
の

と
お

り
で

あ
り

、
標

準
値

は
図

の
寸

法
ｙ
で

あ
る

。
な

お
。

基
準

線
に

対
し

抜
け

出
し

側
を

（
＋

）
と

す
る

。

6
．

測
定

値
は

、
受

口
部

長
の

製
品

誤
差

に
よ

り
マ

イ
ナ

ス
と

な
る

場
合

が
あ

る
。

(単
位

:㎜
)　

（
参

考
）
規

格
値

良
質

地
盤

軟
弱

地
盤

規
格

呼
び

径
(㎜

)

JI
S
 A

 5
3
5
0

標
準

値
管

理
基

準
値

B
形

　
、

C
形

　
及

び
　

T
形

基
準

線

基
準

線

基
準

線

基
準

線

基
準

線

基
準

線

T
形

+
ｙ

受
口

部

標
線

挿
口

部
+
ｙ

C
形

+
ｙ

受
口

部

標
線

挿
口

部
+
ｙ

挿
口

部

+
ｙ

+
ｙ

受
口

部

Ｂ
形 標

線
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別表オ　放射線透過試験による点検の項目と判定基準
（ＪＩＳ　Ｚ　3050　Ａ基準　準拠）

項　　目 判　　　定　　　基　　　準

( 1) ルートの溶込み
　不良

目違いのない部分の溶込み不良は、１個の長さ20mm以下、連続した溶接長300mm当たり
合計長さ25mm以下を合格とする。

( 2) 目違いによる溶込
　み不良

ルートの片側の角が露出している（又は溶融されていない）とき、１個の長さ40mm以下、連
続した溶接長300mm当たり合計長70mm以下を合格とする。

( 3) 内面へこみ
内面へこみは、その部分の写真濃度がこれに接する母材部分の写真濃度を超えない場合
は長さに関係なく合格とするが、超える場合には（5）の溶落ちと同様に取り扱う。

( 4) 融合不良
母材と溶接金属との間の融合不良は、１個の長さ20mm以下、連続した溶接長300mm当た
り合計長さ25mm以下を合格とする。溶接パス間の融合不良は、１個の長さ20mm以下、連
続した溶接長300mm当たり合計長さ30mm以下を合格とする。

( 5) 溶落ち
溶落ちは、いかなる方向に測った寸法も１個につき６㎜又は管の肉厚のいずれか小さい方
を超えることなく、連続した溶接長300 ㎜当たり最大寸法の合計長さ12mm以下を合格とす
る。

( 6) 細長いスラグ巻
　込み

細長いスラグ巻込みは、１個の長さ20mm以下、幅1.5mm以下、連続した溶接長300mm当
たり合計長さ30mm以下を合格とする。平行に並んだスラグ巻込みは、その間隔が１mmを
超えていればそれぞれ独立したきずとみなす。

( 7) 孤立したスラグ
　巻込み

孤立したスラグ巻込みは、１個の長さ６mm以下、幅３mm以下、連続した溶接長300mm当た
り合計長さ12mm以下を合格とする。

( 8) タングステン巻
　込み

タングステン巻込みは、ＪＩＳ Ｚ 3104 付属書４の第４種のきずの像の分類の４類以外を合格
とする。

( 9) ブローホール及
　びこれに類する丸
　みを帯びたきず

ブローホール及びこれに類する丸みを帯びたきずは、ＪＩＳ Ｚ3104 付属書４の第１種のきず
の像の分類の４類以外を合格とする。

(10) 虫状気孔
虫状気孔（パイプ）は、ＪＩＳ Ｚ 3104 付属書４の第２種のきずの像の分類の４類以外を合格
とする。

(11) 中空ビード
中空ビードは、１個の長さ10mm以下、連続した溶接長300mm当たり合計長さ50mm以下
で、長さ６mmを超えるものは、50mm以上離れていなければならない。

(12) 割れ 割れは、すべて不合格とする。

(13) きずの集積
(1)から(11)までに掲げるきずの長さの和が管の円周長さの8％以下で、かつ、連続した溶
接長300mm当たり50mm以下を合格とする。ただし(2)に掲げるきずを除く。

(14) アンダカット
内面のアンダカットは、１個の長さは50mm、合計長さは管の円周長さの15％を超えてはな
らない。

(15) きずの写真濃度
（a）透過写真上の大きさで合格するきずでも、写真濃度が母材部の写真濃度より著しく高
い場合には、不合格とする。
（b）内面のビードの写真濃度が著しく低い場合には、不合格とする。

Ｖ - 46



別表カ　塗覆装の方式及びその厚さ

種　別 塗　覆　装　方　式 最小厚さ（mm）

【内面塗装】 0.5mm以上

「水輸送用塗覆装鋼管ー第４部：内面エポキシ樹脂塗装
　(JIS G 3443-4)」

　溶剤形エポキシ樹脂塗装

【外面塗装】

2.0mm以上

【内面塗装】 0.5mm以上

「水輸送用塗覆装鋼管ー第４部：内面エポキシ樹脂塗装
　(JIS G 3443-4)」

　溶剤形エポキシ樹脂塗装

【外面塗装】 プラスチック系の場合

基　材：1.5mm以上

粘着材：1.0mm以上

　備考１．

　　　2．

直管
テーパ付き直管
異形管

現場溶接部

制水弁室、スラストブロック等貫通部の外面塗覆装は、原則としてプラスチック被覆とする。
なお、スチフナーについても同様とするが、同部の被覆厚さについては規定しない。
ただし、フランジ等外面部でプラスチック被覆の施工ができない場合は水道用液状エポキシ
樹脂塗料塗装とし、塗膜厚0.5mm以上とする。

継手部の外面塗覆装は、「水道用塗覆装鋼管ジョイントコート（WSP 012）」プラスチック系を基本とする。なお、
施工条件等やむを得ない理由により、プラスチック系が使用できない場合は、ゴム系を使用する。ただし、ゴム
系の最小厚さは、1.5mmとする。

(「農業用プラスチック被覆鋼管
(WSP A-101-2009)による）

「水輸送用塗覆装鋼管ー第3部：長寿命形外面プラスチック被覆
　(JIS G 3443-3)」

「水輸送用塗覆装鋼管ジョイントコート(WSP 012-2010)」

(「農業用プラスチック被覆鋼管
(WSP A-101-2009)による）
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．
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．
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す
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。
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。
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．
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．
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す
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す
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す
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。
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．
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す
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。
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．
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．
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。
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．
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す
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。
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す
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。
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．
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0 ｍ
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．
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造
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す
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。
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40
0 ｍ

に
つ
き
１

箇
所

の

割
合

で
撮

影
す
る
。

 

上
記

未
満

は
２
箇
所
撮
影
す
る

。
 

幅
、

高
さ
、
そ
の
他
必
要
箇
所
を
撮
影

す
る

。
 

４
．
道
路
工

 

（
砂
利
道
）

 

幹
線

道
路

は
50

～
10

0 ｍ
に
つ

き
１
箇

所
の
割
合
で
、

支
線

道
路

は
20

0 ～
40

0 ｍ
に
つ
き
１
箇
所
の
割
合

で

撮
影

す
る

。
 

ま
き

出
し
厚
さ
、
転
圧
、
厚
さ
、
幅
、

そ
の

他
必
要
箇
所
を
撮
影

す
る
。
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 別
表

第
２

 
撮

影
記

録
に

よ
る

出
来

形
管
理

 

 

工
 
 
 

種
 

撮
 
影
 
基
 

準
 

撮
 
影
 

箇
 
所

 
撮
 
影
 
方
 
法

 
管
 

理
 

方
 
法

 

３
 

農
 

用
 

地
 

造
 

成
 

工
 

事
 

１
．
耕
起
深
耕

 
お

お
む

ね
１

ha
当

た
り

２
～

３
箇

所
撮

影
す

る
ほ

か
、
つ
ぼ

掘
り
は
２

h
a 

当
た
り
１
箇
所
の
割
合
で

撮

影
す

る
。

 

耕
起

深
、
つ
ぼ
掘
り
を
撮

影
す
る

。
 

 
 

２
．
テ
ラ
ス

 

（
階
段
畑
）

 

テ
ラ

ス
延

長
10

0 ～
20

0 ｍ
に
つ
き
１
箇
所
の
割
合

で

撮
影

す
る

。
 

上
記

未
満

は
２
箇
所
撮
影
す
る

。
 

幅
、

耕
起
幅
、
法
勾
配
、
そ
の
他
必
要

箇
所

を
撮
影
す
る
。

 

３
．
道
路
工

 

（
耕
作
道
）

 

施
工

延
長

お
お
む
ね

10
0～

20
0ｍ

に
つ
き
１

箇
所

の

割
合

で
撮

影
す
る
。

 

幅
、

厚
さ
、
法
勾
配
、
側
溝
幅
を
撮
影

す
る

。
 

４
．
土
壌
改
良

 
お

お
む

ね
２

ha
当

た
り

１
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

 

サ
ン

プ
ル

採
取

中
及

び
試

験
中

の
箇

所
、

そ
の
他
必
要
箇
所
を

撮
影
す

る
。

 

５
．
改
良
山
成

 
測

定
点

２
～

３
箇

所
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
撮

影

す
る

。
 

基
準

高
、
法
勾
配
、
そ
の
他
必
要
箇
所

を
撮

影
す
る
。

 

４
 

農
 

道
 

工
 

事
 

１
．
路
盤
工

 
施

工
延

長
お

お
む

ね
50

～
10

0 ｍ
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す
る
。

 

上
記

未
満

は
２
箇
所
撮
影
す
る

。
 

幅
、

ま
き
出
し
厚
さ
、
転
圧
、
そ
の
他

必
要

箇
所
を
撮
影
す
る
。

 

 
 

２
．

コ
ン

ク
リ
ー
ト

舗
装
工

 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

工
 

上
記

と
同

一
。

 
幅
、

厚
さ
、
そ
の
他
必
要
箇
所
を
撮
影

す
る

。
 

３
．
砂
利
舗
装
工

 
上
記

と
同

一
。

 
幅
、

ま
き
出
し
厚
さ
、
転
圧
、
そ
の
他

必
要

箇
所
を
撮
影
す
る
。

 

４
．
区
画
線

 
区

画
線

施
工

延
長

20
0
ｍ

に
１

箇
所

の
割

合
で

撮
影

す
る

。
 

塗
膜

幅
、
破
線
間
隔
、
側
線
間
隔
、
標

本
板

採
取

状
況

等
に

つ
い

て
撮

影
す

る
。

 

５
 

水
 

路
 

工
 

事
 

１
．
現
場
打
開
水
路

 
お

お
む

ね
２

ス
パ

ン
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
撮

影

す
る

。
 

幅
、

厚
さ
、
高
さ
、
配
筋
、
打
継
目
、

そ
の

他
必
要
箇
所
を
撮
影

す
る
。

 

 
 

２
．
現
場
打
サ
イ
ホ

ン
 

上
記

と
同

一
。

 
上
記

と
同
一
。

 

３
．
現
場
打
暗
渠

 
上
記

と
同

一
。

 
上
記

と
同
一
。

 

４
．

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

大
型
フ
リ
ュ
ー

ム
 

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

Ｌ
形
水
路

 

施
工

延
長

お
お

む
ね

50
～

10
0ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の

割
合

で
撮

影
す
る
。

 

上
記

未
満

は
２
箇
所
撮
影
す
る

。
 

鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
大
型
フ
リ
ュ
ー
ム

に
つ

い
て
は
、
布
設
、
そ
の
他
必
要
箇

所
を

、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
Ｌ
形
水
路

に
つ

い
て
は
、
幅
、
厚
さ
、
布
設
、
そ

の
他

必
要
箇
所
を
撮
影
す

る
。

 

５
．

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
水
路

 

上
記

と
同

一
。

 

   

高
さ
、
そ
の

他
必
要
箇
所
を
撮
影

す
る
。  
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第
２

 
撮

影
記

録
に

よ
る

出
来

形
管
理

 

 

工
 
 
 

種
 

撮
 
影
 
基
 

準
 

撮
 
影
 

箇
 
所

 
撮
 
影
 
方
 
法

 
管
 

理
 

方
 
法

 

６
 

河
 

川
 

及
 

び
 

排
 

水
 

路
 

工
 

事
 

１
．

コ
ン

ク
リ
ー
ト

法
覆
工

 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

法
覆

工
 

施
工

延
長

お
お

む
ね

50
～

10
0 ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の

割
合

で
撮

影
す
る
。

 

上
記

未
満

は
２
箇
所
撮
影
す
る

。
 

幅
、

厚
さ
、
法
長
、
法
勾
配
、
そ
の
他

必
要

箇
所
を
撮
影
す
る
。

 

 
 

２
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ

 

ッ
ク
積
み
水
路

 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト

 

柵
渠

 

上
記

と
同

一
。

 
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
水
路
に
つ

い
て

は
基
礎
関
係
、
裏
込
、
幅
、
高
さ

、

そ
の

他
必
要
箇
所
を
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト

柵
渠
に
つ
い
て
は
、
ア
ー
ム

間
隔
、

柵
板

設
置
、
そ
の
他
必
要
箇
所
を
撮
影

す
る

。
 

３
．
ラ
イ
ニ
ン
グ
水

路
 

連
節
ブ
ロ
ッ
ク

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

マ
ッ

ト
 

上
記

と
同

一
。

 
布
設

、
幅
、
法
長
、
そ
の
他
必
要
箇
所

を
撮

影
す
る
。

 

７
 

管
 

水
 

路
 

工
 

事
 

１
．
管
体
基
礎
工

 

砂
基

礎
及

び
埋

戻
等

 

施
工

延
長

お
お

む
ね

50
～

10
0ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の

割
合

で
撮

影
す
る
。

 

上
記

未
満

は
２
箇
所
撮
影
す
る

。
 

基
礎

、
埋
戻
等
の
厚
さ
、
幅
、
ま
き
出

し
、

締
固
め
状
況
等
を
撮

影
す
る

。
 

 
 

２
．
管
水
路

 

遠
心

力
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
管

 

上
記

と
同

一
。

 
管
布

設
状
況
、
外
観
検
査
、
ジ
ョ
イ
ン

ト
関

係
、
そ
の
他
必
要
箇
所
を
撮
影
す

る
。

 

３
．
管
水
路

 

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

 

強
化

プ
ラ
ス

チ
ッ

ク
複

合
管

 

上
記

と
同

一
。

 
上
記

と
同
一
。

 

４
．
管
水
路

 

（
硬
質

ﾎﾟ
ﾘ塩

化
ﾋﾞ
ﾆﾙ
管
）

 

上
記

と
同

一
。

 
上
記

と
同
一
。

 

５
．
管
水
路

 

（
鋼
管
）

 

上
記

と
同

一
。

 
芯
出

し
据
付
け
状
況
、
溶
接
作
業
、
清

掃
状

況
、
塗
装
、
非
破
壊
検
査
、
ピ
ン

ホ
ー

ル
検
査
、
膜
厚
検
査
、
そ
の
他
必

要
箇

所
を
撮
影
す
る
。

 

膜
厚
検
査
で
塗

膜
厚
の
確
認
が
困
難
な
場
合
は
、
使
用
済
塗
料

空

カ
ン
等
の
撮
影

を
行
う
。

 

 

６
．
管
水
路

 

（
埋
設
と
う
性
管
）

 

た
わ
み
率

 

た
わ

み
量

測
定

箇
所

２
箇
所

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合

で
撮

影
す

る
。

 

た
だ

し
、

測
定

箇
所

が
２
箇

所
の

場
合

は
２

箇
所

と

も
撮

影
す

る
。

 

     

マ
ー

キ
ン
グ
関
係
、
Ｄ

h
 及

び
Ｄ

v 
寸

法
、

そ
の
他
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
撮

影
す

る
。

 

Ｄ
h
及
び
Ｄ

v 
寸
法
の
測
定
状

況
の
ほ
か
、
ス
ケ

ー
ル
目
盛
を

撮

影
す
る
。
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第
２

 
撮

影
記

録
に

よ
る

出
来

形
管
理

 

 

工
 
 
 

種
 

撮
 
影
 
基
 

準
 

撮
 
影
 

箇
 
所

 
撮
 
影
 
方
 
法

 
管
 

理
 

方
 
法

 

７
 

管
 

水
 

路
 

工
 

事
 

７
．
シ
ー
ル
ド
工
事

 

（
一
次
覆
工
）

 

施
工

延
長

お
お

む
ね

50
～

10
0 ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の

割
合

で
撮

影
す
る
。

 

上
記

未
満

は
２
箇
所
撮
影
す
る

。
 

た
わ

み
率

測
定

箇
所

２
箇
所

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合

で
撮

影
す

る
。

 

た
だ

し
、

測
定

箇
所

が
２
箇

所
の

場
合

は
２

箇
所

と

も
撮

影
す

る
。

 

セ
グ

メ
ン
ト
設
置
状
況
、
外
観
検
査
、

Ｄ
h

 及
び
Ｄ

v 
寸
法
、
そ
の
他

必
要
箇

所
を

撮
影
す
る
。

 

Ｄ
h
及
び
Ｄ

v 
寸
法
の
測
定
状

況
の
ほ
か
、
ス
ケ

ー
ル
目
盛
を

撮

影
す
る
。

 

 

８
．
シ
ー
ル
ド
工
事

 

（
二
次
覆
工
）

 

上
記

と
同

一
。

 
管
布

設
状
況
、
外
観
検
査
、
ジ
ョ
イ
ン

ト
関

係
、
Ｄ

h
 及

び
Ｄ

v 
寸
法
、
そ
の

他
必

要
箇
所
を
撮
影
す
る

。
 

上
記
と
同
一
。

 
 

９
．
推
進
工
事

 
上
記

と
同

一
。

 
上
記

と
同
一
。

 
上
記
と
同
一
。

 
 

８
 

橋
 

梁
 

工
 

事
 

１
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト

桁
 

（
ﾎﾟ
ｽ
ﾄﾃ
ﾝ
ｼ
ｮ
ﾝ
桁
）

 

構
造

図
の

寸
法
標
示
箇
所
を
桁

毎
に
撮

影
す

る
。

 
Ｐ
Ｃ

鋼
線
配
置
状
況
、
幅
、
高
さ
、
そ

の
他

必
要
箇
所
を
撮
影
す

る
。

 

 
 

２
．
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト

 

床
版
工

 

幅
に

つ
い

て
は

１
ス

パ
ン
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で

撮
影

す
る

。
 

厚
さ

に
つ
い
て

は
施
工
面
積

お
お
む
ね

30
～

60
㎡

に

つ
き

１
箇

所
の
割
合
で
撮
影
す

る
。

 

上
記

未
満

は
２
箇
所
撮
影
す
る

。
 

配
筋

、
幅
、
厚
さ
、
そ
の
他
必
要
箇
所

を
撮

影
す
る
。

 

３
．
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト

 

高
欄
及
び
地
覆

工
 

上
記

と
同

一
。

 
上
記

と
同
一
。

 

９
 

橋
 

梁
 

下
 

部
 

工
 

事
 

１
．
橋
台
工

 
構
造

図
の

寸
法
標
示
箇
所
を
１

基
毎
に

撮
影

す
る
。

 
基
礎

関
係
、
配
筋
、
天
端
長
、
敷
長
、

敷
幅

、
高
さ
、
控
壁
の
厚
さ
、
そ
の
他

必
要

箇
所
を
撮
影
す
る
。

 

な
お
、
橋
台

沓
部

に
つ
い
て
は
「
１

 共

通
工

事
 

11
.精

度
を
要
す
る
も
の
」
の

項
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

 

 
 

２
．
橋
脚
工

 

張
出
式

 

重
力
式

 

半
重
力
式

 

上
記

と
同

一
。

 

    

基
礎

関
係
、
配
筋
、
天
端
長
、
敷
長
、

天
端

幅
、
敷
幅
、
高
さ
、
そ
の
他
必
要

箇
所

を
撮
影
す
る
。

 

３
．
橋
脚
工

 

ラ
ー
メ
ン
式

 

上
記

と
同

一
。

 
基
礎

関
係
、
配
筋
、
天
端

長
、
天

端
幅
、

中
間

幅
、
基
礎
幅
、
高
さ
、
厚
さ
、
そ

の
他

必
要
箇
所
を
撮
影
す

る
。
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表

第
２

 
撮

影
記

録
に

よ
る

出
来

形
管
理

 

 

工
 
 
 

種
 

撮
 
影
 
基
 

準
 

撮
 
影
 

箇
 
所

 
撮
 
影
 
方
 
法

 
管
 

理
 

方
 
法

 

10
 

法
 

面
 

保
 

護
 

工
 

事
 

１
．
法
面
保
護
工

 
客

土
吹

付
、

植
生

基
材

吹
付

は
、

施
工

面
積

お
お

む

ね
20

0 ～
40

0 ㎡
に

つ
き

１
箇

所
、

そ
の

他
は

1,
00

0

㎡
に

つ
き

１
箇
所
の
割
合
で
撮

影
す
る

。
 

上
記

未
満

は
２
箇
所
撮
影
す
る

。
 

法
面

状
況
、
法
面
清
掃
、
厚
さ
、
金
網

、

植
生

ネ
ッ
ト
張
、
む
し
ろ
張
、
ア
ン
カ

ー
打

込
み
等
必
要
箇
所
を

撮
影
す

る
。

 

 
 

11
 

暗 渠 排 水 工 事
 

１
．
吸
水
渠

 
１
耕

区
当

た
り
１
～
２
箇
所
の

割
合
で

撮
影

す
る
。

 
埋
設

深
、
埋
設
間
隔
、
そ
の
他
必
要
箇

所
を

撮
影
す
る
。

 

 
 

２
．
集
水
渠
（
支
線

）
 

導
水
渠
（
幹
線

）
 

施
工

延
長

お
お

む
ね

50
～

10
0ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の

割
合

で
撮

影
す
る
。

 

埋
設

深
、
そ
の
他
必
要
箇
所
を
撮
影
す

る
。

 

12
 

頭 首 工
 

工 事
 

１
．
本
体

 
構
造

図
の

寸
法
標
示
箇
所
を
撮

影
す
る

。
 

幅
、

厚
さ
、
高
さ
、
長
さ
、
配
筋
、
そ

の
他

必
要
箇
所
を
撮
影
す

る
。

 

 
 

２
．
護
床
ブ
ロ
ッ
ク

 

（
異
形
ブ
ロ
ッ
ク
）

 

施
工
面

積
お
お

む
ね

20
0 

㎡
に

つ
き

１
箇
所

の
割

合

で
撮

影
す

る
。

 

上
記

未
満

は
２
箇
所
撮
影
す
る

。
 

基
礎

地
盤
状
況
、
据
付
け
状
況
、
そ
の

他
必

要
箇
所
を
撮
影
す
る

。
 

13
 

海
 

岸
 

河
 

川
 

工
 

事
 

１
．
捨
石
工

 

消
波
ブ
ロ
ッ
ク

 

施
工

延
長

お
お

む
ね

50
～

10
0ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の

割
合

で
撮

影
す
る
。

 

幅
、

高
さ
、
そ
の
他
必
要
箇
所
を
撮
影

す
る

。
 

 
 

14
 

た
 

め
 

池
 

改
 

修
 

工
 

事
 

１
．
堤
体
工

 
施
工

延
長
お
お

む
ね

20
ｍ

～
40

ｍ
に

つ
き
１
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す
る
。

 

盛
土

幅
員
、
ま
き
出
し
厚
さ
、
転
圧
、

法
長
、
法
面
（
芝

）、
法
勾
配
、
排
水
側

溝
そ

の
他
必
要
箇
所
を
撮

影
す
る

。
 

 
 

２
．
洪
水
吐
工

 
お

お
む

ね
２

ス
パ

ン
に

つ
き

１
箇

所
の

割
合

で
撮

影

す
る

。
 

箇
所

単
位

の
構
造
物
に
つ
い
て

は
適
宜

撮
影

す
る
。

 

床
掘

、
基
礎
、
幅
、
高
さ
、
配
筋
、
打

継
目

、
パ
イ
プ
布
設
、
外
観
検
査
、
ジ

ョ
イ

ン
ト
関
係
、
そ
の
他
必
要
箇
所
を

撮
影

す
る
。

 

３
．
樋
管
工

 

同
上
付
帯
構
造

物
 

（
土
砂
吐
ゲ
ー
ト
等
）

 

施
工

延
長

お
お

む
ね

10
ｍ
に
つ

き
１
箇

所
の

割
合
で

撮
影

す
る

。
 

箇
所

単
位

の
構
造
物
に
つ
い
て

は
適
宜

撮
影

す
る
。

 

床
掘

、
基
礎
、
幅
、
高
さ
、
厚
さ
、
配

筋
、

打
継
目
、
そ
の
他
必
要
箇
所
を
撮

影
す

る
。
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 別
表

第
２

 
撮

影
記

録
に

よ
る

出
来

形
管
理

 

 

工
 
 
 

種
 

撮
 
影
 
基
 

準
 

撮
 
影
 

箇
 
所

 
撮
 
影
 
方
 
法

 
管
 

理
 

方
 
法

 

15
 

植
 

栽
 

工
 

事
 

１
．
植
栽

 
全
数

に
対

し
 

 
高

木
 

20
本
ご
と

 
 
中

木
 

20
本
ご
と

 
 
低

木
 

20
0 株

ご
と

 
 
歩

道
、

緑
化
 
延
長

50
ｍ
ご
と

 

樹
高

、
葉
張
り
、
目
通
り

周
 

 
 

２
．
材
料

 
適
宜

 
客
土

、
施
肥
の
状
況

 

支
柱

、
幹
巻
、
マ
ル
チ
ン
グ
、
剪
定
、

灌
水

等
の
状
況

 

16
 

１
．
路
盤
工

 

表
層

 

施
工

延
長

50
～

10
0 ｍ

に
つ

き
１

箇
所

の
割

合
で

撮

影
す

る
。

 

幅
、

厚
、
平
坦
性

 
 

 

イ ン タ ー ロ ッ キ ン グ  17
 

休
 

憩
 

施
 

設
 

等
 

ベ
ン

チ
、

テ
ー

ブ
ル

、
ス

ツ
ー
ル
、
遊
具
等

 

                    

工
種

毎
 

全
景

、
基
礎
、
塗
装
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 別
表

第
２

 
撮

影
記

録
に

よ
る

出
来

形
管
理

 

 

工
 
 
 

種
 

撮
 
影
 
基
 

準
 

撮
 
影
 

箇
 
所

 
撮
 
影
 
方
 
法

 
管
 

理
 

方
 
法

 

18
 

品
 

質
 

管
 

理
 

１
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト

 
ス
ラ

ン
プ

測
定

 

空
気

量
測

定
 

強
度

試
験

 

塩
化

物
含

有
量
試
験

 

品
質

管
理
基
準
に
基
づ
く
試
験
を
実
施

す
る

毎
に
撮
影
す
る
。

 

試
験
実
施
状
況

 
 

２
．
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

合
材

 
抽
出

試
験

 

骨
材

粒
度

試
験

 

合
材

温
度

測
定

 

マ
ー

シ
ャ

ル
試
験

 

同
 

 
上

 
同
 
 
上

 
 

３
．
路
盤
、
路
床

 
粒
度

試
験

 

支
持

力
測

定
 

密
度

測
定

 

プ
ル

ー
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
測
定

 

同
 

 
上

 
同
 
 
上

 
 

４
．
盛
土
材
料

 
粒
度

試
験

 

突
き

固
め

試
験

 

密
度

試
験

 

支
持

力
測

定
 

同
 

 
上

 
同
 
 
上

 
 

５
．
鋼
橋

 
材
料

試
験

 

高
力

ボ
ル

ト
締
付

 

各
試

験
項
目
毎
に
１
回
。

 

１
橋

に
つ
き
１
回
。

 

同
 
 
上

 

締
付
作
業
状
況

 

 

６
．
Ｐ
Ｃ
橋

 
プ
レ

ス
ト

レ
ス
導
入
状
況

 
主
桁

、
横
桁
、
床
版
毎
に
１
ス
パ
ン
に

つ
き

１
回
。

 

プ
レ
ス
ト
レ
ス

導
入
時

 
 

７
．

監
督

員
の

検
査

を
要

す
る
工
事
材
料

等
 

材
料

試
験

 

材
料

の
確

認
 

試
験

時
に
撮
影
す
る
。

 

規
格

、
外
観
、
現
状
寸
法
の
観
察
及
び

測
定

時
。

 

試
験
実
施
状
況

 

引
張
試
験

 

曲
げ
試
験

 

配
筋
状
況
等

 

 

19
 

そ
 

の
 

他
 

そ
の

他
、

特
に

証
拠

と
し

て
必

要
な

も
の

を
記

録
に

残
す
こ
と
。

 

         

指
定

仮
設

の
出
来
形
を
撮
影
す

る
。

 

監
督

員
立

会
検
査
・
確
認
等
の

状
況
を

撮
影

す
る
。

 

そ
の

他
監

督
員
の
指
示
に
よ
る

。
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別
表

第
３

　
品

質
管

理

１
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト
関

係

工
種

区
分

試
験

（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
管

　
理

　
方

　
式

処
　

　
　

置

(1
)

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
JI

S
 R

 5
2
0
1

１
．

記
録

の
方

法

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

JI
S
 A

 1
1
0
2

高
炉

ス
ラ

グ
粗

骨
材

　
Ｌ

１
．

２
５

 k
g/

ℓ

　
　

〃
粗

骨
材

　
Ｎ

１
．

３
５

 k
g/

ℓ

　
　

〃
細

　
骨

　
材

１
．

４
５

 k
g/

ℓ

絶
乾

密
度

：
２

．
管

理

吸
水

率
：

JI
S
 A

 5
0
0
5

JI
S
 A

 5
0
1
1
-
1

JI
S
 A

 5
0
1
1
-
2

JI
S
 A

 5
0
1
1
-
3

JI
S
 A

 5
0
1
1
-
4

JI
S
 Ａ

 5
0
2
1

１
．

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

量
6
0
0
m

3
に

１
回

。
２

．
採

取
場

所
及

び
材

質
が

変
わ

る
毎

に
１

回
。

生
コ

ン
工

場
で

製
造

す
る

場
合

は
工

場
の

試
験

成
績

書
に

よ
る

。

JI
S
　

Ｒ
　

5
2
1
0
～

5
2
1
4
　

参
照

(コ
ン

ク
リ

ー
ト
用

砕
石

及
び

砕
砂

)

(コ
ン

ク
リ

ー
ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
　

－
第

1
部

：
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

)

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

2
部

：
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
骨

材
)

　 コ ン ク リ ー ト

採
取

場
所

及
び

材
質

が
変

わ
る

毎
に

１
回

。
生

コ
ン

工
場

で
製

造
す

る
場

合
は

工
場

の
試

験
成

績
書

に
よ

る
。

製
造

会
社

の
試

験
成

績
表

に
よ

る
。

た
だ

し
、

３
箇

月
以

上
貯

蔵
し

た
り

、
湿

っ
た

お
そ

れ
の

あ
る

場
合

は
所

定
の

試
験

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

生
コ

ン
工

場
で

製
造

す
る

場
合

は
工

場
の

試
験

成
績

書
に

よ
る

。

（
参

考
）
規

　
格

　
値

コ
ン

ク
リ

ー
ト
標

準
示

方
書

（
施

工
編

）
に

よ
る

２
．

５
 ｇ

/
㎝

3
以

上

３
．

５
 ％

以
下

　
た

だ
し

、
砕

砂
、

高
炉

ス
ラ

グ
細

骨
材

、
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
細

骨
材

、
銅

ス
ラ

グ
細

骨
材

、
電

気
炉

酸
化

ス
ラ

グ
細

骨
材

の
規

格
値

に
つ

い
て

は
、

以
下

の
JI

S
を

適
用

す
る

。

骨
材

の
単

位
容

積
質

量
試

験
JI

S
 A

 1
1
0
4

細
骨

材
の

密
度

及
び

　
　

　
　

　
　

　
　

吸
水

率
試

験
JI

S
 A

 1
1
0
9

(コ
ン

ク
リ

ー
ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
3
部

：
銅

ス
ラ

グ
骨

材
)

(コ
ン

ク
リ

ー
ト
用

再
生

骨
材

Ｈ
)

(コ
ン

ク
リ

ー
ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
4

部
：
電

気
炉

酸
化

ス
ラ

グ
骨

材
)

(1
)コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
ア

ル
カ

リ
総

量
の

抑
制

　
　

ア
ル

カ
リ

量
が

表
示

さ
れ

た
ポ

ル
ト

ラ
ン

ド
セ

メ
ン

ト

　
等

を
使

用
し

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
１

ｍ
3
に

含
ま

れ
る

ア
ル

　
カ

リ
総

量
を

N
a2

O
換

算
で

3
.0

kg
以

下
に

す
る

。

(2
)抑

制
効

果
の

あ
る

混
合

セ
メ

ン
ト

等
の

使
用

　
　

ＪＩ
Ｓ

 Ｒ
 5

2
1
1
 高

炉
セ

メ
ン

ト
に

適
合

す
る

高
炉

　
セ

メ
ン

ト
Ｂ

種
（
ス

ラ
グ

混
合

比
4
0
％

以
上

）
又

は

　
Ｃ

種
、

あ
る

い
は

ＪＩ
Ｓ

 Ｒ
5
2
1
3
 フ

ラ
イ

ア
ッ

シ
ュ

セ

　
メ

ン
ト

に
適

合
す

る
フ

ラ
イ

ア
ッ

シ
ュ

セ
メ

ン
ト

Ｂ
種

　
（
フ

ラ
イ

ア
ッ

シ
ュ

混
合

比
1
6
％

以
上

）
又

は
Ｃ

種
、

　
若

し
く

は
混

和
剤

を
ポ

ル
ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

に
混

入

　
し

た
結

合
材

で
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
効

果
の

　
確

認
さ

れ
た

も
の

を
使

用
す

る
。

１
．

骨
材

の
比

重
、

粒
度

が
設

計
値

に
対

し
て

差
異

が
あ

　
る

場
合

は
さ

ら
に

検
査

の
上

、
配

合
の

変
更

そ
の

他
適

　
切

な
処

置
を

と
る

。

２
．

細
骨

材
の

表
面

水
率

、
塩

化
物

含
有

量
、

ス
ラ

ン
プ

、

　
空

気
量

に
つ

い
て

は
そ

の
測

定
値

の
変

動
状

態
に

よ

　
り

材
料

の
再

調
査

、
配

合
の

再
検

討
、

計
量

機
器

の

　
点

検
そ

の
他

適
切

な
処

置
を

と
る

。

３
．

コ
ン

ク
リ

ー
ト
の

強
度

に
つ

い
て

は
、

管
理

を
慎

重
に

　
行

い
強

度
の

変
動

低
下

を
未

然
に

防
ぐ

よ
う

に
努

め

　
る

。
測

定
値

が
所

定
の

値
に

達
し

な
い

場
合

は
材

料

　
の

品
質

配
合

、
機

械
の

精
度

、
練

り
混

ぜ
方

法
等

を

　
検

査
し

、
適

切
な

処
置

を
と

る
。

４
．

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
つ

い
て

、
次

の
（
１

）

　
及

び
（
２

）
を

優
先

し
た

ア
ル

カ
リ

骨
材

抑
制

対
策

が
行

　
わ

れ
て

い
る

も
の

と
し

、
そ

の
方

法
に

つ
い

て
請

負
者

　
は

監
督

員
に

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。

な
お

、
現

場
練

　
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
つ

い
て

も
、

こ
れ

に
準

じ
る

も
の

と
す

　
る

。
(1

)コ
ン

ク
リ

ー
ト
材

料
に

つ
い

て
は

骨
材

試
験

一

覧
表

に
よ

り
設

計
値

と
比

較
検

討
す

る
。

(2
)塩

化
物

含
有

量
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

圧
縮

強
度

及
び

曲
げ

強
度

に
つ

い
て

は
、

管
理

試
験

記
録

に
よ

り
試

験
値

が
所

定
の

値
に

達
し

て
い

る

か
ど

う
か

を
検

査
し

、
ま

た
、

そ
の

バ
ラ

ツ
キ

を
把

握
す

る
。

(3
)塩

化
物

含
有

量
試

験
に

用
い

る
測

定
器

具

は
、

公
的

機
関

又
は

こ
れ

に
準

ず
る

機
関

が
そ

の
性

能
を

評
価

し
た

も
の

を
用

い
る

。
な

お
、

一

回
の

検
査

に
必

要
な

測
定

回
数

は
４

回
と

し
、

測

定
は

そ
の

平
均

値
に

よ
り

行
う

。

試
験

結
果

は
下

記
に

よ
り

ま
と

め
る

。

(1
)骨

材
の

比
重

及
び

吸
水

率
試

験
、

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

、
骨

材
の

ア
ル

カ
リ

シ
リ

カ
反

応

性
試

験
結

果
は

そ
れ

ぞ
れ

所
定

の
様

式
に

よ
り

取
り

ま
と

め
、

骨
材

試
験

成
績

書
に

記
載

す
る

。

(2
)細

骨
材

の
表

面
水

率
試

験
結

果
は

、
所

定
の

様
式

に
整

理
す

る
。

(3
)塩

化
物

含
有

量
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

、
圧

縮

強
度

及
び

曲
げ

強
度

の
試

験
結

果
は

所
定

の

様
式

に
よ

り
取

り
ま

と
め

、
測

定
値

が
2
0
点

以
上

の
場

合
は

工
程

能
力

図
、

Ｘ
－

Ｒ
ｓ－

Ｒ
ｍ

又
は

Ｘ
－

Ｒ
管

理
図

等
に

よ
り

管
理

し
、

2
0
点

未
満

の

場
合

は
結

果
一

覧
表

に
よ

る
。
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別
表

第
３

　
品

質
管

理

工
種

区
分

試
験

（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
管

　
理

　
方

　
式

処
　

　
　

置

絶
乾

密
度

：

吸
水

率
：

JI
S
 A

 5
0
0
5

JI
S
 A

 5
0
1
1
-
1

JI
S
 A

 5
0
1
1
-
4

JI
S
 Ａ

 5
0
2
1

細
骨

材
 １

）
工

事
開

始
前

３
％

以
下

５
 ％

以
下

３
 ％

以
下

粗
骨

材

１
％

以
下

　 　
１

％
以

下

粗
骨

材
中

の
軟

石
量

試
験

JI
S
 A

 1
1
2
6

５
％

以
下

　
細

骨
材

１
．

０
 ％

以
下

　
粗

骨
材

０
．

２
５

 ％
以

下

JI
S
 A

 5
3
0
8

無
筋

・
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト

０
．

５
 ％

以
下

１
．

０
 ％

以
下

０
．

５
 ％

以
下

　
　

ス
ラ

グ
骨

材
に

は
適

用
し

な
い

砂
の

有
機

不
純

物
量

JI
S
 A

 1
1
0
5

　
細

骨
材

１
０

 ％
以

下

　
粗

骨
材

１
２

 ％
以

下

骨
材

の
微

粒
分

量
試

験
JI

S
 A

 1
1
0
3

無
筋

・
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト

　
　

 舗
装

コ
ン

ク
リ

ー
ト

　
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

表
面

が
す

り
へ

　
　

り
作

用
を

受
け

る
場

合

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

試
験

JI
S
 A

 1
1
3
7

石
炭

・
亜

炭
等

で
比

重
1
.9

5
の

液
体

に
浮

く
も

の

標
準

色
よ

り
薄

い
こ

と

骨
材

の
安

定
性

試
験

JI
S
 A

 1
1
2
2

　 コ ン ク リ ー ト

(1
)

材 料

採
取

場
所

及
び

材
質

が
変

わ
る

毎
に

１
回

。
生

コ
ン

工
場

で
製

造
す

る
場

合
は

工
場

の
試

験
成

績
書

に
よ

る
。

　
　

舗
装

コ
ン

ク
リ

ー
ト

　
　

そ
の

他
の

場
合

　
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト
の

外
観

が
　

　
重

要
な

場
合

粗
骨

材
の

密
度

及
び

　
　

　
　

　
　

吸
水

率
試

験
JI

S
 A

 1
1
1
0

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

JI
S
 A

 1
1
2
1

舗
装

コ
ン

ク
リ

ー
ト
 ３

５
 ％

以
下

　
無

筋
・
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト

（
参

考
）
規

　
格

　
値

２
．

５
 ｇ

/
㎝

3
以

上

３
．

５
 ％

以
下

た
だ

し
、

砕
石

、
高

炉
ス

ラ
グ

粗
骨

材
及

び
電

気
炉

酸
化

ス
ラ

グ
粗

骨
材

に
規

格
値

に
つ

い
て

は
、

以
下

の
JI

S
を

適
用

す
る

。

(コ
ン

ク
リ

ー
ト
用

砕
石

及
び

砕
砂

)

(コ
ン

ク
リ

ー
ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
　

－
第

1
部

：
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

)

(コ
ン

ク
リ

ー
ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
4

部
：
電

気
炉

酸
化

ス
ラ

グ
骨

材
)

(コ
ン

ク
リ

ー
ト
用

再
生

骨
材

Ｈ
)

４
０

 ％
以

下

　 (3
)安

全
と

認
め

ら
れ

る
骨

材
の

使
用

　
  

 請
負

者
の

立
会

い
の

も
と

骨
材

を
採

取
し

、

　
骨

材
の

 ア
ル

カ
リ

シ
リ

カ
反

応
性

試
験

（
化

学

　
法

又
は

モ
ル

タ
ル

バ
ー

法
）
を

行
い

、
そ

の
結

　
果

が
無

害
と

確
認

さ
れ

 た
骨

材
を

使
用

す
る

。

　
　

な
お

、
化

学
法

に
つ

い
て

は
工

事
開

始
前

、

　
工

事
中

１
回

／
６

ヶ
月

か
つ

産
地

が
変

わ
っ

た

　
場

合
に

信
頼

で
き

る
試

験
機

関
で

試
験

を
行

う

　
も

の
と

し
、

ま
た

モ
ル

タ
ル

バ
ー

法
は

試
験

成
績

　
書

に
よ

り
確

認
を

す
る

と
と

も
に

、
JI

S
 A

1
8
0
4
コ

　
ン

ク
リ

ー
ト

生
産

工
程

管
理

用
試

験
法

に
よ

り

　
骨

材
が

無
害

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。

　
　

た
だ

し
、

次
の

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

　
 コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
開

始
日

の
１

ヶ
月

以
内

に
、

愛
知

県
農

林
基

盤
局

等
で

発
注

し
た

他
工

事
の

請
負

者
の

立
会

い
に

よ
る

試
験

結
果

が
あ

る
場

合
は

、
そ

の
試

験
結

果
を

使
用

で
き

る
。

　
 J

IS
に

基
づ

き
６

ヶ
月

ご
と

に
行

う
試

験
を

化
学

法
で

行
う

場
合

は
、

試
験

に
用

い
る

骨
材

の
採

取

に
骨

材
生

産
者

、
生

コ
ン

ク
リ

ー
ト

生
産

者
及

び

請
負

者
が

立
会

え
ば

、
ＪＩ

Ｓ
に

基
づ

く
試

験
結

果

が
使

用
で

き
る

。

　
 な

お
、

こ
の

試
験

結
果

は
１

ヶ
月

以
内

で
あ

れ

ば
他

工
事

で
も

使
用

で
き

る
が

、
こ

の
場

合
、

請

負
者

は
同

一
の

骨
材

生
産

場
所

か
ら

納
入

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

も
の

と
す

る
。

 2
）
工

事
中

１
回

/
6
ヶ

月
か

つ
産

地
が

変
わ

っ
た

　
　

場
合

　
　

そ
の

他
の

場
合

　
　

 舗
装

コ
ン

ク
リ

ー
ト

　
舗

装
コ

ン
ク

リ
ー

ト
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別
表

第
３

　
品

質
管

理

工
種

区
分

試
験

（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
管

　
理

　
方

　
式

処
　

　
　

置

骨
材

の
ア

ル
カ

リ
シ

リ
カ

反
応

性
試

験
JI

S
 A

 1
1
4
5
又

は
1
1
4
6

工
事

開
始

前
工

事
期

間
中

１
回

／
６

ヶ
月

か
つ

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合

配
合

試
験

生
コ

ン
の

場
合

は
工

場
の

配
合

報
告

書
に

よ
る

。

塩
化

物
含

有
量

試
験

JI
S
 A

 1
1
4
4
 若

し
く

は
信

頼
で

き
る

機
関

で
評

価
を

受
け

た
試

験
方

法

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
２

回
／

日
、

そ
の

他
の

場
合

１
回

／
週

・
用

心
鉄

筋
等

を
有

さ
な

い
無

筋
構

造
物

の
場

合
は

　
省

略
で

き
る

。

±
 １

．
０

（
㎝

）

±
 １

．
５

±
 ２

．
５

±
 １

．
５

空
気

量
試

験
JI

S
 A

 1
1
2
8
 他

圧
縮

強
度

試
験

用
供

試
体

採
取

時
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

と
き

　
指

定
値

±
1
.5

％（
参

考
）
規

　
格

　
値

１
．

水
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

、

転
圧

コ
ン

ク
リ

ー
ト
等

の

特
殊

な
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

除
き

、
１

日
当

た
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

種
別

毎
の

使

用
量

が
１

０
０

ｍ
3
以

上

施
工

す
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
を

対
象

と
す

る
。

２
．

エ
ア

メ
ー

タ
ー

法
又

は
こ

れ
と

同
程

度
若

し

く
は

、
そ

れ
以

上
の

精

度
を

有
す

る
測

定
機

器

を
使

用
す

う
も

の
と

し
、

施
工

計
画

書
に

記
載

す
る

と
と

も
に

、
事

前
に

機
器

諸
元

表
、

単
位

水

量
算

定
方

法
を

監
督

職
員

に
提

出
す

る
も

の

と
す

る
。

　
ま

た
使

用
す

る
機

器

は
キ

ャ
リ

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

さ
れ

た
機

器
を

使
用

す

る
も

の
と

す
る

。

０
．

３
 k

g/
ｍ

3
 以

下

　
　

１
０

０
ｍ

3
以

上
の

場
合

：
２

回
／

日
（
午

前
１

回
、

午
後

１
回

）
、

重
要

な
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

び
場

合
は

重
要

度
に

応
じ

て
1
0
0
～

1
5
0
m

3
毎

に

１
回

及
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
と

き
と

し
、

測
定

回
数

が
多

い
方

を
採

用
す

る
。

　
※

対
象

（
重

要
な

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
）
は

、
高

さ
が

５
ｍ

以
上

の
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
擁

壁
（
プ

レ

キ
ャ

ス
ト

製
品

は
除

く
。

）
、

内
空

断
面

が
２

５
ｍ

2

以
上

の
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
カ

ル
バ

ー
ト
類

、
橋

梁

上
・
下

部
工

（
P
C

は
除

く
。

）
、

ト
ン

ネ
ル

及
び

高
さ

が
３

ｍ
以

上
の

堰
・
水

門
・
樋

門
と

す
る

が
、

当
該

事
業

に
お

い
て

重
要

な
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

と

位
置

付
け

ら
れ

る
場

合
は

、
対

象
と

す
る

も
の

と

す
る

。

(1
)

材 料

　 コ ン ク リ ー ト

(2
)

施 工
単

位
水

量
測

定

ス
ラ

ン
プ

試
験

JI
S
 A

 1
1
0
1

圧
縮

強
度

試
験

用
供

試
体

採
取

時
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

と
き

　
２

．
５

ｃ
ｍ

 …
…

…
…

…
…

…

　
５

ｃ
ｍ

 及
び

 ６
．

５
ｃ
ｍ

 …
…

　
８

ｃ
ｍ

 以
上

 １
８

ｃ
ｍ

 以
下

…

　
２

１
ｃ
ｍ

 …
…

…
…

…
…

…

１
．

測
定

し
た

単
位

水
量

が
配

合
設

計
±

１
５

kg
/
m

3

　
の

範
囲

に
あ

る
場

合
は

そ
の

ま
ま

施
工

し
て

よ

い
。

２
．

測
定

し
た

単
位

水
量

が
、

配
合

設
計

±
１

５

kg
/
m

3
を

超
え

±
２

０
kg

/
m

3
の

範
囲

に
あ

る
場

合

は
、

水
量

変
動

の
原

因
を

調
査

し
、

生
コ

ン
製

造
業

者
に

改
善

を
指

示
し

、
そ

の
運

搬
車

の
生

コ
ン

は

打
設

す
る

。
そ

の
後

配
合

設
計

±
１

５
kg

/
m

3
以

内

で
安

定
す

る
ま

で
運

搬
車

の
３

台
毎

に
１

回
、

単
位

水
量

の
測

定
を

行
う

。
な

お
、

「
1
5
kg

/
m

3
以

内
で

安
定

す
る

ま
で

」
と

は
、

2
 回

連
続

し
て

1
5
kg

/
m

3

以
内

の
値

を
観

測
す

る
こ

と
を

い
う

。

３
．

配
合

設
計

±
２

０
ｋ
ｇ
/
ｍ

3
の

指
示

値
を

超
え

る

場
合

は
、

生
コ

ン
を

打
ち

込
ま

ず
に

持
ち

帰
ら

せ
、

水
量

変
動

の
原

因
を

調
査

し
、

生
コ

ン
製

造
業

者

に
改

善
を

指
示

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
の

後
の

配
合

設
計

±
1
5
kg

/
m

3
 に

な
る

ま
で

、
全

運
搬

車

の
測

定
を

行
う

。

　
な

お
、

管
理

値
は

ま
た

は
指

示
値

を
超

え
る

場
合

は
１

回
に

限
り

試
験

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

再

試
験

を
実

施
し

た
い

場
合

は
２

回
の

測
定

結
果

の

う
ち

、
配

合
設

計
と

の
差

の
絶

対
値

の
小

さ
い

方
で

評
価

し
て

よ
い

。
た

だ
し

、
示

方
配

合
の

単
位

水
量

の
上

限
値

は
、

粗
骨

材
の

最
大

寸
法

が
２

０
㎜

～
２

５
㎜

の
場

合
は

１
７

５
kg

/
m

3
、

４
０

㎜
の

場
合

は
１

６

５
kg

/
m

3
を

基
本

と
す

る
。
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別
表

第
３

　
品

質
管

理

工
種

区
分

試
験

（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
管

　
理

　
方

　
式

処
　

　
　

置

現
場

練
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
　 　 　

　

　

曲
げ

強
度

試
験

JI
S
 A

 1
1
0
6

　 　
　

　 　
　

　

　 コ ン ク リ ー ト

(2
)

施 工

１
．

道
路

舗
装

用
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

お
い

て
試

験
す

る
。

２
．

供
試

体
の

試
料

は
荷

卸
し

場
所

に
て

採
取

す
る

。

３
．

試
験

基
準

　
　

打
設

１
日

に
つ

き
２

回
(午

前
・
午

後
)の

割
合

で
 行

う
。

　
　

テ
ス

ト
ピ

ー
ス

は
１

回
に

つ
き

３
個

と
す

る
。

※
１

工
事

当
た

り
の

総
打

設
量

が
少

量
の

場
合

は
監

督
員

の
指

示
に

よ
り

試
験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
１

回
の

試
験

結
果

は
、

呼
び

強
度

の
８

５
％

以
上

で
な

け
ら

ば
な

ら
な

い
。

　
３

回
の

試
験

結
果

の
平

均
値

は
呼

び
強

度
以

上

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

　
な

お
、

１
回

の
意

見
と

は
採

取
し

た
試

料
で

作
っ

た
３

個
の

供
試

体
の

平
均

値
で

表
し

た
も

の
。

圧
縮

強
度

試
験

JI
S
 A

 1
1
0
8

（
参

考
）
規

　
格

　
値

　
 同

時
に

作
っ

た
３

本
の

供
試

体
の

平
均

値
は

、

基
準

強
度

の
８

０
％

を
１

/
２

０
の

確
率

で
下

回
っ

て

は
な

ら
な

い
。

ま
た

、
基

準
強

度
を

１
/
４

以
上

の
確

率
で

下
回

っ
て

は
な

ら
な

い
。

　
１

回
の

試
験

結
果

は
、

呼
び

強
度

の
８

５
％

以
上

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

３
回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

呼
び

強
度

以
上

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

な

お
、

１
回

の
試

験
と

は
採

取
し

た
試

料
で

作
っ

た
３

個
の

供
試

体
の

平
均

値
で

表
し

た
も

の
。

１
．

供
試

体
の

試
料

は
、

荷
卸

し
場

所
に

て
採

取
　

す
る

。
２

．
試

験
（
測

定
）
基

準
　

　
１

回
／

日
ま

た
は

構
造

物
の

重
要

度
と

工
事

　
の

規
模

に
応

じ
て

２
０

～
１

５
０

m
3
毎

に
１

回
と

す
　

る
。

　
テ

ス
ト
ピ

ー
ス

は
１

回
に

つ
き

６
個

 （
σ

7
…

3
個

、
σ

2
8
…

３
個

）
と

す
る

。

　
　

小
規

模
工

種
で

、
１

規
格

あ
た

り
の

総
使

用
量

　
が

2
0
m

3
未

満
の

場
合

に
は

、
１

回
以

上
、

ま
た

　
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト
工

場
（
ＪＩ

Ｓ
表

　
示

認
証

工
場

）
に

お
い

て
作

成
さ

れ
た

品
質

証
　

明
書

の
提

出
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
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別
表

第
３

　
品

質
管

理

２
　

土
質

関
係

工
種

項
目

区
分

試
験

（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
処

　
　

　
置

突
固

め
に

よ
る

土
の

締
固

め
試

験
JI

S
 A

 1
21

0
（
１

）
所

定
の

規
格

値
が

得
ら

れ
な

い
場

合
　

は
、

再
転

圧
、

置
換

等
の

処
置

を
行

う
。

Ｃ
Ｂ

Ｒ
試

験
JI

S
 A

 1
21

1

土
粒

子
の

密
度

試
験

JI
S
 A

 1
20

2

砂
置

換
法

に
よ

る
土

の
密

度
試

験
［
現

場
密

度
の

試
験

］
JI

S
 A

 1
2
14

Ａ
・
Ｂ

方
法

９
０

 ％
以

上
(3

点
全

て
)

土
の

含
水

比
試

験
JI

S
 A

 1
2
0
3

９
０

 ％
以

上
９

５
 ％

以
上

現
場

Ｃ
Ｂ

Ｒ
試

験
JI

S
 A

 1
22

2

道
路

の
平

板
載

荷
試

験
JI

S
 A

 1
21

5

プ
ル

フ
ロ

ー
リ

ン
グ

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

　
G

0
2
3

路
床

仕
上

げ
後

、
全

幅
、

全
区

間
に

つ
い

て
実

施
す

る
。

突
固

め
に

よ
る

土
の

締
固

め
試

験
JI

S
 A

 1
2
10

中
規

模
以

上
の

工
事

：施
工

前
、

材
料

変
更

時
。

小
規

模
以

下
の

工
事

：施
工

前
。

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

JI
S
 A

 1
1
02

修
正

Ｃ
Ｂ

Ｒ
試

験
舗

装
調

査
・
試

験
法

便
覧

　
E
0
0
1

A
Ｓ

 舗
装

 
C

O
 舗

装

Ⅰ
-
 １

交
通

Ⅰ
-
 ２

交
通

以
上

１
０

 以
上

２
０

 以
上

２
０

 以
上

4
2
5
μ

m
ふ

る
い

通
過

部
分

の
塑

性
指

数
JI

S
 A

 1
2
05

A
Ｓ

 舗
装

 
C

O
 舗

装

Ⅰ
-
 １

交
通

Ⅰ
-
 ２

交
通

以
上

９
 以

下
６

 以
下

６
 以

下

 注
）

１
．

「
4
2
5
μ

ｍ
ふ

る
い

通
過

部
分

の
塑

性
指

数
」
は

、
「
土

の
液

性
限

界
・
塑

性
限

界
試

験
」
の

試
験

結
果

で
あ

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

２
．

中
規

模
以

上
の

工
事

と
は

、
施

工
面

積
1
0
,0

0
0
m

2
 以

上
あ

る
い

は
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3
,0

0
0t

(コ
ン

ク
リ

ー
ト
で

は
1
,0

0
0
m

3
)以

上
の

場
合

で
あ

り
、

そ
れ

未
満

の
工

事
を

小
規

模
以

下
の

工
事

と
い

う
。

１
．

記
録

の
方

法

試
験

結
果

の
取

り
ま

と
め

は
下

記
に

よ
る

。

（
１

）
試

験
結

果
は

、
各

々
所

定
の

様
式

に
取

り
ま

と
め

測
定

値
が

２
０

点
以

上
の

場
合

は
工

程
能

力

図
、

Ｘ
－

Ｒ
s－

Ｒ
ｍ

又
は

Ｘ
－

Ｒ
管

理
図

等
に

よ
っ

て
管

理
し

、
２

０
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表

に
よ

る
。

２
．

管
理

（
１

）
盛

土
の

締
固

め
の

管
理

は
乾

燥
密

度
、

飽
和

度
及

び
空

気
間

ゲ
キ

率
の

い
ず

れ
か

、
ま

た
、

管

水
路

の
砂

基
礎

及
び

埋
戻

し
の

締
固

め
の

管
理

は
乾

燥
密

度
に

よ
る

こ
と

を
原

則
と

す
る

。
そ

れ
以

外
の

方
法

で
管

理
す

る
場

合
は

特
別

仕
様

書
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

　 （
２

）
締

固
め

を
現

場
Ｃ

Ｂ
Ｒ

、
平

板
載

荷
試

験
に

よ

る
場

合
は

締
固

め
試

験
、

土
粒

子
の

密
度

試
験

は

省
略

し
て

よ
い

。

（
３

）
路

盤
の

締
固

め
管

理
は

締
固

め
密

度
に

よ
る

こ
と

を
原

則
と

す
る

が
、

そ
れ

以
外

の
方

法
に

よ
る

場
合

は
特

別
仕

様
書

に
よ

る
も

の
と

す
る

。

管
　

理
　

方
　

式

 道 路 工 事

工
事

着
手

前
１

回
及

び
盛

土
材

料
が

変
わ

っ
た

場
合

。

材 料

お
お

む
ね

20
0
ｍ

に
１

箇
所

、
も

し
く

は
特

別
仕

様
書

に
よ

る
。

（路
床

）
上

記
未

満
は

２
箇

所
測

定
す

る
。

施 工

  
 (
1
)

路 体 ・ 路 床 盛 土 工

材 料

 (2
)

下 層 路 盤 工

路
体

　
　

土
量

5
,0

0
0
ｍ

3
以

上
の

場
合

は
1
,0

0
0
ｍ

3
に

　
つ

き
１

回
、

5
,0

0
0
ｍ

3
未

満
は

延
長

2
0
0
ｍ

に
つ

　
き

１
回

、
測

定
箇

所
は

横
断

方
向

に
３

点
と

す
る

。
　

　
高

盛
土

の
場

合
は

監
督

員
の

指
示

に
よ

る
。

路
床

　
　

延
長

2
0
0
ｍ

毎
に

１
回

、
測

定
箇

所
は

横
断

　
方

向
に

３
点

。

特
別

仕
様

書
に

よ
る

。
（
路

床
）

沈
下

異
常

な
し

。

ＪＩ
Ｓ

　
A

　
5
0
0
1
 表

２
参

照

（
参

考
）
規

　
格

　
値

１
．

乾
燥

密
度

で
規

定
す

る
場

合
　

路
体

　
　

ＪＩ
Ｓ

　
A

　
1
2
1
0
の

試
験

で
最

大
乾

燥
密

度
に

　
　

対
す

る
締

固
め

度
は

、

　
路

床
　

　
ＪＩ

Ｓ
　

A
　

1
2
1
0
の

試
験

で
最

大
乾

燥
密

度
に

　
　

対
す

る
締

固
め

度
は

、

　
　

　
　

Ａ
・
Ｂ

方
法

　
　

　
　

　
Ⅰ

－
１

 交
通

　
　

　
　

　
Ⅰ

－
２

 交
通

以
上

２
．

飽
和

度
で

規
定

す
る

場
合

、
飽

和
度

は
８

５
～

　
９

５
％

の
範

囲
と

す
る

。

３
．

空
気

間
ゲ

キ
率

で
規

定
す

る
場

合
、

空
気

　
間

ゲ
キ

率
は

２
～

１
０

％
の

範
囲

と
す

る
。

　
上

記
に

よ
ら

な
い

場
合

は
特

別
仕

様
書

に
よ

る
。
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別
表

第
３

　
品

質
管

理

工
種

項
目

区
分

試
験

（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
処

　
　

　
置

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

　
E
0
0
4

中
規

模
以

上
の

工
事

：施
工

前
、

材
料

変
更

時
。

JI
S
 A

 5
0
15

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

。

付
属

書
２

JI
S
 A

 5
0
15

付
属

書
１

最
大

乾
燥

密
度

の
９

３
％

以
上

(3
点

全
て

)と
す

る
。

歩
道

等
は

規
格

値
の

９
５

％
以

上
(3

点
全

て
)と

す
る

。

プ
ル

フ
ロ

ー
リ

ン
グ

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

　
G

0
2
3

下
層

路
盤

仕
上

げ
後

、
全

幅
、

全
区

間
に

つ
い

て
実

施
す

る
。

道
路

の
平

板
載

荷
試

験
JI

S
 A

 1
2
1
5

特
別

仕
様

書
に

よ
る

。

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

JI
S
 A

 1
1
0
2

A
Ｓ

 舗
装

Ⅰ
-
１

交
通

９
 以

下

Ⅰ
-
２

交
通

以
上

６
 以

下

C
O

 舗
装

６
 以

下
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 

土
の

含
水

比
試

験
JI

S
 A

 1
2
0
3

突
固

め
に

よ
る

土
の

締
固

め
試

験
JI

S
 A

 1
2
10

中
規

模
以

上
の

工
事

：施
工

前
、

材
料

変
更

時
。

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

JI
S
 A

 1
1
0
2

小
規

模
以

下
の

工
事

：施
工

前
。

A
Ｓ

 舗
装

Ⅰ
-
１

交
通

６
０

 以
下

Ⅰ
-
２

交
通

以
上

８
０

 以
下

C
O

 舗
装

８
０

 以
下

4
2
5
μ

m
ふ

る
い

通
過

部
分

の
塑

性
指

数
JI

S
 A

 1
2
05

単
位

容
積

質
量

JI
S
 A

 1
1
0
4

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

　
E
0
0
4

JI
S
 A

 5
0
15

付
属

書
２

JI
S
 A

 5
0
15

付
属

書
１

JI
S
 A

 5
0
15

付
属

書
３

最
大

乾
燥

密
度

の
９

３
％

以
上

(3
点

全
て

)と
す

る
。

±
１

５
 ％

±
１

０
 ％

±
６

 ％

±
４

 ％

道
路

の
平

板
載

荷
試

験
JI

S
 A

 1
2
1
5

特
別

仕
様

書
に

よ
る

。

4
2
5
μ

m
ふ

る
い

通
過

部
分

の
塑

性
指

数
JI

S
 A

 1
2
05

土
の

含
水

比
試

験
JI

S
 A

 1
2
0
3

道 路 工 事

管
　

理
　

方
　

式

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

（
7
5
μ

m
ふ

る
い

）
舗

装
調

査
・
試

験
法

便
覧

　
A

0
0
3

中
規

模
以

上
の

工
事

：異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。

異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。

施 工

（ 上 層 路 盤 工 ）

鉄
鋼

ス
ラ

グ
の

水
浸

膨
張

性
試

験

道
路

用
ス

ラ
グ

の
呈

色
判

定
試

験

材 料

  
 (
2
)

下 層 路 盤 工
砂

置
換

法
に

よ
る

土
の

密
度

試
験

［
現

場
密

度
の

測
定

］
JI

S
 A

 1
2
14

延
長

2
0
0
ｍ

毎
に

１
回

、
測

定
箇

所
は

横
断

方
向

に
３

点
。

施 工

4
2
5
μ

m
ふ

る
い

通
過

部
分

の
塑

性
指

数

中
規

模
以

上
の

工
事

：異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。

  
 (
3
)

粒 度 調 整 路 盤 工

（
参

考
）
規

　
格

　
値

１
．

５
 ％

以
内

。

呈
色

な
し

。

沈
下

異
常

な
し

。

特
別

仕
様

書
に

よ
る

。

ＪＩ
Ｓ

　
A

　
5
0
0
1
 表

２
参

照

４
 以

下
。

ス
ラ

グ
 １

．
５

 k
g／

ℓ以
上

。

１
．

５
 ％

以
内

。

ＪＩ
Ｓ

　
A

　
5
0
0
1
 表

２
参

照

特
別

仕
様

書
に

よ
る

。

材 料

道
路

用
ス

ラ
グ

の
呈

色
判

定
試

験

道
路

用
ス

ラ
グ

の
一

軸
圧

縮
試

験

JI
S
 A

 1
2
05

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

　
E
0
0
1

修
正

Ｃ
Ｂ

Ｒ
試

験

鉄
鋼

ス
ラ

グ
の

水
浸

膨
張

性
試

験

JI
S
 A

 1
2
14

延
長

2
0
0
ｍ

毎
に

１
回

、
測

定
箇

所
は

横
断

方
向

に
３

点
。

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

（
2
.3

6
m

m
ふ

る
い

）
舗

装
調

査
・
試

験
法

便
覧

　
A

0
0
3

中
規

模
以

上
の

工
事

：定
期

的
又

は
随

時
。

（
1
～

2
回

／
日

）

砂
置

換
法

に
よ

る
土

の
密

度
試

験
［
現

場
密

度
の

測
定

］

A
Ｓ

 舗
装

　
75

μ
ｍ

ふ
る

い

C
O

 舗
装

　
7
5
μ

ｍ
ふ

る
い

呈
色

な
し

。

１
．

２
 Ｍ

Ｐ
a 

以
上

。
（
1
2
k
gf

／
cm

2
 以

上
）

特
別

仕
様

書
に

よ
る

。

４
 以

下
。

特
別

仕
様

書
に

よ
る

。

A
Ｓ

 舗
装

　
2
.3

6
 ㎜

ふ
る

い

C
O

 舗
装

　
2
.3

6
 ㎜

ふ
る

い

歩
道

等
は

規
格

値
の

９
５

％
以

上
(3

点
全

て
)と

す
る

。
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別
表

第
３

　
品

質
管

理

工
種

項
目

区
分

試
験

（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
処

　
　

　
置

配
合

試
験

舗
装

施
工

便
覧

配
合

毎
。

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

JI
S
 A

 1
1
0
2

中
規

模
以

上
の

工
事

：施
工

前
、

材
料

変
更

時
。

小
規

模
以

下
の

工
事

：施
工

前
。

下
　

　
層

１
０

 以
上

上
　

　
層

２
０

 以
上

セ
メ

ン
ト

９
 以

下

石
　

　
灰

６
 ～

 １
８

A
Ｓ

 舗
装

下
　

　
層

0
.9

8Ｍ
Ｐ

a 
以

上
（1

0
k
gf

／
cm

2
 以

上
）

上
　

　
層

2
.9

Ｍ
Ｐ

a 
以

上
 （

3
0
k
gf

／
cm

2
 以

上
）

　
（
Ⅰ

－
１

交
通

2
.5

Ｍ
Ｐ

a 
以

上
（
2
5
k
gf

／
cm

2
 以

上
）
）

下
　

　
層

0
.7

Ｍ
Ｐ

a 
以

上
 （

 7
k
gf

／
cm

2
 以

上
）

上
　

　
層

0
.9

8Ｍ
Ｐ

a 
以

上
（1

0
k
gf

／
cm

2
 以

上
）

　
（
Ⅰ

－
１

交
通

0
.7

Ｍ
Ｐ

a 
以

上
（
7
k
gf

／
cm

2
 以

上
）
）

C
O

 舗
装

下
　

　
層

0
.9

8Ｍ
Ｐ

a 
以

上
（1

0
k
gf

／
cm

2
 以

上
）

上
　

　
層

2
.0

Ｍ
Ｐ

a 
以

上
 （

2
0
k
gf

／
cm

2
 以

上
）

下
　

　
層

0
.5

Ｍ
Ｐ

a 
以

上
 （

 5
k
gf

／
cm

2
 以

上
）

上
　

　
層

0
.9

8Ｍ
Ｐ

a 
以

上
（1

0
k
gf

／
cm

2
 以

上
）

混
合

後
の

粒
度

の
試

験
±

１
５

 ％

（
2
.3

6
m

m
ふ

る
い

）
±

１
０

 ％

混
合

後
の

粒
度

の
試

験
±

６
 ％

（
7
5
μ

m
ふ

る
い

）
±

４
 ％

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

　
E
0
1
3

安
定

処
理

混
合

物
の

一
軸

圧
縮

試
験

管
　

理
　

方
　

式

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

　
E
0
0
1

材 料

(4
)

セ メ ン ト ・ 石 灰 安 定 処 理 工

道 路 工 事

4
2
5
μ

m
ふ

る
い

通
過

部
分

の
塑

性
指

数

修
正

Ｃ
Ｂ

Ｒ
試

験

JI
S
 A

 1
2
05

JI
S
 A

 1
2
10

歩
道

は
規

格
値

の
９

５
％

以
上

(3
点

全
て

)と
す

る
。

Ａ
Ｓ

 舗
装

Ａ
Ｓ

 舗
装

工
事

標
準

仕
様

書
第

１
編

共
通

編
 第

２
章

材
料

「
2
-
4
-
1
2
 ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
の

路
盤

」
参

照

セ
メ

ン
ト

石
　

灰

突
固

め
に

よ
る

土
の

締
固

め
試

験

石
　

灰

（
参

考
）
規

　
格

　
値

A
Ｓ

 舗
装

　
2
.3

6
 ㎜

ふ
る

い

C
O

 舗
装

　
2
.3

6
 ㎜

ふ
る

い

A
Ｓ

 舗
装

　
75

μ
ｍ

ふ
る

い

C
O

 舗
装

　
7
5
μ

ｍ
ふ

る
い

最
大

乾
燥

密
度

の
９

３
％

以
上

（
3
点

全
て

：
Ａ

Ｓ
舗

装
）

　
　

　
〃

　
　

　
　

　
　

９
５

％
以

上
（
3
点

全
て

：
Ｃ

Ｏ
舗

装
）

セ
メ

ン
ト

セ
メ

ン
ト
及

び
石

灰
の

定
量

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

G
0
2
4
,G

0
2
5

中
規

模
以

上
の

工
事

：異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。
（
1

～
2
回

／
日

）
±

 １
．

２
 ％

以
内

施 工

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

　
A

0
0
3

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

　
A

0
0
3

中
規

模
以

上
の

工
事

：定
期

的
又

は
随

時
。

（
1
～

2
回

／
日

）

中
規

模
以

上
の

工
事

：異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。

延
長

2
0
0
ｍ

毎
に

１
回

、
測

定
箇

所
は

横
断

方
向

に
３

点
。

JI
S
 A

 1
21

4
砂

置
換

法
に

よ
る

土
の

密
度

試
験

［
現

場
密

度
の

測
定

］

土
の

含
水

比
試

験
JI

S
 A

 1
2
0
3
 

異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。
特

別
仕

様
書

に
よ

る
。
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別
表

第
３

　
品

質
管

理

工
種

項
目

区
分

試
験

（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
処

　
　

　
置

突
固

め
に

よ
る

土
の

締
固

め
試

験
JI

S
 A

 1
2
10

土
粒

子
の

密
度

試
験

JI
S
 A

 1
2
0
2

１
．

乾
燥

密
度

で
規

定
す

る
場

合

Ａ
・
Ｂ

方
法

９
０

 ％
以

上
（
3
点

全
て

）

Ｃ
・
Ｄ

・
Ｅ

方
法

８
５

 ％
以

上
（
3
点

全
て

）

突
固

め
に

よ
る

土
の

締
固

め
試

験
JI

S
 A

 1
2
10

土
粒

子
の

密
度

試
験

JI
S
 A

 1
2
0
2

土
の

粒
度

試
験

JI
S
 A

 1
2
0
4

延
長

2
0
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
(3

点
)。

上
記

未
満

は
２

箇
所

測
定

す
る

。

締
固

め
Ⅰ

８
５

 ％
以

上
（
3
点

全
て

）

締
固

め
Ⅱ

９
０

 ％
以

上
（
3
点

全
て

）

締
固

め
度

＝

（ 砂 基 礎 等 ）

砂
置

換
法

に
よ

る
土

の
密

度
試

験
［
現

場
密

度
の

測
定

］
JI

S
 A

 1
2
14

材 料 施 工

工
事

着
手

前
１

回
及

び
材

料
が

変
わ

っ
た

場
合

。

材 料 施 工

  
 (
1
)

盛 土

　 水 路 工 事 （ イ ン バ ー ト 下 の 盛 土 ）

管
　

理
　

方
　

式

延
長

2
0
0
ｍ

毎
に

１
回

(3
点

)、
測

定
箇

所
は

横
断

方
向

に
３

点
。

工
事

着
手

前
１

回
及

び
盛

土
材

料
が

変
わ

っ
た

場
合

。

土
の

含
水

比
試

験
JI

S
 A

 1
2
0
3

現
地

で
締

固
め

た
後

の
乾

燥
密

度
ＪＩ

Ｓ
 Ａ

 1
2
10

の
試

験
方

法
に

よ
る

最
大

乾
燥

密
度

×
1
0
0
(%

)

（
参

考
）
規

　
格

　
値

 上
記

に
よ

ら
な

い
場

合
は

特
別

仕
様

書
に

よ
る

。

砂
置

換
法

に
よ

る
土

の
密

度
試

験
［
現

場
密

度
の

測
定

］
JI

S
 A

 1
2
14

土
の

含
水

比
試

験
JI

S
 A

 1
2
0
3

 水 路 工 事 （ 管 水 路 ）

(1
)

基 礎

締
固

め
の

規
定

　
（
JI

S
 Ａ

 1
2
10

 の
Ａ

・
Ｂ

法
）

な
お

、
基

礎
部

横
断

方
向

の
測

定
箇

所
は

下
図

を
標

準
と

す
る

。

上
記

に
よ

ら
な

い
場

合
は

特
別

仕
様

書
に

よ
る

。

　
　

ＪＩ
Ｓ

 Ａ
 1

2
1
0
 の

試
験

で
最

大
乾

燥
密

度
に

　
対

す
る

締
固

め
度

（
6
 参

考
資

料
 4

.突
固

め
　

方
法

の
種

類
の

適
用

に
つ

い
て

）
は

、

２
．

飽
和

度
で

規
定

す
る

場
合

、
飽

和
度

は
８

５
　

～
９

５
％

の
範

囲
と

す
る

。

３
．

空
気

間
ゲ

キ
率

で
規

定
す

る
場

合
、

空
気

間
　

ゲ
キ

率
は

２
～

１
０

％
の

範
囲

と
す

る
。

イ
ン

バ
ー

ト
下

の
盛

土

印
は

測
定

位
置

℄

印
は

測
定

位
置

基
床

管
中

心
高

管
底

℄
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別
表

第
３

　
品

質
管

理

工
種

項
目

区
分

試
験

（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
処

　
　

　
置

突
固

め
に

よ
る

土
の

締
固

め
試

験
JI

S
 A

 1
2
10

土
粒

子
の

密
度

試
験

JI
S
 A

 1
2
0
2

１
．

乾
燥

密
度

で
規

定
す

る
場

合

Ａ
・
Ｂ

方
法

９
０

 ％
以

上
(3

点
全

て
)

高
盛

土
の

場
合

は
監

督
員

の
指

示
に

よ
る

。
Ｃ

・
Ｄ

・
Ｅ

方
法

８
５

 ％
以

上
(3

点
全

て
)

［
施

工
延

長
5
0
m

以
上

］

（
刃

金
土

）

（
抱

土
）

［
施

工
延

長
5
0
m

未
満

］
Ａ

・
Ｂ

方
法

９
５

 ％
以

上
(3

点
全

て
)

（
さ

や
土

）
盛

土
高

１
ｍ

毎
に

１
回

(３
点

)

（
押

さ
え

盛
土

）

［
施

工
延

長
5
0
m

以
上

］

（
刃

金
土

）

［
施

工
延

長
5
0
m

未
満

］

盛
土

高
１

ｍ
毎

に
１

回

注
)

１
　

現
場

密
度

の
試

験
数

は
１

回
当

た
り

原
則

、
横

断
方

向
に

３
ヶ

所
実

施
す

る
。

な
お

、
横

断
幅

が
狭

く
横

断
方

向
で

３
ヶ

所
の

試
験

が
で

き
な

い
場

合
は

千
鳥

配
置

又
は

た
め

池
軸

方
向

で
３

ヶ
所

実
施

す
る

。
２

　
現

場
透

水
試

験
の

試
験

数
は

１
回

当
た

り
横

断
方

向
の

中
央

付
近

で
１

ヶ
所

実
施

す
る

。

 堤 防 工 事

  
 (
1
)

盛 土

砂
置

換
法

に
よ

る
土

の
密

度
試

験
［
現

場
密

度
の

測
定

］
JI

S
 A

 1
2
14

管
　

理
　

方
　

式

土
の

含
水

比
試

験
JI

S
 A

 1
2
0
3

工
事

着
手

前
１

回
及

び
盛

土
材

料
が

変
わ

っ
た

場
合

。

土
量

5
,0

0
0
ｍ

3
 以

上
の

場
合

は
1
,0

0
0
ｍ

3
 に

つ
き

１
回

、
5
,0

0
0
ｍ

3
 未

満
は

延
長

2
0
0
ｍ

に
つ

き
１

回
、

測
定

箇
所

は
横

断
方

向
に

３
点

と
す

る
。

２
．

飽
和

度
で

規
定

す
る

場
合

、
飽

和
度

は
　

　
８

５
～

９
５

 ％
の

範
囲

と
す

る
。

３
．

空
気

間
ゲ

キ
率

で
規

定
す

る
場

合
、

空
気

　
　

間
ゲ

キ
率

は
２

～
１

０
％

の
範

囲
と

す
る

。

上
記

に
よ

ら
な

い
場

合
は

特
別

仕
様

書
に

よ
る

。

土
の

含
水

比
試

験
JI

S
 A

 1
2
0
3

盛
土

施
工

日

JI
S
 A

 1
2
14

最
適

含
水

比
の

 ±
３

 ％

　
JI

S
 Ａ

 1
2
1
0 

の
方

法
に

よ
る

。

　
JI

S
 Ａ

 1
2
1
0 

の
試

験
で

最
大

乾
燥

密
度

に
対

す
る

締
固

め
度

(６
 参

考
資

料
 4

.突
固

め
方

法
の

種
類

の
適

用
に

つ
い

て
)は

、

盛
土

高
6
0
㎝

毎
に

、
施

工
延

長
5
0
～

1
0
0
m

間
隔

で
１

回
(３

点
)

た め 池 工 事

(1
)

盛 土

材 料 施 　 工

現
場

透
水

試
験

盛
土

高
6
0
㎝

毎
に

、
施

工
延

長
5
0
～

1
0
0
m

間
隔

で
１

回

（
参

考
）
規

　
格

　
値

　
ＪＩ

Ｓ
 Ａ

 1
2
1
0
 の

試
験

で
最

大
乾

燥
密

度
に

対
す

る
締

固
め

度
（
6
 参

考
資

料
 4

.突
固

め
方

法
の

種
類

の
適

用
に

つ
い

て
）
は

、

施 　 工

　
１

×
１

０
-
5
cm

／
se

c以
下

。

(試
験

方
法

は
、

土
地

改
良

事
業

計
画

設
計

基
準

設
計

「
ダ

ム
」
技

術
書

（
フ

ィ
ル

ダ
ム

編
)P

.5
0
2
に

よ
る

。
)

　
所

定
の

規
格

値
が

得
ら

れ
な

い
場

合
は

、
含

水
比

の
管

理
方

法
を

見
直

し
、

再
転

圧
の

処
置

を
行

う
。

　
上

記
の

処
置

を
講

じ
て

も
所

定
の

規
格

値
が

得
ら

れ
な

い
場

合
は

、
監

督
員

と
協

議
の

上
、

適
切

な
処

置
を

行
う

。

砂
置

換
法

に
よ

る
土

の
密

度
試

験
［
現

場
密

度
の

測
定

］
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別
表

第
３

　
品

質
管

理

３
　

石
材

関
係

項
目

区
分

試
験

（測
定

）項
目

試
験

方
法

試
験

（測
定

）基
準

（参
考

）規
　

格
　

値
管

　
理

　
方

　
式

捨
石

の
品

質
規

格

圧
縮

強
度

５
０
Ｎ

／
cm

2 
以

上

吸
水

率
５

％
未

満

比
重

２
．

５
以

上

捨
石

材
の

規
格

名
称

許
容

範
囲

　

20
0
～

50
0

kg
／

個

50
0
～

1,
00

0
kg

／
個

1,
00

0
～

2,
00

0
kg

／
個

１
．

記
録

の
方

法

　
（１

）
試

験
成

績
表

は
公

的
試

験

　
　

機
関

の
試

験
結

果
に

よ
り

取
り

　
　

ま
と

め
る

。

　
（２

）
試

験
結

果
に

つ
い

て
は

結

　
　

果
一

覧
表

に
整

理
す

る
。

２
．

管
理

方
法

　
（１

）
管

理
試

験
値

が
所

定
の

値

　
　

に
達

し
て

い
る

か
ど

う
か

検
査

　
　

し
、

ま
た

、
そ

の
バ

ラ
ツ

キ
を

把

　
　

握
す

る
。

 捨 石 材 ・ 基 礎 割 栗 石 材

(1
)

材 料

１
．

採
取

場
所

及
び

材
質

が
変

わ
る

毎
に

１
回

。

２
．

重
要

な
場

合
は

特
別

仕
様

書
に

よ
る

。

　
　

特
別

仕
様

書
に

定
め

が
な

い
場

合
は

、
捨

石

　
材

の
大

き
さ

（重
量

）、
許

容
範

囲
等

に
つ

い
て

　
約

1,
00

0
m

3
 ご

と
。

　
　

基
礎

割
栗

石
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

施

　
工

前
に

１
回

及
び

施
工

中
適

宜
。

特
別

仕
様

書
に

よ
る

。
圧

縮
強

度

見
掛

比
重

吸
水

率

JI
S 

A
 5

00
6

JI
S 

A
 5

00
6

JI
S 

A
 5

00
6

処
　

　
　

置

被
覆

石
規

格
最

低
重

量
（k

g／
個

）
未

満
の

も
の

の
重

量
百

分
率

が
±

20
％

以
内

重
　

　
　

　
量

捨
　

石
30

～
20

0
kg

／
個

指
定

重
量

以
外

の
も

の
の

重
量

百
分

率
が

30
％

以
内

特
別

仕
様

書
に

定
め

が
な

い
場

合
は

、
下

記
を

標
準

と
す

る
。
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別
表

第
３

　
品

質
管

理

４
　

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
関

係

項
目

区
分

試
験

（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
管

　
理

　
方

　
式

処
　

　
　

置

針
入

度
試

験
JI

S
 Ｋ

 2
20

7
 

   
舗

装
施

工
便

覧
参

照
１

．
記

録
の

方
法

軟
化

点
試

験
JI

S
 Ｋ

 2
20

7
表

３
．

３
．

１

伸
度

試
験

JI
S
 Ｋ

 2
20

7
表

３
．

３
．

３

ト
ル

エ
ン

可
溶

分
試

験
JI

S
 Ｋ

 2
20

7
表

３
．

３
．

４

JI
S
 Ｋ

 2
20

7

(J
IS

 K
 2

2
6
5
-
4
)

薄
膜

加
熱

試
験

JI
S
 Ｋ

 2
20

7

蒸
発

後
の

針
入

度
比

試
験

JI
S
 Ｋ

 2
20

7
　

密
度

試
験

JI
S
 Ｋ

 2
20

7
　

高
温

動
粘

度
試

験
舗

装
調

査
・
試

験
法

便
覧

  
Ａ

0
5
0

6
0
℃

粘
度

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

　
Ａ

0
5
1

タ
フ

ネ
ス

・
テ

ナ
シ

テ
ィ

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

　
Ａ

0
5
7

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
乳

剤
の

品
質

試
験

JI
S
 Ｋ

 2
20

8

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

JI
S
 Ａ

 1
1
0
2

細
骨

材
の

密
度

及
び

吸
水

率
試

験
JI

S
 Ａ

 1
1
0
9

粗
骨

材
の

密
度

及
び

吸
水

率
試

験
JI

S
 Ａ

 1
1
1
0

フ
ィ

ラ
ー

の
粒

度
試

験
JI

S
 Ａ

 5
0
0
8

フ
ィ

ラ
ー

の
水

分
試

験
JI

S
 Ａ

 5
0
0
8

　
１

．
０

 ％
以

下

フ
ィ

ラ
ー

の
塑

性
指

数
試

験
JI

S
 Ａ

 1
2
0
5

　
４

以
下

フ
ィ

ラ
ー

の
フ

ロ
ー

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

　
Ａ

0
1
6

　
５

０
 ％

以
下

フ
ィ

ラ
ー

の
水

浸
膨

張
試

験
舗

装
調

査
・
試

験
法

便
覧

　
Ａ

0
1
3

　
３

％
以

下

フ
ィ

ラ
ー

の
剥

離
抵

抗
性

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

　
Ａ

0
1
4

　
１

／
４

以
下

製
造

会
社

の
試

験
成

績
書

に
よ

る
。

現
場

混
合

の
場

合
は

、
各

配
合

毎
工

事
開

始
前

１
回

、
施

工
中

材
料

及
び

配
合

に
変

動
が

生
じ

た
場

合
は

そ
の

都
度

１
回

。

 ア ス フ ァ ル ト

  
 (
1
)

材 料

１
．

製
造

会
社

の
試

験
成

績
書

が
設

計
と

相

違
す

る
場

合
は

、
協

議
の

上
適

切
な

処
置

を
行

う
。

現
場

配
合

の
場

合
は

、
更

に
精

査

し
て

配
合

等
の

処
置

を
行

う
。

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
、

石
灰

岩
以

外
の

岩
石

を
粉

砕
し

た
石

粉
を

フ
ィ

ラ
ー

と
し

て
用

い
る

場
合

。

　
当

初
及

び
製

造
工

場
又

は
規

格
の

変
動

毎
に

製
造

工
場

に
提

出
さ

せ
る

。

引
火

点
試

験

試
験

結
果

は
、

次
に

よ
り

取
り

ま
と

め
る

。

（
１

）材
料

及
び

混
合

物

　
　

試
験

結
果

は
、

所
定

の
様

式
に

取
り

ま
と

め
、

測
定

値
が

2
0
点

以
上

の
場

合
は

工
程

能
力

図
Ｘ

－
Ｒ

s－
Ｒ

ｍ
又

は
Ｘ

－
Ｒ

管
理

図
等

に
よ

っ
て

管

理
し

、
2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ

る
。

２
．

加
熱

温
度

は
、

骨
材

、
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
の

温
度

を
検

討
し

て
プ

ラ
ン

ト
に

お
け

る
混

合

物
の

温
度

を
調

整
し

、
ま

た
運

搬
距

離
、

気

象
条

件
を

検
討

し
て

、
舗

設
温

度
と

の
調

整

を
行

う
。

（
参

考
）
規

　
格

　
値

（
1
）
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
・
・
・

（
2
）
ポ

リ
マ

ー
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
・
・

（
3
）
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
・
・
・

（
工

事
標

準
仕

様
書

「
第

１
編

共
通

編
 第

２
章

材
料

 第
８

節
瀝

青
材

料
」
の

「
表

2
－

3
8
～

4
1
」
等

参
照

。
）

JI
S
 Ｋ

 2
2
0
8
 表

２
参

照
（
工

事
標

準
仕

様
書

「
第

１
編

共
通

編
 第

２
章

材
料

 第
８

節
瀝

青
材

料
」
の

「
表

2－
42

」
参

照
）

JI
S
 Ａ

 5
0
0
1
　

表
２

．
表

３
参

照
（
工

事
標

準
仕

様
書

「
第

１
編

共
通

編
第

２
章

材
料

 第
４

節
石

材
及

び
骨

材
」の

「表
2－

8
、

1
0」

参
照

）

２
．

４
５

 以
上

３
．

０
％

以
下

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
舗

装
要

綱
３

－
６

（
フ

ィ
ラ

ー
）に

よ
る

。
（
工

事
標

準
仕

様
書

「
第

１
編

共
通

編
 第

２
章

材
料

 第
４

節
石

材
及

び
骨

材
」
の

「
表

2
－

21
」
参

照
）

表
層

・
基

層
　

　
　

表
乾

比
重

　
　

　
吸

 水
 率
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別
表

第
３

　
品

質
管

理

項
目

区
分

試
験

（
測

定
）
項

目
試

験
方

法
試

験
（
測

定
）
基

準
管

　
理

　
方

　
式

処
　

　
　

置

鉄
鋼

ス
ラ

グ
の

水
浸

膨
張

性
試

験
舗

装
調

査
・
試

験
法

便
覧

　
Ａ

0
1
8

水
浸

膨
張

比
　

２
．

０
 ％

以
下

Ｓ
Ｓ

表
乾

密
度

：
２

．
４

５
 g

／
cm

3
以

上

　
　

吸
 水

 率
：

３
．

０
 %

以
下

す
り

減
り

量
砕

石
３

０
 ％

以
下

Ｃ
Ｓ

Ｓ
５

０
 ％

以
下

Ｓ
Ｓ

３
０

 ％
以

下

硫
酸

ナ
ト
リ

ウ
ム

に
よ

る
骨

材
の

安
定

性
試

験
JI

S
 Ａ

 1
12

2
損

失
量

１
２

 ％
以

下

粗
骨

材
の

軟
石

量
試

験
JI

S
 Ａ

 1
12

6
軟

石
量

５
 ％

以
下

骨
材

中
に

含
ま

れ
る

粘
土

塊
量

試
験

JI
S
 Ａ

 1
13

7
粘

土
、

粘
土

塊
量

０
．

２
５

 ％
以

下

粗
骨

材
の

形
状

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

　
Ａ

0
0
8

細
長

、
あ

る
い

は
扁

平
な

石
片

　
１

０
．

０
 ％

以
下

配
合

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

製
造

会
社

の
報

告
書

に
よ

る
。

現
場

混
合

の
場

合
は

、
配

合
毎

に
各

１
回

。

温
度

測
定

（
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
、

骨
材

、
混

合
物

）
温

度
計

に
よ

る
製

造
会

社
の

試
験

報
告

書
に

よ
る

。
現

場
混

合
は

、
１

時
間

毎
に

行
う

。
配

合
設

計
で

決
定

し
た

温
度

基
準

密
度

の
決

定
舗

装
調

査
・
試

験
法

便
覧

　
Ｂ

0
0
8

製
造

会
社

の
試

験
成

績
書

に
よ

る
。

現
場

混
合

は
、

当
初

の
２

日
間

、
午

前
、

午
後

各
１

回
、

３
個

。

温
度

測
定

(初
期

締
固

め
前

)
温

度
計

に
よ

る
ト
ラ

ッ
ク

１
台

毎
。

１
１

０
 ℃

以
上

基
準

密
度

の

　
９

４
 ％

以
上

（
表

層
・
基

層
）

　
９

３
 ％

以
上

（
瀝

青
安

定
処

理
）

歩
道

等
の

場
合

は
規

格
値

の
９

５
 ％

以
上

と
す

る
。

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

　
Ｂ

0
0
8

密
度

測
定

5
0
0
㎡

に
つ

き
１

個
。

（直
径

1
0
cm

を
原

則
と

す
る

）

  
 (
3
)

舗 設 現 場

 ア ス フ ァ ル ト

製
造

会
社

の
定

期
試

験
結

果
に

よ
る

。
現

場
混

合
の

場
合

に
お

い
て

、
印

字
記

録
に

よ
る

場
合

は
全

数
、

抽
出

試
験

に
よ

る
場

合
は

１
日

に
つ

き
１

回
。

  
 (
1
)

 材 料

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
量

抽
出

粒
度

分
析

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

　
Ｇ

0
2
8

製
造

会
社

の
試

験
成

績
書

に
よ

る
。

現
場

混
合

の
場

合
は

、
各

配
合

毎
工

事
開

始
前

１
回

、
施

工
中

材
料

及
び

配
合

に
変

動
が

生
じ

た
場

合
は

そ
の

都
度

１
回

。

  
 (
2
)

プ ラ ン ト

製
鋼

ス
ラ

グ
の

密
度

及
び

吸
水

率
試

験
JI

S
 Ａ

 1
11

0

骨
材

の
す

り
へ

り
試

験
JI

S
 Ａ

 1
1
2
1

印
字

記
録

に
よ

る
場

合
は

、
舗

装
施

工
便

覧
表

1
0
.５

.1
に

よ
る

。

粒
度

は
2
.3

6
m

m
ふ

る
い

±
１

２
％

及
び

7
5
μ

m
ふ

る
い

±
５

％
。

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
量

は
±

０
．

９
 ％

（
参

考
）
規

　
格

　
値
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別
表

第
３

　
品

質
管

理

５
 プ

レ
キ

ャ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

品
及

び
鋼

材
関

係

（１
） 

プ
レ

キ
ャ

ス
ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

品
関

係

種
類

規
格

試
験

方
法

試
験

(測
定

)基
準

管
　

理
　

方
　

式
処

　
　

　
置

JI
S　

Ａ
　

53
7
1

JI
S　

Ａ
　

53
71

(1
)J

IS
製

品

JI
S　

Ａ
　

53
7
2

JI
S　

Ａ
　

53
72

遠
心

力
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
管

直
管

φ
15

0
～

35
0

5
00

本

(ヒ
ュ

ー
ム

管
）

φ
4
00

～
1,

0
00

20
0
本

φ
1
,1

00
～

1
,8

00
15

0
本

φ
2
,0

00
～

2
,4

00
13

0
本

φ
2
,6

00
～

3
,0

00
10

0
本

異
形

管
、

T
字

管
、

Y
字

管
、

短
管

1
00

本

曲
管

、
支

管
50

本

遠
心

力
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

JI
S　

Ａ
　

53
72

JI
S
　

Ａ
　

5
37

2
20

0本

JI
S　

Ａ
　

53
7
3

JI
S　

Ａ
　

53
73

外
径

φ
30

0
～

40
0

1,
00

0
本

φ
4
50

～
60

0
70

0
本

(2
)J

IS
同

等
品

φ
7
00

～
1,

2
00

50
0
本

　
前

項
に

準
す

る
。

JI
S　

Ａ
　

53
7
2

JI
S　

Ａ
　

53
72

JI
S　

Ａ
　

53
7
3

JI
S　

Ａ
　

53
73

(3
)J

IS
外

製
品

JI
S　

Ａ
　

53
7
2

JI
S　

Ａ
　

53
72

5
00

個

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
組

立
土

止
め

JI
S　

Ａ
　

53
72

JI
S
　

Ａ
　

5
37

2
1,

00
0
個

　

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
Ｕ

形
(4

)農
林

水
産

部
工

場
検

査
合

格
品

（Ｕ
字

溝
）

　
　

　
ＪＩ

Ｓ
製

品
に

準
ず

る
。

道
路

用
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
側

溝
JI

S　
Ａ

　
53

72
JI

S
　

Ａ
　

5
37

2
1,

00
0
個

舗
装

用
コ

ン
ク

リ
ー

ト
平

板
JI

S　
Ａ

　
53

71
JI

S
　

Ａ
　

5
37

1
2,

00
0
枚

コ
ン

ク
リ
ー

ト
境

界
ブ

ロ
ッ

ク
(地

先
境

界
及

び
歩

車
道

境
界

）

JI
S　

Ａ
　

53
7
1

JI
S　

Ａ
　

53
71

JI
S　

Ａ
　

53
7
2

JI
S　

Ａ
　

53
72

組
合

せ
暗

渠
ブ

ロ
ッ

ク
JI

S　
Ａ

　
53

72
JI

S
　

Ａ
　

5
37

2
1,

00
0
個

コ
ン

ク
リ
ー

ト
積

み
ブ

ロ
ッ

ク
JI

S　
Ａ

　
53

71
JI

S
　

Ａ
　

5
37

1
1,

00
0
個

建
築

用
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
JI

S　
Ａ

　
54

06
JI

S
　

Ａ
　

5
40

6
1,

00
0
個

 (1
) 
メ

ー
カ

ー
の

報
告

書
に

よ
る

場
合

は
　

内
容

チ
ェ

ッ
ク

を
し

、
疑

問
が

あ
れ

ば
　

立
会

検
査

を
す

る
。

(2
) 
不

合
格

に
な

っ
た

材
料

は
、

使
用

し
  
て

は
な

ら
な

い
。

JI
S　

Ａ
　

53
7
1

JI
S　

Ａ
　

53
71

1,
00

0
個

 (
1)

 測
定

し
た

結
果

が
2
0点

以
上

の
場

　
合

は
管

理
図

表
に

よ
る

。
　

　
20

点
未

満
の

場
合

は
結

果
一

覧
表

　
に

よ
る

。

　
個

数
の

標
準

ロ
ッ

ト
数

以
下

の
場

合
は

、
製

造
業

者
の

実
施

し
て

い
る

JI
S
に

よ
る

品
質

管

理
の

工
場

報
告

書
に

よ
り

確
認

す
る

も
の

と
し

、

標
準

ロ
ッ

ト
数

以
上

の
場

合
は

、
ロ

ッ
ト
数

、
又

は
そ

の
端

数
毎

に
、

工
場

に
お

け
る

強
度

試

験
に

立
会

う
も

の
と

す
る

。

　
た

だ
し

、
現

場
へ

搬
入

の
都

度
、

外
観

、
形

状
に

つ
い

て
は

全
数

を
、

寸
法

（又
は

重
量

）

に
つ

い
て

は
10

0個
、

又
は

そ
の

端
数

毎
に

、
１

個
を

抽
出

し
て

再
検

査
す

る
も

の
と

す
る

。

　
試

験
（測

定
）項

目
、

方
法

等
は

種
類

に
よ

り

異
な

り
複

雑
で

あ
る

の
で

、
必

要
な

JI
Sは

前

も
っ

て
充

分
調

べ
て

お
く

必
要

が
あ

る
。

　
別

に
定

め
る

規
格

（愛
知

県
農

林
基

盤
局

農
地

関
係

プ
レ

キ
ャ

ス
ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

品
規

格
）

に
よ

り
実

施
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
定

め
の

な
い

も
の

は
、

類
似

の
JI

S製
品

の
品

質
管

理
の

規
定

を
準

用
す

る
。

無
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
管

 及
び

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
管

標
準

ロ
ッ

ト
数

30
0
本

プ
レ

テ
ン

シ
ョ
ン

方
式

遠
心

力
高

強
度

プ
レ

ス
ト
レ

ス
ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

（P
H

C
杭

）

コ
ン

ク
リ
ー

ト
Ｌ

形
 及

び
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
Ｌ

形
1,

00
0
個

コ
ン

ク
リ
ー

ト
矢

板
1,

00
0
枚

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
フ

リ
ュ

ー
ム

 及
び

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
ベ

ン
チ

フ
リ

ュ
ー

ム

JI
S　

Ａ
　

53
7
2

JI
S　

Ａ
　

53
72

1,
00

0
個

JI
S　

Ａ
　

53
7
2

JI
S　

Ａ
　

53
72
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（２
） 

鋼
材

関
係

種
類

規
格

試
験

方
法

試
験

(測
定

)基
準

管
　

理
　

方
　

式
処

　
　

　
置

鋼
管

杭
JI

S　
Ａ

　
55

25
JI

S
　

Ａ
　

5
52

5

H
形

鋼
杭

JI
S　

Ａ
　

55
26

JI
S
　

Ａ
　

5
52

6

熱
間

圧
延

鋼
矢

板
JI

S　
Ａ

　
55

28
JI

S
　

Ａ
　

5
52

8

一
般

構
造

用
圧

延
鋼

材
JI

S　
Ａ

　
31

01
JI

S
　

Ａ
　

3
10

1

再
生

鋼
材

JI
S　

Ａ
　

31
11

JI
S
　

Ａ
　

3
11

1

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
用

棒
鋼

JI
S　

Ａ
　

31
12

JI
S
　

Ａ
　

3
11

2

　 　 (1
) 
JI

S製
品

　
　

製
造

会
社

の
品

質
試

験
結

果
（
ミ
ル

シ
ー

ト
）

　
で

確
認

す
る

。

 (
2
) 
JI

S外
製

品

  
 　

同
一

形
状

寸
法

で
１

０
～

５
０
ｔま

で
は

１
０

ｔ

　
毎

に
２
本

、
５

０
ｔを

超
え

る
場

合
は

5
0ｔ

毎
に

２

　
本

の
割

合
で

試
験

を
行

う
も

の
と

す
る

。

　
　

 た
だ

し
、

１
０

ｔ未
満

の
場

合
は

製
造

会
社

　
の

品
質

試
験

結
果

で
確

認
す

る
。

寸
法

、
外

観
、

化
学

成
分

及
び

強
度

試
験

寸
法

、
外

観
、

化
学

成
分

及
び

強
度

試
験

寸
法

、
外

観
、

化
学

成
分

及
び

強
度

試
験

寸
法

、
外

観
、

化
学

成
分

及
び

強
度

試
験

寸
法

、
外

観
、

化
学

成
分

及
び

強
度

試
験

寸
法

、
外

観
、

化
学

成
分

及
び

強
度

試
験

試
験

項
目
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別
表

第
３

　
品

質
管

理

６
 そ

の
他

の
二

次
製

品

種
類

規
格

試
験

方
法

試
験

(測
定

)基
準

管
　

理
　

方
　

式
処

　
　

　
置

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

JI
S
　

Ａ
　

5
5
2
6

JI
S
　

Ａ
　

5
5
2
6

φ
7
5
～

3
0
0

2
0
0
本

(1
) 

JI
S
製

品

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
異

形
管

JI
S
　

Ａ
　

5
5
2
7

JI
S
　

Ａ
　

5
5
2
7

φ
3
5
0
～

6
0
0

1
0
0
本

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
直

管
JD

P
A

  
G

  
1
0
2
7

JD
P
A

  
G

  
1
0
2
7

φ
7
0
0
～

1
,0

0
0

5
0
本

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
異

形
管

φ
1
,1

0
0
～

2
,6

0
0

2
5
本

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

継
手

（
農

業
用

水
用

）

(2
) 

JI
S
同

等
品

　
前

項
に

準
す

る
。

(3
) 

JI
S
外

製
品

水
輸

送
用

塗
覆

装
鋼

管
JI

S
 G

 3
4
4
3
－

1
JI

S
 G

 3
4
4
3
－

1
　

配
管

用
炭

素
鋼

鋼
管

JI
S
　

G
　

3
4
5
2

JI
S
　

G
　

3
4
5
2

圧
力

配
管

用
炭

素
鋼

鋼
管

JI
S
　

G
　

3
4
5
4

JI
S
　

G
　

3
4
5
4

　

配
管

用
ア

ー
ク

溶
接

炭
素

鋼
鋼

管
JI

S
　

G
　

3
4
5
7

JI
S
　

G
　

3
4
5
7

　

水
輸

送
用

塗
覆

装
鋼

管
の

異
形

管
JI

S
 G

 3
4
4
3
－

2
JI

S
 G

 3
4
4
3
－

2
　

農
業

用
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
被

覆
鋼

管
W

S
P
  

 A
 -

 1
0
1

W
S
P
  

 A
 -

 1
0
1

 (
1
) 

メ
ー

カ
ー

の
報

告
書

に
よ

る
場

合
は

　
内

容
チ

ェ
ッ

ク
を

し
、

疑
問

が
あ

れ
ば

立
　

会
検

査
を

す
る

。

 (
2
) 

不
合

格
に

な
っ

た
材

料
は

、
使

用
し

　
 て

は
な

ら
な

い
。

標
準

ロ
ッ

ト
数

ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管 硬 質 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 管 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 複 合 管

硬
質

ポ
リ

塩
化

ビ
ニ

ル
管

JI
S
　

Ａ
　

6
7
4
1

JI
S
　

Ａ
　

6
7
4
1

1
,0

0
0
本

水
道

用
硬

質
ポ

リ
塩

化
ビ

ニ
ル

管
JI

S
　

Ａ
　

6
7
4
2

JI
S
　

Ａ
　

6
7
4
2

1
,0

0
0
本

強
化

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

複
合

管
JI

S
　

Ａ
　

5
3
5
0

JI
S
　

Ａ
　

5
3
5
0

鋼 管

 (1
) 

測
定

し
た

結
果

が
2
0
点

以
上

の
場

合
　

は
管

理
図

表
に

よ
る

。
　

　
2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

　
よ

る
。

2
0
0
本

2
0
0
本

　
個

数
の

標
準

ロ
ッ

ト
数

以
下

の
場

合
は

、
製

造
業

者
の

実
施

し
て

い
る

JI
S
に

よ
る

品
質

管

理
の

工
場

報
告

書
に

よ
り

確
認

す
る

も
の

と
し

、

標
準

ロ
ッ

ト
数

以
上

の
場

合
は

、
ロ

ッ
ト
数

、
又

は
そ

の
端

数
毎

に
、

工
場

に
お

け
る

強
度

試

験
に

立
会

う
も

の
と

す
る

。

　
た

だ
し

、
現

場
へ

搬
入

の
都

度
、

外
観

、
形

状
に

つ
い

て
は

全
数

を
、

寸
法

（
又

は
重

量
）

に
つ

い
て

は
1
0
0
個

、
又

は
そ

の
端

数
毎

に
、

１
個

を
抽

出
し

て
再

検
査

す
る

も
の

と
す

る
。

　
試

験
（
測

定
）
項

目
、

方
法

等
は

種
類

に
よ

り

異
な

り
複

雑
で

あ
る

の
で

、
必

要
な

JI
S
は

前

も
っ

て
充

分
調

べ
て

お
く

必
要

が
あ

る
。

　
別

に
定

め
る

規
格

に
よ

り
実

施
す

る
も

の
と

す

る
。

た
だ

し
、

定
め

の
な

い
も

の
は

、
類

似
の

JI
S

製
品

の
品

質
管

理
の

規
定

を
準

用
す

る
。
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様式１－１（参考）バーチャート方式による進度管理

請負業者名○○㈱

主任技術者
工事名○○事業○○地区○工区その○工事 自　令和○○年○○月○○日 又は現場代理人○○○○　

至　令和○○年○○月○○日

100

※　本様式は参考であり、毎月の提出は不要とする。

記　　　事

96 99 100
実施進捗率(%) 2 15

計画進捗率(%) 2 18 51 72 89

本復旧
片付け

1 式 3
0

仮設工 仮復旧 1 式 4
10

開削・1種マ
ンホール

1 箇所 8
20

推進
(№4→5)

50 ｍ 10
30

推進
(№4→3)

50 ｍ 10
40

推進
(№3→2)

50 ｍ 10
50

推進
(№2→1)

50 ｍ 10
60

№4　〃 1 箇所 8
70

№3　〃 1 箇所 8
80

№2　〃 1 箇所 8
90

管渠工
№1立杭・マ
ンホール

1 箇所 8
100

基礎工 杭打抜き工 30 本 9

薬注工 100 ㎥ 4

工　程　管　理　表
工期

工種 種別 単位 数量
構成比
（％）

７月 ２月

10     20 10     20 10     20 10     20 10     20 10     20 10     20 10     20

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

0%

0%

0%

0%

70%

70%

100%70%

70%

計画
（青）

実施
（赤）

修正計画
（緑）

実施

計画

70%

20%

20%

5%

5%

工種毎の計画出来高

工種毎の実施出来高
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【様式１－２】（参考）ネットワーク方式による進度管理

請負業者名○○㈱

主任技術者
工事名○○事業○○地区○工区その○工事 自　令和○○年○○月○○日 又は現場代理人○○○○　

至　令和○○年○○月○○日

0 0 2 6 13 18 27 40 51 58 65 72 78 84 89 91 94 96 97 98 99 99 99 100
0 0 2 6 10 15 23 33 45

※　本様式は参考であり、毎月の提出は不要とする。

　　　（％）
30

20

10

0

計画進捗率(%)

実施進捗率(%)

記　　　事

　　　　来
60

　　　　高
50

　　　　率
40

90

80

　　　　出
70

１月 ２月

10     20 10     20 10     20 10     20 10     20 10     20 10     20 10     20

工　程　管　理　表
工期

100

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

№１立

№２立

№３立

№４立

杭打 薬注

杭打 薬注

薬注 立坑掘

立坑掘

立坑掘削杭打

№２→№１推

№３→№２推

№４→№３推

№１

№２ マンホール

№３ マンホール

№４マンホール№４→既設

開削・１種
マンホール 仮復

埋戻 杭 仮復

仮復旧杭抜埋

埋戻 杭抜

仮 片

本復旧
片付け

計画

実施
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様式２－１ 参考 提出書類様式

工　　種

請負者名 測定者名　　　　　　　　　　　　　　　　

設 計 値 と 管 理

測定値の差 基 準 値

Ａ Ｂ Ｃ＝Ｂ－Ａ Ｄ (合否)

[測定部位見取図] 記事

備 考

出 来 形 管 理 測 定 結 果 一 覧 表

路 線 名
測 点 等

測 定 種 目
部 位 等

設 計 値 測 定 値

(注)１．合否判定で否の場合は監督員が

その措置について記入する。

２．Ａ～Ｄの単位については、数字

の大きさに合致したものを記入する。
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様式２－２ 参考 提出書類様式

　　

No Ｃ Ｄ E=D-C － ＋

１．「工種名」は、掘削（基準高[V]）、コンクリート工（厚さ

　　[Ｔ]）、鋼矢板工(中心線のずれ[ｅ]）等と記入する。

２．「番号」の欄は、施工順位を記入し、「測点」の欄は

　　当該測定番号を記入する、

３．設計値との差を求め、右グラフに折れ線グラフで、

　　管理基準値を実線で示す。

記入事項 測定ヶ所図

19

20 20

19

17

18 18

17

15

16 16

15

13

14 14

13

11

12 12

11

9

10 10

9

7

8 8

7

5

6 6

5

2 2

3

4 4

3

1

番
号 0

1

設計値との差
単位：

番号
測定

年月日
測点 設計値 実測値

設計値
との差

mm

出 来 形 管 理 図 表

工　　　種

請負者名
管理基準値

Ａ
規格値

Ｂ

測定者名 ＋ － ＋ －

Ｖ - 76



様式２－２ 参考 提出書類様式

　　

-A A

No Ｃ Ｄ E=D-C － ＋

記入事項 測定ヶ所図

19

20 H29.10.5 №19 3000 2,980 -20 20

19 H29.10.5 №18 3000 3,030 30

17

18 H29.10.5 №17 3000 3,060 60 18

17 H29.10.5 №16 3000 3,040 40

15

16 H29.10.4 №15 3000 3,020 20 16

15 H29.10.4 №14 3000 2,980 -20

13

14 H29.10.4 №13 3000 2,950 -50 14

13 H29.10.4 №12 3000 2,970 -30

11

12 H29.10.4 №11 3000 3,020 20 12

11 H29.10.3 №10 3000 3,050 50

9

10 H29.10.2 №9 3000 3,010 10 10

9 H29.10.2 №8 3000 3,020 20

7

8 H29.10.2 №7 3000 2,980 -20 8

7 H29.10.2 №6 3000 2,970 -30

5

6 H29.10.2 №5 3000 2,960 -40 6

5 H29.10.1 №4 3000 2,950 -50

2 H29.10.1 №1 3000 2,990 -10 2

3

4 H29.10.1 №3 3000 3,000 0 4

3 H29.10.1 №2 3000 2,980 -20

1 H29.10.1 №0 3000 2,985

番
号 100 80 60 40 20 0

-15 1

設計値との差
単位：

番号
測定

年月日
測点 設計値 実測値

設計値
との差

mm

20 40 60 80 100

出 来 形 管 理 図 表

工　　　種 掘削（基準高　Ｖ）

請負者名 〇〇建設㈱
管理基準値

Ａ
規格値

Ｂ

測定者名 〇〇　〇〇 ＋ 65 － 65 ＋ 100 － 100

▽V
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様式３
参考 提出書類様式

工事名 請負者名

工種名 測定者名 　　

杭打
ち込
月日

杭番号 杭規格
測定時
杭深度

(m)

ﾊ ﾝ ﾏ ｰ
落下高

(cm)

打込
回数

リ　バ
ウンド
(cm)

平均
沈下量

(cm)

支持力
(ｋN)

摘要

［杭配置図］

適用公式名

設計支持力

杭 打 ち 成 績 表

Ｖ - 78



様式４－１
参考 提出書類様式

工事名 請負者名

工種名 測定者名 　　

Ｘ Ｙ Ｘ’ Ｙ’

鋼 管 溶 接 測 定 結 果 一 覧 表

測 定 位 置

実 測 値

管 理 基 準 値 摘 要
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様式４－２
参考 提出書類様式

工事名 請負者名

測定者名 　　

良 否

摘 要

鋼 管 溶 接 ・ 塗 覆 装 点 検 表

測 定 位 置 工 種 項 目

判 定
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様式５－１
参考 提出書類様式

　　

ａ ｂ ｃ ｄ 平均 ａ ｂ ｃ ｄ

（注）１． 管理基準値は接合時の値であり、４箇所の平均とする。

２． (参考)規格値は埋戻し後の値であり、原則として４箇所のうち１箇所でもこと値を超えてはならない。

３． 測定は、呼び径700㎜以下の場合は、管の外から測定してもよい。

また、埋戻し後の測定は、原則として呼び径700㎜以下の測定は必要ない。

４． 管の外から測定する場合の測定位置は、ａ’、ｂ’、ｃ’、ｄ’の位置とする。

５． 強化プラスチック複合管のＤ形の場合は、受口側と挿口側を各々測定すること・

〈記載例〉

ａ ｂ ｃ ｄ 平均

(受口側データ記載）

(挿口側データ記載）

(参考)

　　標線による計測　　　　 ジョイント間隔＝受け口長 Ｌ2－（標線長ｈ－測定長ｘ１）

　  標線によらない計測　　ジョイント間隔＝受け口長 Ｌ2－（管有効長Ｌ－測定長ｘ２）

測定位置
測定値

No.〇（受口側)

No.〇（挿口側)

備考
判
定

測定
年月日

測定値(埋戻後)
規格値

判
定

備考
管種名

(呼び径)
測定

年月日
測定位置
(管番号)

測定値(接合時) 管理
基準値

管 水 路 ジ ョ イ ン ト 間 隔 測 定 結 果 一 覧 表

請負者名

工種名 測定者名
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様式5－2
参考 提出書類様式

管種（長さ） 　　

Dｕ
たわ
み率

Dｈ
たわ
み率

Dｕ
たわ
み率

Dｈ
たわ
み率

Dｕ
たわ
み率

Dｈ
たわ
み率

mm ％ mm ％ mm ％ mm ％ mm ％ mm ％

　　　　たわみ率の計算

△X

２R

△X＝［２R-(Dｕ＋ｔ)］ 又は ［２Ｒ-(Ｄｈ＋ｔ)］

２Ｒ：管厚中心直径

ｔ：管厚

注） １．マーキング位置における測定値を記入する。

２．測定については「工事施工管理基準」別表第１の７の２１ 管水路(埋設とう性管）の

　　測定基準による。

３．矢板引抜き時の測定値は「管頂埋戻し時」の欄に測定値を記入する。

　D＋ｔ(mm)
 (内径) (管厚)

×100(%)

埋 設 と う 性 管 た わ み 量 管 理 表

請負者名

測定者名

測定
位置

(管番号)

管据付時 管頂埋戻し時 埋戻し完了時
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様式６ 参考 提出書類様式

工 種 名 ： 請負者名

測 定 箇 所 ： 測定者名 　　

組立状況（継手長、曲げ状況、結束等）

設計値 判定 設計値 検査値
設計値
との差

判定 設計値 検査値 判定 判定

記入要領

１．かぶりの許容誤差は±φかつ最小かぶり以上とする。

２．鉄筋間隔の許容誤差は±φとする。

３．判定欄は合格、不合格を記入する。

備考

鉄 筋 組 立 検 査 結 果 一 覧 表

番号
測定

年月日

径(mm)及び本数(本) 中心間隔(mm) かぶり（mm）
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様式7－1
参考 提出書類様式

工事名

工種名（名称） 　　

項目名（品質特性） 　　

上限 下限

＋ -

計 平均値

Ｘ
＿

1

2

3 Ｘ Ｒ

4
 Ｘ
 　

 Ｒ
　

5

小計

6

7

8

9
 Ｘ
 　

 Ｒ
　

10

小計

11

12

13

14

15

16

17

18

19
 Ｘ
 　

 Ｒ
　

20

小計

（注） ［記事］
１．管理限界線の引直しは、5-5-10-20-20方式
　　による。
２．21組から40組までは別のデータシートに記入
　　する。以下、20組ごとに同様とする。
［記入要領］
１．「項目名」はコンクリート（セメントの物理試験）、道路工（含水量試験）等の品質特性を ｎ ｄ2 Ａ2 Ｄ4
　　記入する。 2 1.13 1.88 3.27
２．「月日」の欄は測定年月を記入する。 3 1.69 1.02 2.57
３．「番号」の欄はＳＴＡ又はロット番号である。 4 2.06 0.73 2.28
４．「測点」の欄の当該測点番号を記入する。 5 2.33 0.58 2.11

小計

平均

累計

平均

累計

小計

小計

平均

累計

作業機械名

月日 測点
組の
番号

測定値 範囲

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ ΣＸ Ｒ

資
料

大きさ

間隔

Ｘ
＿

－ Ｒ 管 理 デ ー タ シ ー ト (1)

請 負 者 名

測 定 者 名

作 成 者 名

設計
基準値

Ａ

規格値限界
測定
単位

日標準量
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様式7－2
参考 提出書類様式

工事名

工種名（名称） 　　

項目名（品質特性） 　　

上限 下限

＋ -

計 平均値

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ ΣＸ Ｘ
＿

 Ｘ
 　

 Ｒ
　

小計

（注）
　１．管理限界線の引直しは、5-5-10-20-20方式による。
　２．21組から40組までは別のデータシートに記入する。以下、20組ごとに同様とする。
［記入要領］
１．「項目名」はコンクリート（セメントの物理試験）、道路工（含水量試験）等の品質特性を ｎ ｄ2 Ａ2 Ｄ4
　　記入する。 2 1.13 1.88 3.27
２．「月日」の欄は測定年月を記入する。 3 1.69 1.02 2.57
３．「番号」の欄はＳＴＡ又はロット番号である。 4 2.06 0.73 2.28
４．「測点」の欄の当該測点番号を記入する。 5 2.33 0.58 2.11

特記

平均

累計

小計

作業機械名

月日 測点
組の
番号

測定値 範囲

Ｒ

資
料

大きさ

間隔

Ｘ
＿

－ Ｒ 管 理 デ ー タ シ ー ト (2)

請 負 者 名

測 定 者 名

作 成 者 名

設計
基準値

Ａ

規格値限界 測定
単位

日標準量
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様式7-3
参考 提出書類様式

設 計 基 準 値

名 称

品 質 特 性 請負者名

測 定 単 位

測 定 方 法 測定者名 　　

作 業 機 械 名

注）１．管理図は、別紙Ｘ－Ｒ管理データシートから記入する。

　　２．記事欄には、異常原因、その他必要事項を記入する。

Ｘ
　

Ｒ

組の番号

記事

試 料
大 き さ

間 隔

規 格 値 限 界
上 限 値

下 限 値

日 標 準 量

Ｘ
 

－ Ｒ 管 理 図

工 事 名
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様式8-1 参考 提出書類様式

自

至

上限値 大きさ 　　

下限値 間隔 　　

　　

平均値 移動範囲

1

2

3 X Rｓ Rm

4 平均 X＝
　

Rｓ＝
　

Rm＝
　

5 累計

小計 小計

6

7

8 平均 X＝
　

Rｓ＝
　

Rm＝
　

小計 累計

小計

9

10

11

12 平均 X＝
　

Rｓ＝
　

Rm＝
　

13 累計

小計 小計

14

15

16

17

18

19 平均 X＝
　

Rｓ＝
　

Rm＝
　

20 累計

小計 小計

記事 ｎ ｄ2 D4 E2

2 1.13 3.27 2.66

3 1.69 2.57 1.77

4 2.06 2.28 1.46

5 2.33 2.11 1.29

注）１．規格限界、設計基準値は設計図書に定められた値を記入する。
　　２．管理限界線の引直しは5-3-5-7-10-10-10方式による。

　　３．以下、最近20個（平均値Xを１個とする）のデータを用い、次の10個に対する管理限界とする。

(備考) 管理限界計算のための予備データの区間を示す。

上記の管理限界を適用する区間を示す。

　X
 

±Ｅ2・Ｒ
 

ｓ＝

　Ｄ4・Ｒ
 

ｓ＝　　　　　Ｄ4・Ｒ
 

m＝

　X
 

±Ｅ2・Ｒ
 

ｓ＝、

　Ｄ4・Ｒ
 

ｓ＝　　　　　Ｄ4・Ｒ
 

m＝

　Ｄ4・Ｒ
 

m＝

　X
 

±Ｅ2・Ｒ
 

ｓ＝、Ｄ4・Ｒ
 

ｓ＝、Ｄ4・Ｒ
 

m＝

　X
 

±Ｅ2・Ｒ
 

ｓ＝

Ｘ
 

Ｒｓ
ａ ｂ ｃ ｄ

　Ｄ4・Ｒ
 

ｓ＝

設計基準値 作業機械名 作成者名

月日
試験
番号

測定値
計
Σ

測定値内の
範囲
Ｒｍ

規格
限界

試料
現場代理人名

測定者名

測定単位 日標準量 請負者名

品質・特性

測定
期間

Ｘ - Ｒｓ - Ｒｍ 管理データシート

名称
工事名
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様式8-2 参考 提出書類様式

平均値 移動範囲

X Rｓ Rm

平均 X＝
　

Rｓ＝
　

Rm＝
　

累計

小計 小計

平均 X＝
　

Rｓ＝
　

Rm＝
　

累計

小計 小計

平均 X＝
　

Rｓ＝
　

Rm＝
　

累計

小計 小計

平均 X＝
　

Rｓ＝
　

Rm＝
　

累計

小計 小計

記事 ｎ ｄ31 D4 E3
2 1.13 3.27 2.66
3 1.69 2.57 1.77
4 2.06 2.28 1.46
5 2.33 2.11 1.29

注）１．規格限界、設計基準値は設計図書に定められた値を記入する。

　　２．管理限界線の引直しは5-3-5-7-10-10-10方式による。

　　３．以下、最近20個（平均値Xを１個とする）のデータを用い、次の10個に対する管理限界とする。

Ｘ - Ｒｓ - Ｒｍ 管理データシートの２

ａ ｂ ｃ ｄ

　X
 

±Ｅ2・Ｒ
 

ｓ＝

　Ｄ4・Ｒ
 

ｓ＝

　Ｄ4・Ｒ
 

m＝

Ｘ
 

Ｒｓ

計
Σ

測定値内の
範囲
Ｒｍ

月日
試験
番号

測定値

　X
 

±Ｅ2・Ｒ
 

ｓ＝

　Ｄ4・Ｒ
 

ｓ＝

　Ｄ4・Ｒ
 

m＝

　X
 

±Ｅ2・Ｒ
 

ｓ＝

　Ｄ4・Ｒ
 

ｓ＝

　Ｄ4・Ｒ
 

m＝

(備考) 管理限界計算のための予備データの区間を示す。

上記の管理限界を適用する区間を示す。

　X
 

±Ｅ2・Ｒ
 

ｓ＝

　Ｄ4・Ｒ
 

ｓ＝

　Ｄ4・Ｒ
 

m＝
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注）１．管理図は、別紙Ｘ－Ｒｓ－Ｒｍ管理データシートから記入する。

 　　２．記事欄には、異常原因、その他必要事項を記入する。

Ｘ
　

R

組の番号

記     事

作 業 機 械 名 間 隔 測 定 者

測 定 方 法
試 料

大 き さ 現 場 代 理 人

測 定 単 位 下限値

品 質 特 性
規 格 値 限 界

上限値
請 負 者

参考 提出書類様式

様式９

X－Rs－Rm管理図

設 計 基 準 値 工 事 名
期 間

自

名 称 日 標 準 量 至
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工事施工管理基準　６　参考資料

６　参考資料

１　管水路の通水試験
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工事施工管理基準　６　参考資料
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工事施工管理基準　６　参考資料
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工事施工管理基準　６　参考資料
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工事施工管理基準　６　参考資料

２　杭の打ち止め管理（参考）
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工事施工管理基準　６　参考資料
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工事施工管理基準　６　参考資料

３　薬液注入工事に係る施工管理等について
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工事施工管理基準　６　参考資料
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工事施工管理基準　６　参考資料

４　突固め方法の種類（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ）の適用について
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工事施工管理基準　６　参考資料

５　レディーミクストコンクリート単位水量測定要領（案）
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工事施工管理基準　６　参考資料
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工事施工管理基準　６　参考資料
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工事施工管理基準　６　参考資料

6　ダブルナット（アンカーボルト）の施工について
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